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第1章 序論

 かつてJakobson（1960）は言語行動の機能として、関説的

（referential）、心情的（emotive）、動能的（conative）、交話的

（phatic）1］、メタ言語的（meta1ingua1）、詩的（poetic）の6つを挙げ

た。私たちの日常生活で、食べる、寝るといったこととともに、他人と会話

するということは一非常に大きい位置を占めている。伝えるべき情報があると

きに他人と話すのはもちろんだが、伝えるべき情報のあるなしにかかわらず

誰かと喋ることがあり、それができないと孤独感の原因になることがある。

これはまさに、 「交話的」な機能が日常会話で重要な位置を占めている証し

でもある。

 朝起きて、家族にr今日は何だか肌寒いね。」と言ったとしよう。これは

そう言った話し手にとって、別に寒くても暑くてもかまわない。ただ「そう

だね。」とか、 「でも先週よりはあったかくなっているよ。」と答えてもら

えばそれでいいのだ。小さい子供が「お母さんあのね、○○ちゃんね．．」と

言ったとしよう。母親が「うん、どうしたの。」と聞くと、 「ううん、何で

もない。」と答える。母親が答えてくれたことだけで、子供は十分幸せにな

れるのである。

 一方、家族にr今日は何だか肌寒いね。」と言ったのに誰も答えなかった

としたら、あるいは「今夜は夕飯いらないからな。」という「肌寒い」こと

とは関係のない答えが返っできたとしたら、この家族の関係には何かぎすぎ

すしたものがあるということが分る。

 r交話的」な会話は、情報を伝達する働きではなく、言ってみれば人と人

とをつなぐ働きをしている。 「今日は何だか肌寒いね。」 「そうだね。」と

 ユ］もともとこの「交話的（phatic）」ということばは、マリノフスキーが ”The prob1em of

meaning in primitive1anguages一，in C．K．Ogden and L A．固。hards，ne me伽∫ηgσfmeaη加g

（1923）の中で使ったものである。
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いう会話をふたりで一緒に作り上げることが大切なのであって、必ずしも

「寒いから気をつけなさい。」という情報を伝えようとしている訳ではない

のである。

 それでは会話には、このように人と人とをつなぐ働き、会話という一つの

仕事を一緒にするためにどのような仕組みがあるのだろうか。その疑問に答

えようとするのが本研究の目的である。

 私たちが日頃行っている会話は、かわるがわる話し手が交替してそれを繰

り返して進んでいく。相手が話しているときには相手の話を黙って聞き、自

分がかわって話し手となるときには相手が話を黙って聞いてくれる。会話に

参加している参加者が何人でも、原則としては一度に話すのは一人で、複数

の話し手が同時に話し続けたりすることはあまりないこととされている1コ。

このことをSacksら（1974）は、 「会話の話者交替システム」で合理的に

説明しようとした。詳しくは次章に述べることになるが、会話には話者交替

に適切な場所があり、そこで「話者交替のルール」が適用されながら話者が

交替し、それを繰り返し会話が進んでいくのである。

 例として、次の会話を見てみよう2］。

 （1） カレン： みち子さん、黒田さんの婚約のこと、知ってます？

    みち子： え、黒田さん、婚約したんですか。 ＜ええ＞ 相手はどういう人？

    カレン： 黒田さんの話じゃ、大学の時の友だちで、テニスのサークルでいっ

          しょだったんですって。

    みち子： そう。

    カレン： それで、その人が来年スウェーデンに転勤するんで、 ＜ええ＞

         行く前に式をあげるそうですよ。

             （日本語教科書rTotal Japanese Conversation2』3］）

 1］木村（1995）や菅原（1998）によると、アフリカの一部の民族の人々の雑談では、同時発話が

長く続くことがよく見られるそうである。しかし菅原（1998）は、いつも話者交替システムとは無

縁の会話がされているわけではなく、ある文脈の特性によって、話者交替ルールでは説明ができな

いような相互行為モードヘの切り替わりが起こることがあるのだと説明している。

 2］本研究では文例や会話例を提示することがあるが、出典があるものは出典名を示すことにする。

文献からの引用のときには文献名を、また本研究の会話資料からの引用のときには（資料1「インター

ネット」）のように示す。なお、本研究の会話資料については、第4章に詳細を述べる。

 3］『Total Japanese Conversation2』は、初級の日本語学習者のための教科書である。
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 この会話は、外国人が日本語を学ぶための教科書から引用したものである。

カレンとみち子が、同僚らしき黒田さんのうわさ話をしている。話者交替の

ルール通り、カレンが話しているときはみち子が黙って聞き、カレンの話が

終わってからみち子が話し始める。唯一の例外は、＜ええ＞で、互いの話に

あいづちを打っているらしい。

 しかしこの会話を読んでみると、何か不自然な感じがする。みち子が「え、

黒田さん、婚約したんですか。」と驚いたような様子で言っているところを

見ると、 「黒田さんが婚約したこと」はどうもかなりのニュースらしい。し

かし、ここで行われているカレンとみち子のやりとりには、そのような驚い

たうわさ話をするときの衝撃や弾んだ感じが伝わってこない。それはどうし

てなのだろうか。

 私たちの日頃の会話を思い起こしてみると、上に述べたような話者交替の

ルールが厳密に守られているのはかしこまった場での会話、特に会議である

とか、上司や教師を囲んでの会話であることが多い。一方、気の置けない人々

の間でなされる日常の雑談では、一人の話し手が話している時でも他の会話

参加者が口を挟んだり、一人の話し手の話に他の話し手の話がかぶさったり

することが結構頻繁に起こっていることに思い当たる。一人の話し手が話し

始めたときに同時に他の話し手も話し始めてしまったり、一人の話し手が話

している最中に他の話し手が割り込んで話し始めたりなど、いろいろなケー

スがある。また後で詳しく定義するが、このように一人の話に他の参加者が

口を挟む発話を「割り込み発話」と呼ぶ。

 この割り込み発話によって自分の発話権が取られてしまったりすると、

 「感じ悪い」と思うこともある。しかしまた、それぞれの会話参加者が待ち

きれないといった様子で口を挟んだりするのは、いかにも話が弾んでいる印

象を受けてr雑談らしさ」を形成していると言えるし・逆に・一人の話し手

が話を終えたのになかなか次の話し手が続いて出てこなければ・その会話の

参加者たちは会話を維持するのに苦労しているような感じがする。そうして

みるとこの割り込み発話は、会話を作りあげていく上で・いい意味でも悪い
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意味でも重要な役割を果たしているらしいことが分る。先に述べたカレンと

みち子の会話には、 「雑談らしさ」が少なくとも紙の上に書かれたものには

見られないために、不自然な感じがするのではないかと思われる。

 ところで、もう一つ会話を考えるのに欠かせない要素がある。それは視線

行動やうなずきなどの非言語行動である。もう一度カレンとみち子の会話に

戻ってみよう。

 みち子がカレンから黒田さんの婚約を知らされ「え、黒田さん、婚約した

んですか。」と言ったとき、みち子はどんな様子だっただろうか。驚きで首

を突き出し、目を見開いたかもしれない。カレンは「そうそうそうそう」と

いった感じでうなずきを繰り返して、またみち子がそれに大きいうなずきを

返したかもしれない。カレンが「黒田さんの話じゃ、大学の時の友だちで、

テニスのサークルでいっしょだったんですって。」と言ってみち子がrそう。」

と答えたところがあるが、このときにみち子の視線はカレンの方に向けられ

ていただろうと思われる。しかしもしみち子がカレンではない全く別の方を

見ていたら、それは「もう、その話はこれっきりにして。」という意味になっ

てしまうだろう。このように、会話には話の重なりや非言語行動など、字面

からだけでは分らない立体的な構造があるのである。

 本研究では、このように人と人との関係をつくり、会話という一つの仕事

を一緒にするための仕組みについて、日本語の会話に見られる割り込み発話

と、割り込み発話をめぐる視線行動に焦点をあてて考察していく。また日本

語母語話者（以下、母語話者）と日本語学習者（以下、学習者）との会話で

は、学習者の日本語力の不足などの原因で、うまく会話参加者同士の関係が

つくれないような場合がある。このような場合、母語話者同士の会話と比較

して、会話を一緒につくりあげていくための仕組みに何か違いがあるのか、

あるとしたらどのような違いなのかということについて、実際の母語話者と

学習者の会話を資料として考察する。これらの目的のために、以下のような

方法で研究を進めていく。

 本研究では、資料として実際に行われた会話を用いるが、まず第2章では、
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会話を分析するための方法論として、会話分析とその関連の研究分野につい

て考察する。本研究のデータの記述や分析方法は、おもに、会話分析・日本

語の談話分析1］、語用論、などの先行研究に影響を受けている。ここではま

ず、会話の含意や言語行為論さらに関連性理論などの語用論の分野を取り上

げる。その上で、エスノメソドロジーの会話分析の理論について・話者交替

システムや隣接ペアなどのおもな概念を検討していく。次に、日本語の談話

分析の研究から、談話行動研究、あいづち研究、発話機能分類の研究の成果

を紹介する。さらに、非言語行動を対象にした研究もいくつか取り上げて紹

介する。これらの先行研究の成果に加えて、本研究でのテーマである割り込

み発話について、これまで明らかにされてきたことを整理し、検討する。こ

こで考察された会話を分析するためのアプローチが、この研究での基礎的な

方法論となる。

 第3章では、第2章で考察した理論を踏まえながら、本研究での分析方法

について考察する。本研究では実際に行われた会話を録音・録画したものを

資料にして論を進めていくが、これらの資料は文字化あるいは記号化しなけ

れば分析することはできない。そこで、言語行動だけではなく非言語行動も

含めた形での記述方法について検討する。

 また、文字化資料を分析するためには、分析のための単位を定めることが

必要となるが、ここでは「ターン」と「発話」という二つの分析の単位を設

定する。その上で、割り込み発話を定義し、割り込み発話とあいづちとの違

いなどについても触れる。

 さて、会話における割り込みが生起するのは、これまでの研究によると、

会話の話者交替システム（tum－taking system）の中で、現在の話し手の

ターン（tum）が完了する直前や話者交替適格箇所
（transitiona1－re1evanCe p1aCe）付近で、次の話し手になる会話参加者が

自己選択で話し手になる場合、また、話者交替適格箇所以外の場所で・自分

の話題を展開するために権力的な手段として割り込む場合・であると考えら

ll「談話」と「会話」ということばについては、第2章で述べた。
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れている。会話への積極的な関与のために割り込みを行う会話スタイルがあ

る、という指摘もある。

 しかし、これらは英語の会話を中心にして研究されたものであり、このま

ま日本語の会話に当てはめることができるとは言いがたい。さらに、実際の

日本語の割り込み発話は、あいづちと割り込み発話の違いなどの日本語に特

有な問題があり、また割り込みが起こる位置、その際の話し手と聞き手の立

場、割り込みの機能、そして非言語行動との関わりなど、多様な側面を持っ

ていることから、それらの側面を総合的に捉えて考察する必要がある。だが、

これまでの日本語の割り込み発話に関する研究では、たとえば会話における

権力的な手段としての割り込み発話など、一部分だけを取り上げて分析され

ることが多かった。

 そこで本研究では、割り込みの全体像を捉えようと試み、上記のような割

り込み発話のさまざまな側面を総合的に考察して、まず、日本語の割り込み

発話を、1）早めの発話開始、2）ターン取りのための割り込み発話、3）差

しはさみ、4）働きかけの割り込み発話、5）ターンの重なり、という5種類

に分類する。本研究では、この分類に従って、割り込み発話を分析していく。

 本研究で、実際の会話を録音・録画したものを資料として用いることは繰

り返し述べてきたが、第4章では、本研究で用いるこれらの会話資料につい

て、会話の種類や収集方法、会話参加者などについての詳細を述べる。さら

に、文字化資料中で使われている記号の意味や実際の文字化資料のサンプル

などを示す。

 なお、会話資料の内訳は、a）母語話者同士の会話4組、b）母語話者と学

習者との会話4組、c）比較のために、b）で学習者と会話した母語話者同十

の会話2組、の計10組（各15分間分の会話）である。会話資料は、巻末に

添付した。

 第5章、第6章では、第4章で述べた日本語母語話者同士の会話、そして

日本語母語話者と日本語学習者との会話の資料をもとに、割り込み発話と、

割り込み発話をめぐる視線行動を中心とした非言語行動を分析していく。
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 まず第5章では、母語話者同士の会話資料から、割り込み発話の分析に必

要となってくると思われる、ターンや発話、あいづち・それらと視線行動の

関係など、基本的な事柄についての分析を行う。その上で、母語話者同士の

会話の中で起こる割り込み発話を、第3章で示した5つの種類に分類し、そ

れぞれの割り込み発話の特徴について、割り込みの位置、話し手と聞き手の

立場の問題、視線行動との関連、割り込みの機能といったことを中心に分析

していく。

 その結果、割り込み発話と視線行動の関連を調べてみると、聞き手が、1）

早めの発話開始、2）ターン取りの割り込み発話、3）差しはさみの割り込み

発話をする際には、通常の話者交替と同じように話し手となるための視線行

動をしていることが観察されるが、4）の働きかけの割り込み発話をする場

合には、話者交替の際の視線行動ではなく、聞き手としての視線行動をして

いることが判明する。これは、割り込み発話であっても、必ずしも発話権を

取ってターンを開始しようとしている訳ではないことを意味している。また

各割り込み発話の機能について見てみると、話し手へのターンの継続や支援

といった機能を持つものが多いことが分り、相手のターンを妨害するタイプ

の割り込みはあまり多くないことも分った。

 第5章では、このようないくつかの特徴から、割り込み発話には、会話の

流れを中断して話題を終わらせたり変更したりするのではなく、むしろ会話

参加者同士の相互交流の流れを緊密にし、強く結び付ける役割を果たす側面

がある、ということを明らかにしていく。

 次に、第6章では、日本語母語話者と日本語学習者との会話資料に基づき、

第5章と同じように割り込み発話と視線行動との関連、割り込みの機能など

に焦点をあてて、母語話者同士の会話と比較して分析する。

 母語話者と学習者との会話では、母語話者が学習者のターンに割り込むこ

とが多いこと、しかし日本語母語話者が学習者のターンを支援するタイプの

ものが圧倒的に多いことが分った。また視線行動との関連については・日本

語母語話者同士の会話とは違った様相を見せていて・母語話者が学習者に視
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線を向けている率が高いことなどが分った。

 これらのことから、母語話者は学習者と話すときに、学習者を注意深くモ

ニタリングしながら、割り込み発話を用いて学習者の日本語力の不足から生

じるコミュニケーションの滞りをなくそうとしていることを明らかにする。

 最後の第7章では、これまでの結論を述べる。

 本研究では、以上のような手順で、割り込み発話には、人と人との関係を

緊密にする働きがあること、また、日本人と外国人との円滑なコミュニケー

ションのためにも重要な働きをしていることを明らかにしていく。

 翻って、日本語学習者のための日本語教材について考えてみると、視聴覚

教材を含めても、割り込み発話が取り上げられていることは皆無に等しい状

況である。本研究の成果である割り込み発話の特性は、外国人のための日本

語教授法や教材にとっても、重要な意味を持つものと思われ、今後の日本語

教育にも資することができると考える。

第2章 会話を分析するアプローチ

2．1 はじめに

 」口に「言語」と言っても書かれた言語があり、口頭で用いられる言語が

あり、さらに手話のようなものもあり、その特徴は多岐にわたっている。し

たがって当然、言語を研究する枠組みもさまざまなアプローチでなされてい

る。大きく分ければ、言語学、社会学、心理学、人類学などといった学問分

野で言語の研究がなされてきているし、言語学の分野だけを見ても、音韻論、

形態論、統語論、意味論、語用論のアプローチ、さらに言語学と関連のある

社会言語学、心理言語学などからのアプローチなど、研究の枠組みはさまざ

まである。しかもそれぞれの分野が扱う領域ははっきりと分けられる訳では

なく、境界を明示するのは簡単なことではない1］。

 本章では、会話がどのように捉えられ、どのように分析されているかにつ

いて、Griceの会話の含意、言語行為理論、関連性理論、コミュニケーショ

ンの民族誌について論じ、さらに本論文の方法論として用いるエスノメソド

ロジーの会話分析のアプローチについて、詳しく論じていく。さらに、日本

語の談話分析研究や非言語行動についての研究、そして、割り込み発話に関

するこれまでの研究成果を、整理し検討する。

2．2 会話を分析することの意味

 言語の研究は、まず高度に理想化された形態素や音素、そして語や文の意

味といった単位を対象にして、文法の体系化という方向で進められてきた。

しかし書かれた文ではなく実際に話されていることはを論じようとするとき、

これらの研究では解決できないことが出てくる。たとえば・次の文を見てみ

よう。

ll レビンソン（1983）は語用論の領域についてこれまでになされた定義について検討を加えて

いるが、自らははっきりとした定義は提示していない。
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（！）私は今39歳です。

（2）A： 明日、仕事に来られる？

  B： 分った。来るよ。

 まず（1）について、 「私」は話なのか、そして「今」というのはいった

いいつなのだろうか。それはこの発話がなされた状況や時などの文脈が分ら

なければ理解できないことで、この（1）を文として理解はできても、指し

示す意味は分らないことになる。

 また（2）のような文のやり取りでは、AはBに対して、ある文脈におい

て「仕事に来ることができるかどうか」を聞いているのではなく、 「仕事に

来てもらいたい」という依頼を表すことがよくある。

 またさらに、次のような例も検討しなければならない。

 （3）明日、大学へ行きます。

 （3’）明日、大学へ参ります。

 （4）A：明日、飲みに行かない？

   B：．．．．．（沈黙）

   A：都合悪い？

   B： うん、明日はちょっと。

 （5）A：．．．サークルの吾郎が行こうって誘ったからカラオケに行ったらさ、先輩の木

    村さんが来てて、合流して夜中まで盛り上がっちゃってさ．．

   B： （無言で、窓の外をぼんやり眺めている）

 （3）と（3’）は、同じ意味内容のことを普通の言い方と敬語を用いた言

い方で表したものである。これらの言い方はそれぞれどのような場面で、誰

に対して使うのが適切かというのは、社会的な文脈なしには考えられない。

敬語を使わないと相手に対して失礼になったり、話し手が教養がないと思わ

れたりすることがあるし、逆に使わなくてもいい場面で使った場合には、皮

肉っぽい言い方になったりすることもある。

                 10

 （4）のやり取りは、Aの誘いに対して、好意的な返答ができない場合に

沈黙が起こった例である。沈黙ということばのない状態が・ある文脈では特

有の意味を持つ例となっている。

 （5）は（4）とある意味で類似の例である。Aがずっと喋り続けているの

に対して、BはAの方を見ないで窓の外を見ている。これはAに対してBが

何らかの応答をしたりあいづちを打ったりしていないだけでなく、話し手を

見ないで窓の外を見るという非言語行動が、BがAの話に興味を持っていな

いことを伝えている。

 このように話されたことはの分析には、いわゆる文法的な検討だけではな

く、さまざまな要素の検討が必要となってくる。したがって言語研究の枠組

みとしては、一方で母語話者の社会における発話から理想的・抽象的な文法

の体系化という方向のアプローチと、もう一方でそのような文法体系がある

文脈の中や社会の中でどう実現されるのかという方向のアプローチと、両方

のアプローチが必要となってくるのであり、それぞれ補完的な役割を果たし

ていることになる。

 さて後者のアプローチで、あるスピーチコミュニティでの言語の実現が最

も典型的に現れると思われるのは、人々の日常の会話においてである。子供

がはじめて遭遇するのが会話によるコミュニケーションであるし、また大人

の世界でのさまざまな活動も、その大部分が会話によるコミュニケーション

でなされているからである。したがって、話されたことばである会話を分析

することは、言語がある文脈や社会でどのように実現されているかを知るた

めに、不可欠であると言えるのである。

 次の3節では、具体的に会話を分析するために有効ないくつかのアプロー

チをあげ、それぞれについて論じていく。

2．3 会話を分析する理論（1） 語用論の領域

2．3．1 言語行為論（SPeechActTheory）

 Aしlstin（1962）は、次にあげるような文を、何かを記述・報告したり・
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事実確認をしたりする文（COnStatiVeS）とは性質が違うものとして、行為

遂行的文（perfOrmative SentenCe）と考えた。

 （6）lnamethisshiPthe QueeηE〃zabetわ．（ただし、船首にシャンペンの瓶をだ

    たき付けながら言われた場合）

 （7）l bet you sixpence it w川rain tomorrow．

 すなわち（6）や（7）を口に出して言うことは、その当の行為（命名する

ことや賭けること）を実際に行っていることに等しいということである。

 これらの例からも分るように、通常私たちが行う発話の中では次の3つの

ことが行われている。

 1）発語行為（1ocutionary act）

 2）発語内行為（i11ocutionaryact）

 3）発語媒介行為（per1ocutionary act）

 それぞれについて、 「たばこを吸わないと約束する」と言ったときを例に

考えてみよう。まず発語行為で、 「たばこを吸わないと約束する」という一

定の意味を持つ文が音声的に発せられる。次に二つ目の発語内行為で、 「私

はたばこを吸わないと約束する」と述べて、その発話の持つ本質的な力によっ

て約束という行為そのものが行われる。さらに発語媒介行為で、たばこを実

際に吸わなくなるという実際的な効果がもたらされるのである。

 このAustinの言う発語内行為がどのような条件で成立するのかについて、

Sear1e（1969）はさらに詳しく検討している。まず発語内行為の成立の必

要十分条件について検討した上で、4つの規則を抽出している。

 それは 1）命題内容規則（propositional content rule）

     2）事前規則（preparatory ru1e）

     3）誠実性規則（sincerityru1e）

     4）本質規則（essential ru1e）

である。Searleはこの4つの規則をもとに、依頼、質問、感謝、警告など

といった発語内行為を類型化しようとしている。たとえば、発語内行為のう
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ちr助言」とr警告」の規則の内容を比較してみると・表1のようになる。

表2－1 発語内行為の種類 （助言と警告の比較）

助  言 讐  告

命題内規則 Hの未来の行為A 未来の出来事あるいは状態などであるE

事前規則 1 Sは、AがHに対して益を与える 1 Hは、Eが生じるということと、助｛Hの

ことを信じる理由を持っている。 利益にならないということを信じている。

2 Hが通常の事態の進行においてA

を行うということは、5とHにとって 2 Eが生じるということは、SとHにとっ

自明ではない。 て自明ではない。

誠実性規則 SはAがHに対して益を与えると信じ Sは、EがHにとって最大の利益ではないと

ている。 信じている。

本質規則 AがHの最大の利益になるという趣旨 EはHにとって最大の利益にならないという

を引き受けることとして見なされる。 趣旨を引き受けることとして見なされる。

（Sear1e  1969）

 最後に、Austin，Searleの言語行為論について、実際の会話の分析に寄

与する点と、十分でない点について述べる。

 まず、話し手が発話を行うというのはどういうことなのかを明らかにした

ことは、実際の会話の分析にとって大きい貢献である。また、抽象的ではあ

るが、一つ」つの発話が持つ機能を分類したことも、会話の分析に大きい影

響を与えている。たとえば、会話分析の重要な概念である「隣接ペア1コ」は、

ある機能を持った発話とそれに対する応答とのセットを指すが、この概念は、

言語行為論が基礎になっていると考えられる。

 一方、十分でない点としては、実際の会話の多面性を捉えきれていないこ

とがあげられる。実際の会話の中に現れるすべての発話を、Austin，

Searleの言う言語行為として考えることが果たして可能であろうか。たと

えばLevinson（1983）が批判しているように、会話の中のいろいろな解釈

ができる曖昧な発話を、言語行為論は説明ができない。また発語内行為に関

してはSearleが検討したように’ある程度までは類型化できると考えられる

11隣接ペア（adJacen町Palr）については・2・4・3で詳しく述べ乱
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が、発語媒介行為に関してはどうか。ある発話を媒介としてどのような効果

を持つか、文脈や話し手と相手の間の相互的な影響はどうかなどの説明はほ

とんどなされていない。

 次の節では、こういった話し手の意図と聞き手の理解に関する問題につい

て、Griceの会話の含意を検討する。

2．3．2 Griceの会話の含意

 実際の会話を観察してまず気づくのは、会話のコミュニケーションの中で

はいわゆる文字通りの伝達がいつも行われている訳ではない、ということで

ある。

 （8）A：なんか暑くない？

   B：そこの窓を開けようか。

（4つの原則）

量の原貝I」

質の原則

関係の原則

様態の原則

i）会話のやりとりの中で必要とされているだけの情報を提

 伏せよ。

ii）必要以上の情報を提供しないようにせよ。

i）偽と信じていることを言わないようにせよ。

ii）十分な証拠のないことを言わないようにせよ。

関連を持つようにせよ。

はっきりと明確に言うようにせよ。

i）わかりにくい表現を避けよ。

ii）あいまいな言い方を避けよ。

iii）手短に言うようにせよ（不必要な冗長を避けよ）。

iV）順序よく述べよ。

 ここで「なんか暑くない？」の質問には、文字どおりには「暑い」とか

r暑くない」という返答が考えられるはずである。しかし実際にはrそこの

窓を開けようか」という返答がなされ、さらにはたぶん実際に窓が開けられ

ることになる。

 Grice（1975）は、なぜ上の例のように、聞き手は文字通りのやりとりを

しないのか、またどうやって必要な情報を得ることができるのかということ

を、会話の含意という理論で説明した。

 それによると、会話はまず大きく協調の原理（Thecooperative

Principle）に覆われており、その下にさらに量の原則（Themaximof

Quantity）、質の原則（ThemaximofQua1ity）、関係の原則（The

maximofRelevance）、様態の原則（ThemaximofManner）があっ

て、それらに従って会話が進むと考えた。以下に、それぞれの内容を示す。

協調の原理  あなたが参加している会話のやりとりの目的や方向に沿っ

       て、必要とされる会話への貢献をせよ。
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 会話の参加者は、自分も相手も協調の原理を守っていることを前提として、

自ら発話し、また相手の話を聞く。しかし実際に行われる発話は、必ずしも

これらの原則や原理に沿っていつも行われている訳ではない。Griceは・む

しろ一見これらの原則に沿っていない発話がなされた場合でも・実はこれら

の原則が別なレベルで守られていると考える。それが会話の含意

（ConversatiOnal impliCature）と呼ばれるものである。

 次のような会話の例を考えてみよう。

 （9）A：彼女には恋人がいるの？

   B： いつも週末には、彼女の家の前に赤いポルシェが止っているみたいだよ。

   A：え一つ、じゃあ、河村君が恋人なの！

 （9）の会話例では、Aの質問に対して発せられたBの返答は表面的には

関係の原則に反している。しかしAはBが協調の原理を守って自分の質問に

答えていることを信じ、Bの発話はr彼女に恋人がいるかいないか」につい

ての情報を提供しているものだということを前提とすることができる。そこ
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で、AとBと双方が「河村さんという男性が赤いポルシェに乗っている」と

いう情報を共有していることから、河村さんが彼女の恋人であるという会話

の含意を推論することができるのである。

 このようにGriceは、私たちの行う会話は、会話の参加者が会話を共同で

作り上げていくという協調の原理に支配されていること、そして発話の中で、

言わなくても何かを伝えることができるということを明らかにして・その後

の会話を分析する研究にも重要な影響を与えている。

 Leech（1983）は、Griceの協調の原理と4つの原則に「丁寧さの原理」

を付け加えて、会話の含意が推論されるプロセスを分析している。先の（9）

の例に戻って考えよう。

 まずしeech（1983）は、「関係の原則」を「ある発話Uが話し手または

聞き手の会話のゴールに貢献していると解釈されうるならば、発話Uは発話

の場面に関係がある」と詳しく定義している。ここで会話のゴールと言う場

合には社会的なゴール（礼儀正しさを守ることなど）と個人的なゴール（恋

人がいるかどうか知りたい）が含まれる。つまりAが「彼女に恋人がいるか

どうか」を知りたいというのがゴールだとすると、BはAの知りたい答えに

必要とされる情報を提供していると解釈できる。それはなぜならBが協調の

原理を守るという社会的なゴールにも協力していると判断されるからである。

それに加えてBがはっきり「彼女の恋人は河村さんだよ」と言わなかったの

には、丁寧さの原理が役割を果たしている。あまりに露骨なうわさ話を避け

ようとしたとも考えられるからである。

 こういったプロセスを、認知情報処理過程のアプローチからさらに詳しく

説明しようとしたのが、関連性理論である。次節ではこれについて、見てみ

ることにする。

2．3．3 関連性理論（Re1evanceTheory）

 Sperber＆Wilson（1986）は、人がどのように会話の含意から推論をす

るのかについて、演繹的に説明することができると考えた。それによると、
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人は情報を処理するとき、それが持っている仮定と相関し・少ない労力で・

しかも何らかの有益な結果・情報という効果をあげるように処理しようとす

る1］。ある発話が、その発話がなされた文脈において最少の労力で、適切な

効果を持つ場合に、関連性を持っているという。会話において、話し手は最

善の関連性を持つ発話でコミュニケーションを達成しようとするし、また聞

き手の方もあらゆる発話は関連性を持っているという期待を持って、その発

話を解釈するのである。

 たとえば（9）の会話で、BがもしAの「彼女に恋人がいるの？」という

問に対して「いるみたいよ。」と答えたとしたら、さらに「それは話なの？」

「どんな付合いをしているの？」などと聞きたい情報を得るために、たくさ

んの労力が必要になり、それは関連性理論の言い方では「文脈効果が低い」

発話となる。

 ところがBの「いつも週末には、彼女の家の前に赤いポルシェが止ってい

るみたいだよ。」という発話は、Aという聞き手が持つ「河村さんという男

性が赤いポルシェに乗っている」という文脈を利用して、 「河村さんが彼女

の恋人で、しかも週末にはいつもこのポルシェでやってきて、彼女の家で過

ごしているらしい」という情報までも伝えている。これは、たった一つの発

話という少ない労力でたくさんのことを伝えている例で、 「文脈効果が高い」

発話と言うことができるのである。

 ここで利用した文脈というのは「河村さんという男性が赤いポルシェに乗っ

ている」というものであったが、もしこの文脈が「彼女の車は、赤いポルシェ

である」というものであったら、Bの発話の意味するところが「彼女は週末

には車で出かけることもせず、家にこもっている。したがって恋人がいる様

子もない。」であるとも解釈できる。このように私たちの会話では・複数の

解釈の可能性があり、最善の関連性も文脈によって変わってくることがよく

ある。その場合との文脈が呼び出されるか、という判断が重要になる。Bは

11 B1akemore（1992）に、この理論についてわかりやすく説明されてい私
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Aがr河村さんという男性が赤いポルシェに乗っている」という文脈を持っ

ていることを知っていて、それを前提に発話をしている。話し手は聞き手が

どの文脈を呼び出して発話を解釈するかを考え、その中で最も高い文脈効果

を達成する可能性のある発話をするし、また聞き手の方も、それを見込んで

発話の解釈を行うのである。

 さて、実際の会話の分析ということを考えたときに、この関連性理論はど

のような役割を果たし、どのような問題があるだろうか。

 会話を分析するにあたっての関連性理論の問題点は、意図明示的な伝達の

みを扱うとしている点である。たとえばB1akemore（1992）は次の様に言

う。ある人に見せたい書類があって、その人の部屋で待っている場面で、相

手に見せたと悟られないように、しかし相手に見えるように腕時計を自然に

見たときには、意図明示的な伝達とはみなさない。なぜならそれは伝達意図

を隠しているからである、と述べている。関連性理論では、意図明示的な伝

達に出会ったとき（たとえば、書類をひらひらさせて、腕時計を指差す）に、

それが最少の労力で高く文脈効果を達成できる、処理するに価する情報だと

考えることができる、とする。反対に上記のような明示的でない伝達では、

それが処理するに価するものかどうか、判断が下せないと考えるのである。

 しかし相手に見せたと悟られないように自然に、しかし相手に見えるよう

に時計を見た、という場合には、 「早く自分と話してほしい」 「でも、丁寧

さに反する方法であからさまに伝えるというような、そんな相手を気遣わな

いことをしたいとは思わない」ことを伝達していると考えられる。すると書

類をひらひらさせて、腕時計を指差すという伝達に、さらにもう一つ情報が

加わっていることになるのであって、これは伝達意図を隠しているとは言え

ないのではないだろうか。これはたとえば、本当に自分の方に何かの用事が

あるために時間が気になって腕時計を見る場合、相手に悟られないように腕

を動かさないようにして時計を出すとか、目だけを動かして見るなどする場

面を考えてみれば、明らかである。

 しかしGriceの会話の含意で、私たちの行う会話が協調の原理に支配され
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ていること、また発話の中で言わなくても何かを伝えることができるという

ことを明らかになった訳だが、関連性理論では、さらに発話の中で言わなく

ても伝えることができるプロセスを論理的に解明したと言え、会話の分析に

おいては、大きい役割を果たしていると思われる。

2．4 会話を分析する理論（2） エスノメソドロジーの会話

 分析

2．4．1 会話分析（ConversationAna1ysis）

 ここまで見てきた語用論の領域の言語行為論、クライスの会話の含意の理

論、そして関連性理論が解決するのは、大雑把に言えば、私たちの日常の会

話においては、伝えたい事柄を直接言わないで伝えることができるというこ

と、または実際に言われていないことが、どのように解釈されて相手に伝わ

るのか、ということであった。

 しかし実際の会話ではいくつかのやりとりが続いてはじめて意味をなすこ

ともある訳で、」つの文だけでその文の含意や発話意図などが推論できない

こともある。日常の会話の中の相互作用ということを重視する立場であるエ

スノメソドロジー（Ethnomethodo1ogy）の会話分析は、会話そのものの

分析をするのに有効な方法論である。この節では、会話分析について検討し

ていくことにする。

 エスノメソドロジーはもともと社会学から出てきた立場で、社会の成員た

ちが日常生活の世界の中で、いま自分たちがやっていることを成し遂げるた

めに実際にどのような方法を行使するかということに関心を持っている

（Psathas1989）。社会に一定の規範がすでにあって、その規範が社会的

行為を規制するという考え方の、いわゆるマクロ的なレベルの研究に対して、

日常的な相互行為が社会的な秩序を形成していくというミクロのレベルに焦

点をあて、帰納的な方法で分析を行う研究の立場である（津田 1989、渋

谷 1992）。

 このようにエスノメソドロジーの立場では、会話分析は社会的な行為の構

                 19



成のされ方を明らかにする手段として用いられており、会話そのものに焦点

があてられている訳ではない。しかし、エスノメソドロジーの立場が会話の

分析に用いる方法論は、日常会話を分析するためにも有効なものであると考

えられる。たとえば、会話分析の立場では、自然に話された会話を録音して

それを文字化したもの（tranSCriptiOn）を資料として用いながら、経験的、

帰納的な分析を行っていく。これは、日常の会話を分析するのにふさわしい

方法であると思われる。また、後に詳しく見ていくが、 「会話の話者交替シ

ステム（turn－takingsystem）」や「隣接ペア（adjacency pair）」

（Sacksら 1974）の概念は、言語行為論や会話の含意などの理論では説明

しきれなかった現象を明らかにしてくれるものである。

 ここで、実際の会話を文字化した資料から抜粋した会話例を用いて、会話

分析の有効性を見てみよう。

 この会話例は、3人の男子学生が夏休みにクラフの合宿をした場所につい

て話をしているものである。
（！0）！コ

   A：青年の家も使えるって言えば使えるんだけどねあそこも1／／大会に

   B：                       1あ一宴会

     できないんでしょ＝

   A：        ＝遠いしさ一／体育館は使えそうだけど（ポーズ1．O）う一ん

                    （深澤（1994）会話資料「ドライブ」）

 この会話でAの後の方の「遠いしさ一、体育館は使えそうだけど」という

発話は、どのように捉えたらよいのだろうか。Bの「宴会できないんでしょ」

 1］資料の記号については第4章で詳しく述べるが、ここで用いられているものの意味は次のよう

なものである。

  1       二人以上の発話が同時に行われていることを表す。

  ／、／／、／／／   ポーズの長さを、表す。それぞれ0，2，O．5，0．8秒前後を表している。

         それ以上の場合は（ポーズ1．0）のように表記する。

  ＝        次の発話が、前の発話から間隔がなく発せられたことを表す。

英語の会話例を引用する場合に、記号はなるべく原著のままとしたが、上の記号と同じもので意

味が違うものがある場合は、上記の記号に統一した。
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という問に対する答えとは思えない。

 このAの「遠いしさ一、体育館は使えそうだけど」という発話は、Bが

「あ一宴会できないんでしょ」という発話をAの発話の最中に割り込ませて

きたことによって中断された発話の再開と捉えることができる。この発話を、

含意の概念や最善の関連性ということで説明するのは難しい1］。会話のこの

部分については、会話参加者のAとBの相互作用ということを視野に入れな

ければ解釈することは不可能なのである。

 このような現象を明らかにするためには、会話分析の話者交替システムと

隣接ペアという概念が有効であると考えられる。そこで、次に会話分析の主

な概念について、見ていくことにする。

2．4．2 話者交替システム

 私たちが通常行っている会話では、会話に参加している複数の人間がかわ

るがわる話し手となり、あるいは聞き手となって進んでいっている。一人の

話し手と次の話し手が話し始めるまでの間は短く、しかもたいがいの場合、

円滑に交替がなされていることが観察されるが、Sacks，Schegloff＆

Jefferson （1974）らは、話者交替システム（turn－takingsystem）と

名付けた仕組みで説明した。

 まず、会話における話者の交替は、むやみに行われる訳ではなく、話者交

替適格箇所（transitiona1－re1evance place、以下TRPと略す。）と呼ば

れるものが存在する。会話は、一人の話し手が話をする番（turn、ターンと

呼ぶ）が、繰り返し交替することで構成されている。TRPとは、このターン

の構成単位を成す文や文節、単語などの中で、話を終了することが可能な場

所で、話者交替が行われる可能性のある場所をさす。

 会話における話者交替は、TRPで次のような話者交替ルールが適用される

ことによって、達成される。

11西阪（1995）は、関連性理論の限界をエスノメソドロジーの立場から論じている。
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話者交替ルール

1 一番はじめのターンの、一番はじめのTRPで

 a）今話をしている話者（現在の話者という）が次の話者を選ぶ場合、次

 の話者は話す権利を得て、次に話す義務を負う。

 b）現在の話者が次の話者を選ばない場合、誰でも名のりをあげることが

 できる。最初に口を開いた話者が、その権利を得る。

 C）現在の話者が次の話者を選ばない場合、また誰も名のりをあげなかっ

  た場合、必ずではないが、現在の話者が話し続けることができる。

2 最初のTRPで、1a）も1b）も起こらなかった場合、ルール1c）によって

 現在の話者が話し続けるが、a）から。）のルールセットは次のTRPで繰り

 返し適用される。

影響も合わせて考えなければならないと思われる。

2．4．3 隣接ペア

 Scheg1off＆Sacks（1973）は、会話において話者が選ばれる一つの方

法として、この隣接ペア（adjacencypair）というものを考えた。それは」

対の発話の組み合わせのことで、二つの隣り合って対になっている発話から

なり、二つの発話はそれぞれ別の話者が発するという特徴をもっている。隣

接ペアの種類としては、挨拶一挨拶、質間一答え、申し出一受け入れ／拒否

などのようなものがある。

 （11）A：今何時？                    （質問）

    B： 10時5分前。               （答え）

 この話者交替ルールは、次の話者へのターンの割当を決定し、さらにター

ンとターンの間隔を最小にしたり、ターンが重複することを防ぐ働きを持っ

ている。なお、話者交替と密接な関連を持つと考えられるターンの重複につ

いては、後に2．7「割り込み発話をめぐる研究」のところで、詳しく見てい

くことにする。

 実際の会話の話者交替を解明するために、この話者交替ルールが必ずしも

万能である訳ではない。社会的な立場の差がある教師と学生、医師と患者、

管理職と普通の社員などの間でなされる会話で、特にフォーマルな状況の場

合には、話者交替ルールとは異ったルールで進められることも多い。

 また後の2．6「非言語行動の分析」のところで検討していくが、あいづち

や視線といった非言語行動が話者交替に影響を与えているという考え方もあ

る（Kendon1967，Duncan1974，Duncan＆Fiske1977など）。し

かし、電話の会話など相手と直接顔を合わせられないような場合でも、話者

交替はたいがいうまくいくことを考えると、これらのr合図」だけが話者交

替の要因になっているとは言えないようである。

 いずれにしても、話者交替は、話者交替ルールだけではなく、他の要因の
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 （11）の例にも見られるように、第1の発話が質問なら、第2の発話は別

の話者によって答えの発話が続けられなければならないし、申し出なら別の

話者によって受け入れや拒否などの発話が続けられなければならない。

 ただし、第2の発話部分でも優先される（prefered）応答と優先されな

い（disprefered）応答があるとされている。次の例で見てみよう。

 （12）A：明日ちょっと頼みたいことがあるんだけれど。    （依頼）

    B： いいよ。                    （受諾）

（13）A：明日ちょっと頼みたいことがあるんだけれど。    （依頼）

  B：え一と、どうかな一。              （保留）

  A： えつ？

  B： うん、たぶん明日は出かけるから無理かもしれない。 （拒否）

 例（12）では、依頼に対して、受諾をしている。このような場合は優先的

な応答と呼ばれ、形式も単純な形になっている。しかし一方、 （13）は依頼

を断るうとしている場合で、依頼があったときにまずrえ一と」と応答の躊
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賭があり、はっきり拒否をしないで保留するような発話になっている。この

ように非優先的な応答の場合には、優先的な応答の場合よりも複雑な形式を

とることが分る。

2．4．4 挿入連鎖

 さて実際の会話の中では、質問一答え、依頼一受諾、などのような二つの

発話が、必ずしもいつも隣り合っているとは限らない1］。それが挿入連鎖

（insertion sequences）や側面連鎖（sidesequences）というもので

ある。例（14）で見てみよう。

（14）2］A：

B：

A：

B：

U：hm（．）what’sthe pricenowehwithV．A．Tdoyou knoweh

（え一と、V．A．T．（税金）はいくら？）         （質問）

Er I’11just，vork that out for you＝

（え一と、今計算してみますから）            （保留）

：thanks

（ありがとう）                    （受諾）

Three pounds nineteen a tube sir．

（一本3ポンド19です）              （答え）

                    （Levinson  1983）

 （14）では、質問と答えという隣接ペアの中に、保留と受諾という別のペ

アが内包されている。実際の会話には、このような発話のペアが、幾重にも

内包されていることがよく観察される。

 またJefferson（1972）は（15）のようなタイプの連鎖について述べて

いる。それによると、

 （15） （子どもたちが遊んでいる場面での会話）

   Steven：One，two，three，（（pause））four，five，six，（（pause））eleven，

        eight nine ten．

 1］ザトラウスキー（1993）は、第1の発話と第2の発話が必ずしも隣り合っている訳ではないこ

とから、隣接ペアではなくr応答ペア」と呼ぶとしている。またメイナード（1993）も同じ考え方

から、 「隣接応答ペア」と呼んでいる。

2］会話例の中で、これまでに出てこなかった記号の意味は、次のようなものである。

  ：  長く仲はされた音節
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Susan： 一’Eleven’’？一eight，nine，ten？

Steven： Eleven，eight，nine，ten．

Nancy： ’’Eleveバ？

Steven： Seven，eight，nine，ten．

Susan： That’s better．

 ここではStevenが、 「seven」というべきところを 「eleven」と言っ

ているために、SusanやNancyが誤りがあったすぐ後に疑問形の繰り返し

をStevenとのやり取りの中に埋め込んでいる。Jeffersonはこのようなタ

イプの連鎖を側面連鎖（side sequences）と呼んでいる。

2．4．5 会話の全体的構造

 これまで見てきた話者交替システムや隣接ペアといった概念は、会話の部

分部分に見られる局部的なメカニズム（1oca1mechanisms）である。もう

」つ重要な概念として、会話の全体的な構造（OVera11OrganiZatiOn）に関

する概念がある。ここでは簡単に説明するにとどめる。

 Scheg1off（1972）よると、たとえば電話の会話は、開始部（呼びだし音

一応答）、第1話題のスロット、話題の連鎖、終了部という構造になってい

る。会話の開始部では、呼び出し音と応答という隣接ペアになっているが、

これは電話をかけた人間ではなく、受けた方が先に口を開くことの理由とも

なっていることが分る。また終了部では、終了をほのめかすような家族への

挨拶などの話題や、1A11 right’とか’So・などといったことばが使われると

いったような特徴が見られるという。

2．4．6 まとめ

 以上、ここまで会話分析の立場の中でも主要と思われる概念について、ざっ

と見てきた。会話分析の手法で明らかになったのは、どのように会話の中で

話し手がかわるがわる替わっていくのか、そしてその話し手はどのように選

ばれるのかということ、さらには、それらの局部的な仕組みが大きい会話の
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流れにどう影響するのか、つまりどう会話が始まり、継続し、どう終わるの

かということであった。

 さて、会話分析は社会学的な関心の中から生まれたことには触れたが、社

会言語学の立場から、実際にこの会話分析の手法を用いて会話を分析した研

究の例として、ここではTannen（1984）を挙げる。

 Tannenは、実際に自分が招かれた食事会で録音した会話を資料として用

い、人間関係の相互作用という視点を加えてこの会話資料を分析した。それ

によると、個人の言語コミュニケーションの仕方には、同じアメリカ英語と

いう母語をもっていても、文化や地域などに影響を受けた違いがあるという。

Tannenは、それを「会話のスタイル（conversational style）」という

概念で説明した。会話のスタイルには、high－involvementsty1e（早い会

話のぺ一スを持ち、相手の話に質問を差しはさんだりなどすることで、相手

の話へ積極的に関与しようとするタイプ）とhigh－considerateness style

（相手の話の腰を祈らずにじっくり聞こうとする、相手配慮のタイプ）とい

う二つがあるというものである。

 Tannenは、この概念でさらに男女の会話を分析して、男女の関係をうま

く維持するための話し方や、誤解の原因を明らかにした（1986など）1コ。ま

たアメリカだけではなく他の文化圏や母語を持つ人同士の会話の分析の可能

性をも示したと言えよう。

 Tannenの研究にも示されているように、日常の会話では、会話の参加者

のひとつひとつの発話が、その都度影響し合って会話の大きい流れを形作っ

ている。このダイナミックな流れをうまくつかまえ明らかにするのに、エス

ノメソドロジーの会話分析の手法は大きい可能性を持っていると考えられる。

 なお、前述したように話者交替と発話の重複との関係、また話者交替のエ

ラーと修復の関係などについては、この節では述べずに、2．7のr割り込み

 llTann㎝は、研究書の他に一般向けの著作を発表している。このTamen（1986．1990）は、

そういった一般向けの著作であり、一般の人々の会話への関心を高めたと言われている。日本でも

翻訳が出版されている。
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発話をめぐる研究」のところで詳しく検討していくことにする。

2．5 日本語の会話を分析する理論

2．5．1 日本語の談話研究1〕の流れ

 日本語の会話を対象とした研究はまだあまり多くはないが、日本語の談話

研究は、茂呂・小高（1993）によると、大きく分けて1）言語研究、2）社

会学的研究、3）心理・認知研究、4）インターフェース研究の4つになると

いう2］。本研究が関心を持つのはそのうちの1）言語研究だと思われるが、こ

の言語研究はさらに3つの流れに分類されている。

 その一つは談話行動の包括的な把握を目的にしたr談話行動研究」 （国立

国語研究所、1987aなど）で、ことばとことば以外の身振り・動作など非言

語行動も総合的に分析しようと試みられている。また日本語の会話に特徴的

と言われているあいづちの研究もこの中に含まれる（水谷 1984、堀口

1991 など）。二つ目は言語行為論の流れをくむ発話機能分類を目指すも

ので、中田（1991）、熊谷（1997）などがあげられる。またザトラウスキー

（1993）に見られるように、たとえば勧誘などの会話の流れを発話機能の

分布の違いによって分析しようとするものもある。もう一つが「会話分析」

の手法を用いて、日本語の電話の開始や終了の仕方を分析した研究などがあ

る（小野寺 1992、岡本 1990 など）。

 次節からは、このうち、談話行動研究、あいづち研究、そして発話機能分

類を扱った研究を紹介する。

 工］「談話」ということばは、英語のdisco山seの訳語であるが、その定義は研究者によってまちま

ちである。 r会話」 r談話」 rテキスト」 rディスコース」などのことばは、それぞれの差を明確

にしないまま使われていることも多い。本研究では、 r談話」は、ひとまとまりの伝達内容を持つ

言語表現で、書きことぱ、話しことばの両方を含むもの、またr会話」は話されたものをさすと考

える。また原著にr談話」とある場合は、それに従うこととする。なおr談話」の定義については、

メイナード（1997）参照。

21日本語の談話研究については、荻野（1997）にも詳しい。
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2．5．2 日本語の談話行動研究

 国立国語研究所（1987a）は、実際の会話データから言語行動や非言語行

動までの総合的な談話行動を分析しようとした、開拓的な研究である。ここ

ではそのために必要となるデータの記述方法や分析の単位についてなど、詳

しく論じられている。

 杉戸（1987）は、談話の構造を記述的に把握するために、発話者の交替

と発話内容のうつりかわりという二つの基準を設ける。それに従って考える

と、会話の中に「談話」と「発話」という二つの種類の単位が設定できる。

「談話」というのは、誰が主として話題を持続させているか、聞き役は誰か

などの要素もあわせて考えた「内容的なまとまり」のことである。 「発話」

は、ひとりの参加者のひとまとまりの音声言語連続（笑い声や短いあいづち

も含む）で、他の会話参加者の音声言語連続とかポーズによって区切られる

ことに1単位と数えようとする単位である1コ。

 この研究ではこの単位をもとにして、話者交替の仕方、あいづち、ポーズ

やイントネーションの扱い、そして身振りなどの非言語行動の記述や分析に

ついてまで論を進めている。

2．5．3 日本語のあいづちに関する研究

 これまで日本語のあいづちを扱った研究は、比較的数多くなされている。

堀口（1991．1997）が、これまでなされたあいづち研究を概観している。

それによると、あいづちの研究は、あいづちの機能、タイミング、表現形式

といったことによって記述され、分析されてきた。それらについては、研究

者によっても考え方がさまざまであり（水谷1984、杉戸1987、ザトラ

ウスキー1993、メイナード 1993 など）、また使われている資料もまち

 1］ザトラウスキー（1991．1993）は、r談話」とr発話」という二つの単位のほかに、r談話」

の下位の単位としてr話段」を設定することを提案している。隣接ペア（ザトラウスキーはr応答

ペア」と呼んでいる）は二つの発話から成るとされているが、実際の会話では、複数の発話がまと

まって一つの機能を持つことも多い。そこで、隣接ペアの概念を発話の集合体に拡大してr話段」

と呼んでいる。
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まちである。しかし、これらのあいづちについての記述から、次のような点

が共通項として抽出できるという（堀口 1997）。

 1）あいづちが出現する位置は、話し手の発話権の中である。

 2）あいづちを行使するのは、聞き手である。

 3）あいづちの機能は、聞いているということを伝える、分ったというこ

  とを伝える、話の進行を助けるなどである。

 4）あいづちを表す言語形式は短い。

 このうち4）のあいづちの言語形式が短いかということについて、堀口

（1997）は、メイナード（1993）が挙げている「そうねえ、そんなもんじゃ

ない？」を例にして、必ずしも短いとは言えないとしている。したがって1）

から3）までの項目をまとめて、 「あいづちは、話し手が発話権を行使して

いる間に、聞き手が話し手から送られた情報を共有したことを伝える表現」

と定義している。

 また堀口（1997）は、前述の従来のあいづちの他に、話し手の発話の展

開を予測してあいづちを打つようなタイプの先取りあいづちについても指摘

している。

 （16）1 アナウンサー：どういうコースをとるかによって発見できる鳥の数が

    2 野鳥の会会員：そうなんです。

    3 アナウンサー：ちがってしまうわけですねえ。

                   （堀口（1997）：全国自然情報 鳥 ）

（16）の「そうなんです。」の例は、1のアナウンサーが「．．．発見できる鳥

の数が」の後にrちがってしまう」ということを言おうとしていることを予

測しなければ打てないあいづちである。堀口（1997）は、このようなもの

を先取りあいづちと呼んでいる。

 以上のように、日本語のあいづちに関する研究はかなり多くなされている。

これは茂呂・小高（1993）にも指摘があるが、外国人への日本語教育の場
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での関心から生まれたものが多い。現実の日本語使用にできるだけ近付けた

教材や教育を目指す目的で、日本語の実態把握や日本語以外の外国語との比

較について、分析が進んだと言えよう。

2．5．4 日本語の発話機能分類に関する研究

 日本語の会話を発話機能から見ていこうとする研究としては、まず国立国

語研究所（1987b）があげられる。これは、発話機能を発話の動機や働き

かけの種類、発話内容に対する態度など、いくつかの分類基準を設け、それ

によって認定していったものである。同じ方法を扱っているものとしては、

中田（1991）、熊谷（1997）が挙げられる。熊谷（1997）では、発話機能

を一つの観点から見るのではなく、発話を多角的に、 「特徴の束」として見

ることが必要だとしている。具体的には「発話内容・発話姿勢」、 「話し手

と相手、および両者の関係」、 「会話の流れの構成」という3つのカテゴリー

の下にさらに12の観点から求められた特徴の束を設定し、一つ一つの発話

をこれらの特徴の束にあてはめて、発話機能の特徴から会話の総合的な観察

をしようとしている。

 発話機能を扱ったもう一つの研究に、ザトラウスキー（1993）が挙げら

れる。この研究は、日本語の勧誘の会話を構成する発話を、発話機能を用い

て分類していき、勧誘の会話の流れの特徴を抽出しようとするものである。

そして勧誘時にとられる各種のストラテジーを、英語の勧誘のストラテジー

とも比較しながら、異文化間コミュニケーションギャップの問題とも関連づ

けて考察している。

2．5．5 まとめ

 日本語の会話を分析するためには、これまでの英語会話を中心とした先行

の研究の方法論をそのまま適用することはできない。茂呂・小高（1993）

や荻野（1997）も指摘しているように、これまで日本語でのコミュニケー

ションを対象とした研究は、日本語そのものの要素に焦点が当てられ、コミュ
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ニケーション行動を視点に入れた研究はあまり進んでこなかったし、方法論

も必ずしも確立しているとは言い難い。しかしこのような中で、杉戸

（1987）やザトラウスキー（1993）の会話を分析するための単位について

の議論や、あいづち研究（堀口 1997など）におけるあいづちの定義など

は、日本語の会話分析に対して多くの知見を提供していると言えよう。

2．6 非言語行動の分析

2．6．1 コミュニケーションにおける非言語行動の意味

 私たちは日々のコミュニケーションの中で、ことばによる伝達だけではな

く、嬉しそうな表情をしたり、大きくうなずいたり、あるいはガッツポーズ

のようなジェスチャーをしたりなど、非言語行動でもいろいろなことを伝達

している。また異文化間では、ジェスチャーの意味が違うために理解できな

いことや誤解を招くことがあったりすることもあると言われている（本名

1994）。このようなコミュニケーションにおける非言語行動の研究対象に

なるのは、視線行動、うなずき、顔の表情、ジェスチャー、音調などが挙げ

られる。

 あいづちとの関係でも、言語的なあいづちを打つかわりにうなずくことで

その機能を果たしていることがよく観察されるし、実感としても分ることで

ある。

 しかしこれまで、言語行動に関する研究は数多くなされてきているが、非

言語行動を対象にした研究は、データの収集や分析方法が確立されていない

こともあってまだあまり数多くはない。その中で、視線行動については、主

に英語のコミュニケーションにおけるものに関して、かなり多くの研究の蓄

積がある（Kendon1967，Duncan＆Fiske1985，Argy1e＆Cook

1976，Goodwin1981，Beattie1983、橋本地 1993、池田地 1996

など）。またうなずきに関して、日本語のあいづちとの関連に焦点をあてた

研究がいくつかある（メイナード 1993、久保田 1994）。次節では、本

稿にとって重要な視線行動の研究の紹介をしていく。また、本稿の内容とは
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必ずしも関連がないが、うなずきなど他の非言語行動についての研究にも触

れる。

2．6．2 視線行動に関する研究

 視線（gaze）行動の研究は、2．4でも触れたが、話者交替を引き起こす要

因の研究として始められた。話者交替はSacksら（1974）の言うような話者

交替ルールではなく、視線や頭の振りなどの合図（Signa1S）によって行わ

れるという考え方である（Kendon1967，Duncan1974，Duncan＆

Fiske1985 など）。しかしLevinson（1983）も指摘しているように、

電話やドア越しの会話など相手が見えない会話でも話者交替は行われている

し、電話の会話で特に「空所」や「重複」が多いとは認められないというこ

とから、本研究でも視線行動や頭の振りのような非言語行動が話者交替を引

き起こすとは考えない。ただし話者交替や、会話の中での会話参加者の話し

手か聞き手かという役割などと、非言語行動との関連はあると考えられる。

その観点から、いくつかの重要と思われる研究を紹介する。

 まずKendon（1967）は、会話中の視線行動について次のように述べて

いる。聞き手として相手の話を聞いているときには、話し手をじっと見てい

ることが多く、また自分が話し手となったときには、相手を見たり相手から

視線を外したりを繰り返している。話者交替との関係では、自分の話を終わ

るときには、相手に視線を送る。逆に、聞き手だった会話参加者が、話し手

となって話し始めるときには、相手から視線をはずす。

 また話し手は、流暢に話をしているときには聞き手の方をよく見ているが、

考えながら話をしているときには相手に送る視線の量が減るという

（Kendon 1967，Beattie 1983）。

 Argyle＆Cook（1976）によると、会話において視線は次のような意味

を持っている。

1）話し手による長い凝視は、話の終了か文法的中断として用いられる。

2）話し手の凝視は、特定の語句を強調したり、発話を説得的にしたりする。
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3）人や物などへの注視は、次の話者を示唆するのに用いられる。

4）聞き手の凝視は、話し手の話に関心を持っていることを示す。逆に視線

 を向けない場合は、無関心、非同意を示す。

5）聞き手の特定の発話後の凝視は、話し手の発話を促進する。

6）話し手は、自分の話がどう受け入れられているか、また、話を継続でき

 るかについてモニターしている。

7）聞き手は、話し干の表情や視線の方向などをよく見て、モニターしてい

 る。

 さて、もう一つ視線行動に関する興味深い研究がある。Goodwin（1981）

は、会話の中における聞き手の視線の重要性に焦点を当てている。

Goodwinによれば、話し手は自分のターンを維持するのに聞き手からの視

線は欠かせないもので、聞き手が自分の方を見ていないときには、発話の間

をあけたり話を途切れさせたりして聞き手の視線を得ようとするというので

ある。 （17）の例で見てみる。

（17）1］E：  So they st－their clas ses start around（O．2）in

   B：           X一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

（Goodwin 1981）

 この例で、Eは話し手として話し始めたが、聞き手であるBがEの方を

見ていない。そこでEはBの視線を得るために、 「they st」と話を途切

れさせる。すると、途切れた部分で、聞き手のBは話し手Eの方に視線を移

動し始める。そこで話し手Eはrtheir classesstart」と前に言おうとし

1］会話例の記号の意味は次の通りである。

 X    Xの時点で、視線が相手（ここでは話し手）に向けられたことを表す

一一一一@ 相手に向けられた視線
    視線が相手の方へ移動していることを表す
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たことを繰り返すのだが、これは聞き手の視線が得られていない部分の発話

は、発話として有効ではないという意識の現れでもある（西阪 1996）。

 このように、会話の中では、口を開いて発話をしているからと言って、話

し手になれるとは限らない、そこには聞き手の存在が必要となるのだという

ことが視線行動からも観察されるのである。

 これらの研究はすべて英語の会話に基づくものであったが、日本書吾の会話

における視線行動については、研究がまだ始まったばかりである。池田・池

田（1996）によると、 「実質的発話」1］の開始時に話し手が視線を相手から

はずすことが多く、相手を見ている率は「実質的発話」の終了時の方が開始

時より高い。一方「あいづち的発話」では、開始時も終了時も相手を見てい

る率が8割程度で、高くなっているという。聞き手の立場では安定して相手

に視線を向けていることが多いが、話し手の立場では、視線行動を切り替え

る傾向が見られると報告している。

 さらに橋本ら（1993）は、異文化コミュニケーション状況において、視

線・ジェスチャーなどの非言語行動が日常的状況に比べでどのように変化す

るかを調査、分析している。この研究では、視線行動については凝視量に焦

点を当てて分析しているが、それにより明らかになったことは以下の通りで

ある。

 母語話者同士の会話（日本語母語話者、英語母語話者）では、聞き手にま

わった場合に比べて、話し手になったときの方が、相手を凝視する量が少な

い。ところが異文化間状況では、話し手が聞き手に視線を送る量が増加し、

また聞き手が話し手に視線を送る量が減少する。その原因として、会話者双

方がr異文化間状況で理解が成立しにくい状況だ」と定義して、話し手は相

手を過剰にモニタリングする。一方これを聞き手の側から見ると、話し手の

モニタリングの視線は理解呈示シグナルの要求ともなり、聞き手はこのシグ

 1］池田らは会話における発話を、杉戸（1987）の定義を一部変更して採用し、 r実質的な発話」

とrあいづち的な発話」とに分類している。それによると、 rあいづち的発話」というのは応答詞

や相手の発話のオーム返し、笑い声などをさし、それ以外の実質的な働きかけの機能を持つ発話を

r実質的発話」と呼んでいる。
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ナルを過剰に呈示しようとすることで、逆に一つ一つのシグナルの有効性が

減ってしまう。すると話し手はさらにモニタリングをすることになり、会話

が堂々めぐりをしてしまうようになる。これが聞き手の話し手への凝視量の

減少につながると、橋本ら（1993）は説明している。

 以上、英語の会話における視線行動と、数少ないながら日本語の会話での

視線行動についての研究を紹介してきた。一般的に視線行動は、文化差が大

きいと言われていて、日本人はあまり相手の目を見ないとか、目そのものを

見るのではなく、目元から唇のあたりを見ている、といったことが指摘され

ることがある（本名 1994）。しかしこれらの研究結果を見るかぎりでは、

会話において話者交替と視線行動の関連や、話し手、聞き手の役割と視線行

動の関連については、英語での会話の場合と日本語の会話の場合とかなり共

通点も多いように思われる。

2．6－3 その他の非言語行動についての研究

 Duncan＆Fiske （1985）は、先にも述べたように、視線行動やジェス

チャーの非言語行動などを話者交替を引き起こす要因として考えた。それに

よると、次のシグナルが話者交替に関わってくる。

1） speaker turn signa1

 話し手が出すシグナルで、このシグナルがあった後、聞き手はターンを要

求することができる。このシグナルは、イントネーション、決まり文句のよ

うなことば、文法的な切れ目、パラ言語、ジェスチャーの完了からなってい

て、このうち2つ程度の提示があると、tumsignalとなる。ここで話し手

が手の動きなどのジェスチャーを続けていると、聞き手はターンを取らない。

2） speaker－state signa1

 聞き手が話し手からターンを取ったことを表すシグナルをさす。視線を相

手から外すこと、ジェスチャーを開始することの二つからなっていて、この

うちの一つの提示があれば、このシグナルは有効となる。
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3）speaker within－turn signa1

 ターンの区切りを示す部分で、話し手は聞き手を見て、その後で、聞き手

のあいづちがある。

4）sPeaker continuation signa1

 話し手が区切りの後ターンを取り続けるためのシグナルで、

speaker－state signalと同じように、視線を相手から外すことをさす。

5）auditor back－channe1signaI

 聞き手の出すシグナルだが、ターンではないし、またターンを要求するも

のでもない。この中には、M－hmのようないわゆるあいづち、話し手の発話

を聞き手が完成させるもの（先取りあいづちのようなもの）、確認のための

短い質問、短い言い直し、うなずき、ほほ笑みが含まれている。

 このように、Duncan＆Fiske（1985）は、話者交替に言語行動と同時

に視線行動やジェスチャー、音調などさまざまな非言語行動の関連を報告し

ている。

 次に、日本語の非言語行動についての研究を紹介する。

 メイナード（1993）は、日米の会話における頭の動きの比較をしている

が、頭の動きを、話し手の立場と聞き手の立場でなされるもので分け、さら

に細かい機能で分類している。

 聞き手の立場でなされる頭の動きには、いわゆるあいづちとして使われる

ものと、この動きがあった後にターンを取るものとがある。話し手の立場で

なされるものにはさまざまな種類があるが、ターンの最後に行われてその後

話者交替がなされるもの、ポーズを埋めるものとして使われるもの、肯定の

表現に伴って用いられるもの、強調やリズム取りのものなどがある。話し手、

聞き千両方に用いられる、否定の表現を表す頭の横ふりもある。

 この機能によって日米の会話に見られる頭の動きを分析してみると、次の

ようなことが分るという。用いられる頭の動きの機能には類似が見られたが、

頭の動きの頻度には、大きい違いが見られ、日本語での頻度の方が著しく高
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い。聞き手としてあいづちを打つタイプのうなずきは、日米の会話双方によ

く観察される。日本語の会話によく見られるのは、談話上の単位を示すもの

やリズム取りのためのもので、一方、来会話でよく見られるのは、強調のた

めに使われるものである。

 また久保田（1994）は、あいづちを「聞き手が話し手に送る、言語、非

言語の行動を含んだ信号」と定義した上で、日本人による日本語と英語の会

話、アメリカ人による日本語と英語の会話に見られる、あいづちとしての頭

の振りについて分析をしている。それによって明らかになったのは、次のよ

うなことである。まず日本人はアメリカ人に比べてはるかに多くあいづちを

使っている。日本人のうなずきは1回ずつはっきり区切ろうなずきが多く、

一方アメリカ人は、小刻みにうなずいたり、連続してうなずくようなものが

典型的である。しかしアメリカ人が日本語を話す場合、英語を話す場合に比

べて1回ごとに区切るタイプのうなずきが多く見られるようになり、日本人

話者の行動様式から学習した可能性があるという。

 以上、日本語をめぐるあいづちと頭の振りについての研究を簡単に見てき

たが、少なくとも日本語と米語、日本人とアメリカ人との間にはこれらの用

いられ方や機能に違いがあることが明らかになった。まだまだ研究が数少な

い中での結果ではあるが、言語行動だけでなく非言語行動も含んだ観察が重

要であることが分る。

2．7 割り込み発話をめぐる研究

2．7．1 話者交替システムから見た割り込み発話

 実際に行われている会話を観察してみると、一人の話し手が発話をしてい

るときに、他の会話参加者が割り込んで発話を始めたり、または少し口を挟

んだりすることがよく見られる。この節ではこのような現象を一括して、と

りあえずr割り込み発話」と呼び、この割り込み発話が研究者によってどの

ように定義され、どう捉えられてきたかについて見ていくことにする。

 まず、Sacksら（1974）の話者交替システムから見ると、話し手となれ
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るのはr一度に一人」であり、一人の話し手が話しているときに他の話し手

が同時に話すことは、話者交替ルールのエラーや侵害と捉えられることにな

る。それに従うと、 （18） （19） （20）の例は、次のように説明できる。

 （18） J：Twelve pounds l think wasnIt it．＝

       （12ポンドだと思うけど）

    D： ＝lCanyoube1ieveit？

       （ほんと、信じられる？）

    L：  l Twelve pounds on the Weight Watcher’s scale．

       （ウエイトウォッチャーズのはかりでは12ポンドだよ）

                （Sacks，Scheg1off＆Jeffersor1（1978） 16）

（19） A： Uh you been down here before l havenche．

      （前にここに来たことがあるね）

   B：                  l Yeah． （うん）

               （Sacks，Schegloff＆Jefferson（1978） ！7）

 話者交替ルールによると、一人の話し手が発話を終えて次の話し手を選ば

なかった場合、誰でも自己選択で話し手になることができるので、 （18）の

DとLのように同時に口を開いてしまうことがありうる（発話の同時開始

simultaneousstart）。また（19）のように文末に付加疑問文や呼びかけ

ことばが付け加えられたりするところでは、BのようにAの発話が終わった

と見なして発話が重なってしまう（発話の重複 over1ap）。

 これらは話者交替ルールのエラーであるため、この話者交替システムの中

では「修復」 （repair）のシステムが働く。 （18）でも（19）でも、 「い

ちどきには一人の話し手が話す」という原則が働き、どちらか一方の話し手

が発話をやめることになる。二人の話し手がずっと同時に話し続けるという

ことはない。

 次に（20）のような例は、 （18）や（19）と違って話者交替ルールの中

で自然に起こりうるものとは言い難い。

38

（2〔））1］C：

F：

S：

Now」the be：1t is meh＊

 （さて ペルトは）

  l is the sa：me matheri＊a1as l this

 （これと同じ材質なのよ）

               lWait a moment Miss Fagan

 （ちょっと待ってよ、Fさん）

                   （Levir1son  1983）

 FがCの発話の途中で話し始めているが、これは統語上の区切りではなく、

TRP（話者交替適格箇所 transitiona1－relevancep1ace）の位置ではな

い。このようなものは意図的な「割り込み」 （interruptiOn）であり、話者

交替ルールの侵害とみなされる。この後でSがFを「待ってよ」とさえぎっ

ていて、これは割り込みに対する修復である。ここで行われた修復は（18）

や（19）のときの「一人の話し手が脱落する」という通常のものではなく、

はっきりした制裁を伴ったものであることが分る。

 ところで（21）の例に見られるように、割り込みが許される場合がある

（Jefferson 1972） 。

 （21）A：l got in a phone booth，it w’about two o・clock in the moming．We

     w－comin home－I w’z comin home from a party． I got on the

     phone and I started －I started hearin this tick tick tick an’the

     heh l just hung up an’ra（h）n heh God uh l l didnlt know

    B：                           l Tick tick tick？

    A： Thought it was a time bomb or－you know，

                         （Jefferson  1972）

 ここでは、BがAの発話の途中で「チッ チッ チッ？」と質問を割り込

ませている。これは2．4．4でも述べたが、側面連鎖（side sequence）と呼

ばれるもので、 （21）のような発話を確認するための質問や誤解などの訂正

については、話者交替ルールよりも優先される場合があると考えるのである。

 またFerguson（1977）はさまざまなタイプの割り込み発話を分類してい

11会話例の中で、これまでに出てこなかった記号の意味は、次のようなものである。

 ＊  重複部分が終了する点の並び
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るが、その中で（22）のようなものも割り込み発話の一種と考えた。

 （22）A： ltwasn’t in ours actua11y1t was b1oke，and um＿

    B： Butanybodywho’sabitlazyIsuppose，isit，thatheusedto

      Picks on？

                         （Fergus〔）n   1977 ）

 （22）では、発話が重なっている部分はないが、Aのターンがまだ完了し

ていないうちにBが発話を始めてしまっているケースである。このようなも

のをFerguson（1977）は、silentinturrptionと呼んだ。

 これらの研究は、 r一度に一人が話し手となる」原則に対して、発話の同

時開始や重複、そして割り込み発話はエラーや侵害であるという考え方が基

盤となっていて、割り込み発話の否定的な面を捉えたものと言える。

2．7．2 割り込み発話についてのさまざまな研究

 ここまで述べてきたように、割り込み発話を現在の話し手の発話権に対す

るエラーや侵害と考えると、割り込み発話は不平等な権力の行使の現れとも

捉えられることになる。Zimmerman＆West（1975）の研究は、男女の

役割と会話の中に現れる割り込み発話の関係について述べたものである。こ

の研究によると、同性同士の会話では、話し手によって割り込み発話の用い

られる比率に違いがないのに対して、男性と女性の組み合わせの会話では、

圧倒的に男性が割り込む比率が多くなっていることが報告されている。

 また日本語の会話で、江原・好井・山崎（1984）がZimmemanら

（1975）の研究と同様に、同性同士の会話と、男女間の会話を比較してい

る。この研究でも、同性同士の会話ではどちらの会話参加者も同じくらいの

比率で割り込みを起こしているが、男女間の会話では、男性が女性の発話に

割り込む率が圧倒的に多いことが明らかになっている。さらに、割り込み発

話を、割り込まれた方がそのまま割り込まれても発話を続けるケースと・割

り込まれた方が発話をやめて、割り込んだ話者に発話権を取られてしまうケー

スの二つに分けて分析してみると、後者のタイプの割り込みの方がより真正
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の割り込みと言えるが、このタイプの割り込みでも、男性が女性の発話に割

り込み発話権を取ってしまうケースが多いことが分った。

 ここまでは、割り込み発話が話者交替ルールのエラーや侵害であるという

立場、さらには会話の中での支配の様相の現れであるという立場の研究を取

り上げた。この」方で、割り込み発話をそのように否定的に捉えない立場の

研究もある。

 まず、いわゆるあいづちも一人の話し手の発話の最中にことばを発するも

ので、その意味では発話の重複が起こっていることになる。 「え一」とか

「あ、そう」などの単純な応答詞は割り込み発話との関連が問題になったり

することはないように思われるが、あいづちの定義によっては、割り込み発

話との違いが問題になることもある。Duncan＆Fiske（1985）は聞き手

のあいづちとして、M－hmのようないわゆるあいづち、話し手の発話の完成

（先取りあいづちのようなもの）、短い質問や言い直し、うなずき、笑いを

挙げている（2．6．3を参照）。このうち、話し手の発話の完成や短い質問、

言い直しなどのようなものは、見方を変えればある種の割り込み発話とも考

えられるのである。

 また割り込み発話に、もっと積極的な機能を認めようとする研究の立場も

ある。Tannen（1984）は、会話のスタイルには個人差があり、

high－involvement sty1eと呼ばれる、相手の話に質問を差しはさんだりな

どすることで、相手の話へ積極的に関与しようとする会話のスタイルがある

ことを明らかにした（2．4．6参照）。ここでは。ooperativeoverlap（協力

的な割り込み）と言われるような割り込みが起こるが、これには相手の発話

を妨害しようとか支配しようなどといった意図は認められないという。 （23）

の例を見てみよう。

 （23） P： Very Little．We had a TV in the quonseピ

    D：                        l How o1d were you

       ，vhen yOur ParentS gOt it？

S： We had a TV but we dldn・t watch it a11the time．．．．．．We were
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veryyoun9．lwas fourwhen mayparentsgotaTV・

                   （Tannen  1994）

 （23）は、テレビが子どもに与える害について話している会話例で・Pと

Sは兄弟である。ここでPが「WehadaTVinthequonset」と言いかけ

ているところで、Dが質問を割り込ませている。これに対しPの兄弟のSが

口を開き、まずPの会話を繰り返すことでDの割り込みをうまく調和させ・

その上でDの質問に答えている。Dの会話スタイルはTannen（1984）の

言うhigh－inve1vementsty1eで、積極的に会話に参加しようとする結果、

割り込みを起こしてしまっているのである。このような割り込み発話は会話

スタイルの違いからくるものであって、 r一度に一人が話す」という原則に

対するエラーとか侵害といった枠では捉えられないものであると、この研究

の中では述べられている。

 日本語の会話における割り込み発話の研究は数少ない。先に述べた江原ら

（1984）の研究の他に、串田（1997）や藤井（1997）が挙げられる。

 串田（1997）は、同じことばを同時に発する現象を「ユニゾン」と呼び、

ユニゾンを発話の重複の一つと考えている。ユニゾンには、ことばの予測／

計画可能性（projectable）という特徴があって可能になるということ、」

度に一人が発話権を持つのではなく、一度に複数の話し手が話すという権限

の生じ方について、実際の会話をもとに分析している。

 藤井（1997）は、発話の重なりを、発話権の維持とトピックという二つ

の基準で「調和型」、 「調整型」、 「独立系」の三種類に分類し、それぞれ

の出現の原因や機能といったことに言及している。

かということで、研究の結果も変わってくるということである。非言語行動

との関連も、まだ明らかになっていないことの一つである。

 また英語の会話に比べて、日本語の会話にあいづちが多いことは先行の研

究でも明らかになっていることであるが、そのことと日本語の会話に出現す

る割り込み発話の頻度や機能と何らかの関係があるのかなど、今後注意深く

見ていく必要があると思われる。

2．7．3 まとめ

 以上、割り込み発話の考え方と、割り込み発話をめぐるさまざまな立場の

研究を紹介してきた。これらの研究を概観して気がつくのは・会話をどのよ

うな単位で分析するのか、その中でどのような現象を「割り込み」と呼ぶの
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第3章
本研究における会話の分析方法

3．1 本研究の方法

 本研究の目的は、会話に見られる割り込み発話にはどのような種類があり・

また会話にどのような機能を果たしているのか、特に会話の中で人と人とを

つなぐ働きをどう果たしているのかを分析することである。さらには・日本

語母語話者と日本語学習者の会話では、日本語母語話者同士の会話と比べて

割り込み発話をめぐる様相に違いがあるのか、相手が日本語学習者だという

理由で、母語話者同士の場合と違った機能を果たすのかについて、実証的に

考察していくことが最終の目的である。

 そのために本研究で用いた方法論は、まず会話分析の立場に大きく負って

いる。会話分析では、実際に録音された会話を用いるが、本研究でも実際の

自然会話を録音・録画したものをもとに分析を行う。2．4でも取り上げた

「話者交替システム」や、 「ターン」 「隣接ペア」といった会話の局所的な

構造について、必要によって一部修正したものを、本研究での会話資料に適

用する。また、会話分析は英語の会話を中心に発展してきた方法論であるの

で、日本語の会話の分析に必ずしもそのまま用いることはできない。そこで

日本語の会話の分析については、日本語の会話における発話機能やあいづち

研究を中心とした日本語の談話分析の研究法も参考にした。

 そこで本章では、第5章からの実際の会話の分析に先立ち、本研究での資

料の記述方法や分析の方針などについて述べる。分析の単位としてrターン」

とr発話」の二つを設定し、さらにそれに基づき、あいづちや割り込み発話

の扱い、非言語行動の文字化の方法などを検討していくことにする。

いるだけでは、会話から何かを発見することはできない。そこで実際の会話

を分析するためには、次のような手順が必要になってくる。

 まず会話を録音・録画するのは言うまでもないことであるが、録音・録画

したものを記述する、文字化の作業をしなければならない。文字化した資料

が分析のための基礎資料となる訳だが、この文字化の作業は杉戸（1994）

によれば、いつも「日的対応型」の作業である。研究者によって、そして分

析したい事柄によって、記述の方法も変わってくる1コ。

 本研究では、会話参加者の言語行動が把握でき、かつ同時に非言語行動も

観察できる形を採用した。文字化資料の記号などの詳細は第4章に述べるが、

各会話参加者の言語行動については、内容を把握しやすいように漢字・かな

交じり表記で記述し、その言語行動に対応する非言語行動は、記号と文字で

記述することにした。

 これから、本研究での分析単位などについて、実際の会話資料から引用し

ながら検討していくが、引用するのは、原則として、本研究のために収集し

た資料である。資料の詳細については次章で述べるが、資料1から10まで

あり、それぞれに名前がついている。また、本文中で非言語行動に言及しな

い会話部分については、見やすさのために非言語行動の記述を省略する。

 次に、会話資料中の記号で、本章で必要なもののみ下に示す。

◆会話資料に用いられている記号の意味

 1      二人以上の発話が同時に行われていることを表す。

 ／、／／、／／／  ポーズの長さを、表す。それぞれO．2，O．5，O．8秒前後を表して

        いる。それ以上の場合は（P1．O）のように表記する。

 、       読点は資料の読みやすさのためのもので、ポーズではない。

 ＝       ターンを取った話者の発話が、前の発話の完了点から間隔がなく発せ

3．2 会話資料の文字化

 会話というのは、時とともに消えてしまうものであり、ただ漠然と聞いて

                 仏

1］社会言語学研究会（1994） （現 社会言語科学会）『第1回社会言語学研究会 予稿集』には、

同じラジオのインタビュー番組を、数人の研究者がそれぞれの目的にかなう方法で文字化した資料

が掲載されている。
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↑

↓

？

×一一一一一

×・・・・・・  ・  ・…  ．

（斜め）一一

（不明）

○、。

→

られたことを表す。

前後に発話が続いていたことを表す。

上昇イントネーション。

下降イントネーション。

聞き取れなかった会話部分。上昇イントネーションではない。

相手に向けた視線。

基本的には相手に向けているが、時々、ちらちら他方にも向ける視線。

相手以外に向けた視線。たとえば（斜め）一一は、斜めに向けた視線

を表す。

視線行動が観察できなかった部分。

頭の縦ぶりで、○の大きさはふりの大きさを表す。

頭の縦ふり以外の他の動作はことぱで表す。たとえば、横ふり、首

領げ、手で相手を指す など。

議論の対象になっている発話部分。ただし、分りにくいときには、

該当部分に   を引くこともある。

    舳

3．3 分析の単位

3．3．！ 発す権利、話し手、聞き手

 本研究では会話の中に現れる「割り込み」を考察していくわけだが、 「割

り込む」というのは、一人の話し手の話に他の会話参加者が割り込みをする

ことである。となると、割り込みは、会話の中で話し手か聞き手かというこ

とは密接な関係をもっていると考えられる。そこでこの節では、まず発言権

（floor）1コということを通して、話し手とは何か、聞き手とは何かというこ

とを検討していくことにする。

 会話というのは、第2章の会話分析のところでも述べたように、」人が話

し手となって話しているときには、もう一人は聞き手となって聞いていて・

それが交替することで流れていく。ところが、聞き手となって話し手の話を

聞いているときには、完全に黙って聞いているのかというとそうでもなく、

あいづちを打ったり、場合によっては会話の中で確認するための独り言を言っ

たり、隣の人に小声で質問したりすることもあるわけで、それほど単純に話

し手と聞き手を分けることはできないようである。Ede1sky（1981）は、

このような現象を取り上げて、口を開いて何かを言っていることと、発言権

を持った話し手となって話していることとは違うことだと述べている。そし

て、発言権ついて、次のような定義をしている。

 発言権（floor） 心理的な時間や空間の中で、会話のトピックや機能、

          または会話に参加している二人の相互交流がどのように

          なっているかを認識し、および支配できること。

 本研究でも、発言権については、この定義を採用することにする。そして

これをもとにして、話し手と聞き手も次のように定義する。

 話し手    会話参加者のうち、発言権を取って話をしている者。

 聞き干    会話参加者のうち、発言権を持たない者。

3．3．2 ターン

 2．4．2でも述べたが、会話は会話参加者が話をする順番を交替しながら進

んでいき、この順番のことをターン（turn）と呼んでいる。本研究では、こ

の「ターン」を会話を分析する基礎的な単位として考えることにする。

 しかしEde1sky（1981）が指摘しているように、話をしていることと、

発言権を取ることとは必ずしも一致するとは限らない1］。そこで本研究では、

 11nOOrの訳語は「発話権」をあてることが多いが、本研究では分析の単位としてr発話」という

ことばを用いるため・意味の混乱があることを避けて、noorにはr発言権」という用語を使うこと

にする。
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 1］たとえば、発言権を持っている話し手が長い間言いよどんでいたりする場合・他の会話

参加者同土が遠慮がちに小声でことぱをかわしたりすることがある。このようなケースで

は、発言権はまだ交替していないと考えられる。
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ターンを次のように定義する。

 ターン   発言権を取っている話し手が、話し始めて終わるまでのひ

        とまとまりの内容を持つ部分。

 ターンは、一人の話し手が次の話し手に交替するまでの部分で、内容はも

ちろんだが、イントネーションや文法的な区切りであることなども認定の基

準となることがある。ターンには、聞き手が行うあいづちは含まない（あい

づちについては、後に詳しく検討する）。

 ターンは単純に区切れるように思えるが、実際の会話では認定が難しい例

が出てくる。具体例で見てみる。

 （1）JM5：そん時は全部でチューター何人でしたか↑＝

   JM6：＝チューターはたから二人でした＝

   JM5：ニチューター二人ですか↓

                      （資料9「留学生のチューターi）

 この会話では、JM5とJM6のターンが一つずつ交替していて、典型的な話

者交替であると言える。しかし次の例（2）のケースは、ちょっと違った形

になっている。

 （2） （留学生のチューターをするのに、性格が積極的な方がいいという話題）

   JM6：留学生なんか／／けっこう／／付き合いやすかったんじゃないですか↑

   （ポーズ4．4）

   JM5：どうですかね↑

   （ポーズ3．8）

 →JM5：まあ言葉分らない分、逆に薬1っていうのもありますけどね

   JM6：             1あ一

                      （資料9「留学生のチューター」）

 この会話は・あまり話が弾まないために、ポーズが多くなっている部分の

ものである。JM6がJM5に「付き合いやすかったんじゃないですか？」と質
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問をしているが、なかなかJM5が答えない。ようやく4－4秒後に「どうです

かね」とターンを取るが、今度はJM6がそのターンの後に何も言わない。仕

方なしに、JM5が再び「まあ言葉分らない分、逆に楽．．」と言っている。こ

こで「どうですかね。」から「まあ言葉分らない分、．．．ありますけどね」を、

JM5の」つのターンと見るかどうかが問題となってくる。内容的には一つの

まとまりがあって、またJM5の発言権はそのまま維持されているとも言えな

いことはないが、この二つのターンの間のポーズが長すぎる。このような場

合は、JM5のターンの後、相手がターンを取らなかったし、またJM5自身

もターンを続けなかったために、ポーズが生じた。そこで、JM5が新たなター

ンを始めた、とみなすことができる。

 次の（3）は、やや複雑な形をとっていることが分る。

 （3） （本がたまってしまって、本棚にいっぱいになってしまうという話）

   JF5： 何か推理小説とか1が一 ／／  う一んおもしろくて、けっ、何か

   JF6：         1あっ推理小説好き↑

JF5：こうダーツと1（笑い）増えて一（笑い）

JF6：      1あっすごい難しい本読むんだね一私は結構、簡単な

    （笑い）本の方がいい

                     （資料10「考古学フーム」）

 （3）はJF5が「推理小説が特にたまってしまう」ことを言おうとしてい

るところに、JF6が「あっ推理小説好き？」とJF5の話の途中に割り込んで

いる例である。恐らくこの割り込みが原因で、JF5の「推理小説とかが一」

の後にポーズが入っている。そのため、この位置で」つのターンが終わって、

また次にrう一んおもしろくて．．」という新しいターンが始まったかのよう

にも見える。

 しかしよく会話を観察してみると、JF6の推理小説が好きかという質問と

それに対する答えrう一ん、おもしろくて」という隣接ペアが挿入されてい

るものの、ここではJF5が発言権を取って話し始め、そのまま発言権を維持
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して、 r推理小説がダーツと増えた」という内容的なひとまとまりを形成し

ていることが分る。割り込み発話については後に詳しく検討していくが、こ

のような場合、途中に他の参加者の割り込みがあっても、 r何か推理小説と

か．．」から rこうダーツと（笑い）増えて一（笑い）」まではJF5のターン

と考えることができる。

 このようにターンの認定には、単に話の切れ目だけでは判断できない場合

があることに注意しなければならない。

3．3．3 発話

 本研究ではターンとは別に、下位の単位として「発話」を設定する。発話

の定義は次のようなものである。

 発話    話し手や聞き手によって発せられる、統語的な基準で定義

        される文。ただし口頭のコミュニケーション上、文に準ず

        る機能を持つ一語文や二語文、言いさしの文1］なども含む。

 ターンは発言権を持っている話し手によって話されたものを指すが、発話

は発言権がない聞き手によって話されたものも指す。一つのターンは、たい

てい複数の発話で構成されるが、一つの発話で成っていることもある。また

発話にあいづちは含まれない。例（4）で具体的に検討してみる。

 （4） （大学でのサークル活動の話題）

   JF6： や一でもあたしとはもう雲泥の差だと思う、きっと（p1．3）あたしほん

       と／／運動スポーツってこと1全然やって、やってこなくって1－

   JF5：            1苦手ですか↑       1うん

   JF6： ／部活もずっとブラスバンドだった1し一ずっとうん

   JF5：               」あ一

                       （資料10「考古学フーム」）

 例（4）で、まずJF6のターンは「や一でも．．」から「ずっとブラスバンド

だったしずっと、うん」までの部分だと考えられる。このターンは「や一で

もあたしとはもう雲泥の差だと思う、きっと」と「あたし部活もずっとブラ

スバンドだったしずっと、うん」の二つの発話からできている。またJF5の

r苦手ですか？」も発言権はとっていないが、一つの発話である。しかし

JF5がJF6のターンの最中に発している「うん」とか「あ一」は、あいづち

であって、発話とはみなさない。次の節では、このようなあいづちについて

考察していく。

3．3．4 あいづち

3．3．4．1 あいづちの定義

 あいづちは、杉戸（1987）やメイナード（1993）、堀口（1997）の研究

などを参考にして、次のように定義する。

 あいづち   聞き手が話し手のターンの間に発する、話し手の発話に対

        する理解や共感を表す言語表現。 「ええ」 「はい」 「そう

        ですね」のような応答詞や、先行する発話のオーム返し、

        感動詞を指す。

 あいづちの定義として重要なのは、まず聞き手によって発せられるという

こと、そして話し手のターンの最中に発せられたものということである。上

の例（4）のJF5の「うん」と「あ一」は、JF6のターンの最中に、 「話を

聞いていますよ」 「言っていることは分りましたよ」といった意味で発せら

れているものであるから、あいづちである。

 次のようなあいづちも、理解を示した上で、同意を表しているという意味

であいづちとみなす。

 1］rどうして？」などのようなものが一語文、 r本、取って」のようなものが二語文で

ある。また「そんなこと言われたって…」のような言いよどみや、 rあの一」と言いかけ

て完了しなかったものを言いさしの文と考える。
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（5） （コンビニで売っているラーメン菓子の話題）

 JM4：．．．．で袋の大きさがこう／だいたいペピースターだったらこんぐらいじゃな
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JM3：

いですか↓1／／でラメックはこんぐらいなんですよ＿．

     1うん

                 （資料2「深夜のコンビニ」）

 例（5）では、JM4が「．．こんぐらいじゃないですか」と同意を求めるよう

な発話をしていて、それにJM3がrうん」と応答している。これは相手の発

話を理解して、かつ同意した、共感しだということを表すものであるから、

あいづちとみなすことにする。

 しかし同じような「うん」でも、次の（6）のような例については、あい

づちとみなさない。

 （6） （ゼミの発表のために、休日にも研究室で準備をした話題）

   JM2：あさって発表じゃないの↑＝

  →JM1：             二うん＝

   JM2：               ＝できたの↑＝

   JM1：                    ＝できてない（笑い）

                         （会話1「インターネット」）

 この例（3）では、JM2が「あさって発表じゃないの？」という質問に対

してJM1が「うん」と答えたものである。これははっきり質問と答えという

隣接ペアを形成しているところから、同じ「うん」でも、あいづちではなく、

発話の一つで、しかもJM1のターンということになる。

3．3．4．2 繰り返しや感動詞によるあいづち

 次の例（7）と（8）もそれぞれあいづちとみなすことができる。

 （7） （Aさんという留学生についての話題）

   JM6：ああAさん／うん／／／あの人は目立つ1人だったから

  →JM5：                 1目立つ人（笑い）

                        （会話9「留学生のチューター」）
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（8） （入試のときに、会場を間違えてしまった話題）

   JF2： ．．．や9時から始まるのにあたし8時に来てさ／座ってたのよ一（笑レ））

      だからさ一1もう／／だ？？量的にはさ一／／だからあたし何か

 →JF1：      l B子さ一ん          （注：B子はJF2の名前）

   JF2： ／ちゃんとやっているようでスコーンって／抜けてるかな一↑（笑し））

                       （会話3「動かないエレベータ」）

 例（7）で、JM5の「目立つ人」は先行の発話のオーム返しで、あいづち

と考える。ただしオーム返しが上昇イントネーションを伴い、聞き返しなど

の機能を持つような場合には、話し手の発話に対する理解を示すこと以上の

機能を持つと考えられので、あいづちとは考えないことにする1コ。

 また（8）はJF2の話に驚いたJF1が、驚嘆を表すためにJF2の名前を「B

子さ一ん」と呼んでいるもので、これも一種のあいづちと考えられる。

3．3．4．3 あいづちに含まないもの 一言い換え、先取り

 研究者によってあいづちに含むか含まないかで見解が分れるものがいくつ

かある。 （9）と（10）の例を考えてみる。

 （9） （チューター希望の学生が始めはたくさん来たという話題）

   JM6：最初けっこういっぱい来てましたよね↑1さん／30人いたかな↑もっと．．．

  →JM5：                  1かなり多かったですよね↑

                        （会話9「留学生のチューター」）

 （9）でJM5が「かなり多かったですよね」と言っているが、これは先行

するJM6の発話を違うことばで言い換えたものと考えられる。言い換えは、

ある意味ではオーム返しと同じような機能を持っているが、完全に同じ内容

を繰り返して同意を表すのではなく、他の語句を使って、自分の見解を付与

する場合もある。本研究では、このようなものはあいづちとはみなさず、一

 1］オーム返しのあいづちについては、研究者によって扱いが違ってくることが考えられるが、堀

口（1997）は、先行する発話のうち直前の発話の繰り返しのみをあいづちとすると述べている。ま

たザトラウスキー（1993）は、このタイプのあいづちの認定には、イントネーションや先行する発

話との距離などを考慮する必要があるとしている。
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つの発話と考える。

 （10） （大学の寮の和室で集会がある際の座り方についての話題）

   JF4： ．．そういう時あたし長いスカートだったら一あぐら1かいたりして（笑い）

   JF3：                      1あぐらかく（笑い）

 JF4： っていうか長いスカートだと一1／／即座に形が1／分んない／／げと．．．

→JF3：              1うん    1そう分んない

                         （資料4「寮の長老」）

 この例でJF4が「．．即座に形が」と言っているところに、JF3が「そう分ん

ない」と言い、その部分でちょうどJF4とJF3が「分んない」と同じことを

同時に言うような形になっている。このようなものを先取りあいづちと呼び、

あいづちの一種とする研究の立場もあるが、本研究ではあいづちには含まず、

発話として扱うことにする。

 以上、聞き手が話し手のターンの間に発する発話の中にも、あいづちと、

あいづちとはみなせないものがある。その認定のためには、イントネーショ

ンや機能、先行する発話の内容との関係などを注意深く観察していく必要が

あると思われる。

3．4 割り込み発話

3．4．1 割り込み発話の定義

 ここまで見てきたように、私たちの会話は話し手と聞き手によって進めら

れるが、話し手だけが話をするのではなく、聞き手もさまざまな形で会話に

参加している。前節で見てきたあいづちもその一つだが、その他にも、聞き

手が話し手のターンの間に発話を割り込ませることがある。そこで、そのよ

うなあいづち以外の割り込み発話を次のように定義する。

 割り込み発話 話し手のターンの間に、聞き手が発する発話を指す。た

         だし、あいづちは割り込み発話に含まれない。
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 この定義で重要なのは、割り込み発話が、発言権を持たない聞き手によっ

てなされたものであるということである。割り込みの結果として、聞き手が

発言権を取ることになる場合もあるが、聞き手が割り込んだ時点で発言権を

持っているのは話し手で、発言権を持たない聞き手が話し手のターンに割り

込むものを割り込み発話と呼ぶ。

 なお、2．7．1でも見たように、話者交替システムの中では、複数の会話参

加者が同時に発話を開始させてしまうことが時々起こるが、これは「割り込

み」とは呼べないと思われるので、本研究では考察の対象には含まないこと

とする。

3．4．2 割り込み発話の分類

 次に、上述の定義をもとに、これまでの割り込み発話に関する研究も参考

にしながら（Ferguson1977，Beattie1983 など） （2．7も参照）、割

り込み発話を概観してみると、表1のようになる。聞き手の割り込みを、割

り込みの位置や、話し手や聞き手がターンを完了したかしないかなどによっ

て整理したものである。これにより、割り込み発話を分類していく。

表1 割り込み発話の性質

話し手の ターンで 話し手は 聞き手は 聞き手は
割り込みの 割り込み

ターンに割 割り込んだ ターンを 発話を ターンを

完了したか 取ったか
種類 発話名

り込んだか 位置 完了したか

× I O ○ ○ （普通の話者交替） （話者交替）

I    一   ．   ‘    1   ・   I    一   ’   ■   ’   一 一   ■   ’   ‘   一   一   一   一    ■   ‘   ．   ． I   ’    ’   ’   ’   ‘   ‘   ‘   一   一   一   ． ■   ’   一   一   一   ■   一   ’   ‘   一   一 一  一  一  ‘  一  一  一  ■  I  一  ■  ■  ’  ’  ’  一  一  一  一 ■  ■  一  ’  一  一  一  一  ■  一  ■  一  ’  ’  一  一  一  一  一  ．  ‘  ‘

ターンの 早めの 早めの
○

完了直前
○ ○ ○

話者交替 発話開始

夕一ンの 成功した ターン取りのため
○ × ○ ○

最中 割り込み発話 の割り込み発話

ターンの
○

失敗した
○ × ×

割り込み発話
差しはさみ

最中

ターンの ターンにならない 働きかけの
○ ○ ○ ×

最中 割り込み発話 割り込み発話

ターンの 同時に進む ターンの
○ O ○ ○

最中 ターン 重なり
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 まず割り込み発話と、割り込み発話が割り込んだ位置ということに焦点を

当てて例を見ていく。

 （11）の例は、話し手のターンが完了する直前に発話が割り込まれるもの

である。

 （11） （研究室で、ストープがもうつけてあるかなレ）かの話題）

   JM1：や一あっちついてる↑／／／1もう

  →JM2：            1ついてない↓／／そ一んなに寒ないやろ

                          （資料1「インターネット）

 この例では、 「（ストープが）ついている？」というJM1の質問にJM2が

「ついてない」と答えている。この答えがJM1の「もう」の部分に割り込ん

でいる。ここでは「もう」は倒置の形であとに置かれた部分であるために、

JM2が先行の発話が完了したとみなしたと考えられる。つまり「あっちつい

ている？」の終りの部分はTRP（話者交替適格箇所）だったのが、たまたま

JM1が倒置の形で「もう」と付け加えたために、割り込みの形になってしまっ

たものである。しかしここでは話し手がターンを完了し、聞き手だった会話

参加者がかわりに話し手として話し始めているので、普通の話者交替に近い

形であることが分る。

 本研究では（11）のような割り込みを「早めの発話開始」と呼ぶ。

 次に、話し手のターンの最中に割り込むタイプの割り込み発話の例を考察

していく。

 （12） （駄菓子屋はもうかるのかという話題）

   JM3：だからもうあれは／／／採算取れてるのかねえ↑

   JM4：採算は取れてるんだろうけど／あの1きっと

  →JM3：                1ま、あれで生計をたてるというのは

       ちょっと、あれだけではね／／ま年金とかももらいつつなのかな

                         （資料2「深夜のコンビニ」）

（13） （理工系の学部の方が単位が取りにくレ）という話題）

  JF4： 確か一／工学部の方一／は、うん／何か厳しかったと思っ1だけど

 →JF3：                        1へ一句か

  JF4： どこそこの単位取れてないと次に1行けないとか

 →JF3：               1えっ何か順番とかあるわけ↑二

  JF4： ＝うん

                           （資料4「寮の長老」）

 （！4） （入試の会場をまちがえた話題）

   JF2： ．．．そ一んでね先生が時間は長くできませんけどまあ頑張って下さいって言

       われて／／はいって／／／もう上着1上着脱いで焦ったわ

 →JF1：               1焦ったやろ↑   うん

                       （資料3「動かないエレベータ」）

 例（12） （13） （14）はいずれも話し手のターンの間に、発話を割り込

ませたケースである。どの例も話し手のターンの最中で、しかもTRPの付近

ということでもない。その意味では、いずれの例でも、聞き手が話し手のター

ンが完了したとか、話者交替が可能な場所とみなして割り込んだとは思えな

い。しかし、それぞれのケースで、話し手や聞き手の役割をみると、違いが

あることが分る。

 まず（12）では、JM4が「採算は取れてるんだろうけど、あの、きっと」

と言いかけているところに、聞き手であるJM3が「ま、あれで生計をたてる

というのは．．」と割り込みをして、ターンを取っている。そのために、それ

まで発言権を取っていたJM4は自分のターンを完了することなく、完全に中

断してしまっている。これは、言ってみれば真正の割り込みと言うことがで

きる。本研究では、このタイプの割り込み発話をrターン取りのための割

り込み発話」と呼ぶ。

 次に（13）で、JF4が「工学部の方は、うん、何か厳しかったと思ったけ

ど．．．」と話しているところで、聞き手のJF3が「へ一句か」と言いかける。

しかしそれ以上後を続けないで、発話を言いさしのまま、終えている。この
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例は、聞き手が割り込んだものの、それ以上割り込みを続けないで断念した

ものと考えられる。これをr差しはさみ」と呼ぶことにする。

 例（14）は、話し手であるJF2がr．．．頑張って下さいって言われて・はいっ

て、もう上着脱いで．．．」と言っているところに、聞き手のJF1が「焦ったや

ろ？」と発話を割り込ませている。しかしこの発話は短い質問を割り込ませ

たもので、これによって聞き手のJF2がターンを取ったわけではない。むし

ろ話し手のターンにあいづちを打つような感じで、発話を割り込ませている。

このようなタイプのものを、本研究では「働きかけの割り込み発話」と呼

ぶ。

 最後に、 （15）の例で、もう一つの割り込み発話の種類を見てみる。

 （！5） （年齢の話で、来年は年女になるという話題）

  →JF3            1あっそう一緒や一緒や／うんあたしも一緒だけど

   JF4．．．あたし早生まれだから一1／年としては丑になるんだけど／それてもね一

JF3

JF4

そうそう、じゃ次は年女だな一とか1って       1つ、ついに一

              1ねえ一／はあ一／もう124，23

                    （資料4「寮の長老」）

 ここではJF4が話し手としてターンを取っていて、聞き手のJF3が「あっ

そう、一緒や一緒や．．」と割り込んでいる部分である。しばらく話し手と聞

き手のターンが同時に進むが、話し手であったJF4は割り込みの途中でター

ンを終え、割り込んだ聞き手がかわりに主な話し手となってターンを取った

形になっている。このような割り込みをrターンの重なり」と呼ぶ。

3．4．3 割り込み発話の種類

 この節では、ここまでに分類した各割り込み発話が起こる状況を検討し、

さらに会話における機能などについて考察していくことにする。会話におけ

る割り込み発話の機能を検討するために、先行する発話と割り込まれた発話

の関係、さらに、後続の話し手は誰か、内容は何かといったことをもとに分
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析していくことにする。

3．4．3．1 早めの発話開始

 前節で早めの発話開始は、倒置された部分が、次の話し手がターンを始め

た際に重複してしまい、割り込んだ形になってしまうものだと説明した。他

にも付加疑問文のようなものや呼びかけことばがある場合などがある。また

次の（16）のような例もよく観察される。

 （16） （家はどこかという話題）

   JF6： どこですか↑

   JF5： は、あたしは一若松で1す

  →JF6：           1あっじゃ学校の近くですね（笑い）

                        （資料10「考古学フーム」）

 この例では、付加疑問文や倒置があったわけではないが、聞き手が話し手

のターンの完了、あるいは完了可能の場所（つまりはTRP）を予測して、早

めに割り込んでターンを開始している例である。ターン完了の予測は、隣接

ペアやイントネーション、語彙や文法的な知識などによってなされる。

 このタイプの割り込み発話の形は、普通の話者交替に近いものであるとい

うことが言えるが、機能としては「聞き手が早く確実にターンを取る」こと

が挙げられる。弾んでいる会話で、参加者が積極的に会話に関わりたいと思っ

ているような状況では、よく見られる。

 逆に長いターンで話し手が物語などを披露するような場合に、ターンの中

の発話末などの区切りで、TRPの部分でもあるような場所に、聞き手がター

ンを取るために割り込んでくることもある。話し手がターンを譲りたくない

場合には、割り込まれるのを防ぐために、語末を長くのばすとか、フィラー

を入れるなどのような方策を取ることがある。
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3．4．3．2 ターン取りのための割り込み発話

 ターン取りのための割り込み発話は、話し手のターンを完了しないままに

中断し、かわって割り込んだ聞き手が話し手となるものを指す。先にも真正

な形の割り込みだと述べたが、自分が話し手となって話している際に「ター

ンを取られた」と感じるのは、このタイプの割り込みであると思われる。し

かしこのタイプの割り込み発話の機能から検討してみると、必ずしも「ター

ンを取られた」と悪い印象を持つとは限らないことが分る。

 （17） （留学生にチューターをした話題）

   JM6：二人で／ああまあでも一相手は3人だったし／こっちは二人で、まあそん時

        は水曜日だけってことで（p1．6）ほんでまあ1塗燃

  →JM5：                     ■じゃあチューター／特に

        ／あの一／／紙貼って募集しなかったんですか↑

   JM6：そうですね、もうほんとに／人づてで集めてきただけっていう感じで、ま、

       鰍し理学の／人がまた（p1．O）加わったりはしたんですけども＿

                       （資料9「留学生のチューター」）

JM6：

→JM5：

 JM6：

           ＝そうです、あの一／／前の回はあの一留学生

が／／人数が少なくっ1て

         1何人でした↑二

               二え一と（p1．4）4人いたのかな

（p2．6）4人、あっ5人いたんだけど一人の人は全く／／あの一／／会った

ことなくて

                （資料9「留学生のチューター」）

 （18）の例でもまた、JM6のターンの途中にJM5が「何人でした？」と

質問を割り込ませて、話し手であったJM6のターンを中断してしまっている。

しかしこの例では、 「留学生の人数が少ない」とJM6が言っているのに対し

て、JM5は「（それが）何人か」と質問している。これは妨害というような

ものではなく、むしろJM6の話に関心を示し、詳しい情報を聞こうとしてい

るものである。その意味では、同じ割り込み発話でも、話し手の話への積極

的な関与を示す機能を持つものがあるということが分る。

 この例では、話し手であるJM6のターンに、聞き手であるJM5が割り込ん

で質問している。そのためにJM6のターンは「ほんでまあ途中から」と話し

続けようとしていたのが、中断せざる得なくなっている。JM6と割り込んだ

JM5の発話の内容を比べてみても、JM6が「留学生の人数も少なくて、チュー

ターも少なくて、水曜日だけで、それで」とこれから何か言おうとしている

のに対し、JM5の割り込み発話の内容は「チューター募集のポスターで募集

をしなかったのか」ということであるので、直接の近い関連がなく、JM6の

ターンを妨害したことになる。このようなものは、いわゆる他人の順番への

r割り込み」として一般的に思い起こされるような典型的なものであると考

えられる。

 ところが次の（18）のような例は、少し様子がかわってくる。

 （18） （チューターが必要な留学生の人数についての話題）

   JM5：あっ前回も出てたんですか↑＝
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（19） （大学の寮で、男子寮と女子寮は分かれているが、食堂は一緒であるという話題）

  JF3： は一ん／／／なるほどね、でもえっ、寮で男女1一緒になるうん↑

  JF4：                    1う一ん

→JF3：            1ああそれは一緒なん1や

  JF4： う一ん何か／食事、食堂がl

  JF4：                      1うん／／でもあれば椅子

      だからあんまり座り方とか関係ないから．．．

                          （資料4「寮の長老」）

（20） （留学生センター修了後の留学生とは、あまり会えないという話題）

  JM6：福井とか冨山の人はもうほとんど会えないって感じ1ですね↑／／まあ

  JM5：                       1そうですね

→JM6：

 JM5：

ここに残っている人もなかなかl        lう一ん

             1やあ会うと思います1よ

                （資料9「留学生のチューター」）
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 （19）では、JF4は話し手としてr．．食事、食堂が」と言いかけるが・そ

こに聞き手のJF3がrああそれは一緒なんや」と発話を割り込ませている。

そのためにJF4は自分のターンを中断してしまっている。しかしここでこれ

らの二つの話の内容を見てみると、JF3の割り込み発話は先行の発話の先取

りをしてr一緒だ」と言っていることが分る。つまりこの割り込み発話によっ

て、 r食堂は（男女）一緒である」という内容を協働して作り上げたことに

なる。ただし同じような先取りの割り込み発話でも、 （20）のように・話し

手であるJM6の言おうとしていることと逆のことを割り込ませた場合には、

「さえぎられて割り込まれた」という印象を強くすると思われる。

 以上、4つの例で見てきたように、ターン取りのための割り込み発話にも、

先行の発話の内容との関連で、話し手の話へ積極的な関与を示す機能を持つ

もの、協働してひとつの内容を作るもの、妨害的な作用を及ぼすものがある

ことが分る。

 ところで、話し手が、このような割り込みをされてターンを取られてしまっ

た場合に用いる修復方法について触れておきたい。

 先に見た例（17）では、まず聞き手であるJM5の「チューター募集の広告

の紙で募集しなかったのか」という問いに「そうですね」と割り込みを認め

た上で、 「人づてで」と答えている。これはSacksら（1974）の言う挿入連

鎖となるが、この挿入連鎖の後で、そのまえに中断されてしまった「途中か

ら」ということばを繰り返して再び「途中から心理学の学生が加わった」と

いう話を再開していると考えられる1〕。

3．4．3．3 差しはさみ

 差しはさみは、聞き手が割り込みを行ったが、うまくいかずにあきらめた

場合のものを指す。

 1］ターンの途中で話が中断されてしまった場合に、話し手がターンを再開するための技術として、

李（1997）は、聞き手の側の割り込み行動における発話内容を肯定する、挿入連鎖の終結を表示す

る、内容の接続を表示する（rそれで一」など）、話し手、聞き手の役割分担を明示するもの、の

4つを挙げている。
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（21） （コンビニで学生が万引をしたら、学校に通報するのかしないのかの話題）

JM4：

JM3：

 JM4：
→JM3：

捕まえたら／あの一／／警察に／言うとか1／／学校に言うとか1／／そう言う

                1うん      ！うん

話ってのはあんまり聞かないじゃないですか↓／／／1間かないって言う

                     1やっぱり

 JM4：か、ま実際にはやってるかもしんないけど／／おおや、あのおおぴらにって

     いうか公にはそういう話は1出ないでしょう↑

 JM3：             1うん

→ JM3：鰍学校には言わないのかなあ↑．．

（資料2「深夜のコンビニ」）

 （21）で、JM4がターンの途中で「聞かないじゃないですか↓」と同意を

求め、JM3はその部分で発話を差しはさむがうまくいかない。このr～じゃ

ないですか」は最近よく使われる文末表現だが、この表現は自分の示した新

情報を既知情報のように出して、そのあとに別な新情報を提示する用法を持

つものであるため（滝浦 1997、井上 1998）、発言権を譲ろうとする際

に使う表現ではない。だからJM4はターンを中断しなかったし、JM3はター

ンを取ることができずに、すぐにあきらめたのだと思われる。

 この差しはさみは、話し手だったJM4のターンがすっかり完了してから、

JM3が新たなターンとして発話を始めることによって回復されている。その

際に、差しはさみで使った「やっぱり」ということばを繰り返して、 「やっ

ぱり学校には言わないのかな」と続けていることが観察される。

3．4．3．4 働きかけの割り込み発話

 働きかけの割り込み発話は、前の差しはさみと同じように、現在の話し手

のターンはそのまま続くもので、ターンの継続に影響を与えないものである。

しかし差しはさみでは聞き手の発話が中断されてしまうのに対し、働きかけ

の割り込み発話の方は、聞き手の発話が完了し、かつ話し手に何らかの働き
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かけをしているものを指す。

 次は（14）と同じ例であるが、もう一度この例で検討することにする。

（22） （入試の会場をまちがえた話題）

    JF2： ．．．そ一んでね先生が時間は長くできませんけどまあ頑張って下さいって

       言われて／／はいって／／／もう上着1上着脱いで焦ったわ↓うん一とにね一

 →  JF1：                1焦ったやろ↑   うん

    JF2： ／／みんなほら他の人は県外から来たりしてるから／下見して．．．．．

                      （資料3「動かないエレベータ」）

 この例では、JF2が入試の会場を間違えていて、本当の試験場に行ったと

きには既に試験が始まっていたという経験を披露しているのだが、聞き手で

あるJF1はJF2のターンの中で、 「焦ったやろ？」と働きかけの割り込み発

話をしている。この割り込み発話があっても、JF2のターンはそのまま続い

ていて、JF1の方も、ターンを取る訳ではなくそのまま聞き手である。

 ただここで割り込まれたJF2の発話の内容を観察してみると、 「焦ったや

ろ？」のすぐ後に「．．上着脱いで焦ったわ．．」と応じている。 「上着を脱い

で焦った」という言い方はつながりがなく奇妙な表現であるが、試験場に着

いて上着を脱いで頑張ったということを言おうとしていたときに、 「焦った

やろ？」の質問を受けて「焦ったわ」とすぐに応答したものだと考えれば、

納得がいく現象である。

 このように働きかけの割り込み発話は、形としてはあいづちにも似た割り

込み発話であるが、上で見たように、話し手へ働きかけをしてそれに対して

話し手も応答をするなど、あいづちよりももっと強い実質的な働きかけをす

る機能を持っている。それがr働きかけの割り込み発話」と呼ぶことにした

所以でもある。

 さて次に、この働きかけの割り込み発話の機能について検討してみよう。

まず上記の（22）では、話し手に対して聞き手が質問をしているものである

が、下の（23）の例もあわせて考えてみる。
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（23） （発表のために休日に研究室で準備した話題）

  JM！：できてない（笑い）きのうさ一え一ここ来てやっとって／で、だんだん

      寒くなっ4時過ぎにさ一もう寒くなっちゃって＝

  JM2：                     ＝朝↑

 →JM1：ちゃうちゃう1夜、夕方夕方、孤／／で一（p1．5）ストープ欲しい

  JM2：       1夕方か

  JM1：などか言って／／／うん一／／まだ灯油来てないよな↑あの一

                        （資料1「インターネット」）

 例（22）も（23）も質問のための割り込みである。まず（23）の例を見

てみると、これは「4時といっても午前4時か午後4時か」と聞いている質

問で、情報を得ようとするタイプの質問である。この質問に対して、JM1は

「うん」とすぐに応答し、それから「で一」とターンを再開していることが

観察される。

 」方、例（22）の「焦ったやろ？」は、焦ったかどうかを聞くことが主な

目的ではなく、むしろ入試会場を間違えるというたいへんな話の披露に対し

て、聞き手の驚きや共感を伝えるようなものになっている。話し手への話題

への積極的な関与を示すものである。

 情報のやり取りという面からは、話し手の情報要求に応えて、情報を提供

するための語り込み発話も観察される。

 （24） （テレビ局のキャッチコピーの話題）

JM1：

→JM2：

 JM1：

 JM2：

 JM1：

．．．キャッチコピーもな一、むかつくやつはむかつくし（p1．7）だいたい

 BBTなんかさ一（笑い）鰍ビーイング1う一／／ペス、ベスト／

                   1ペスト／ビーイング

（1）ビーイング／／／ケーティー富山（笑）全然／富山テレビと関係ない

（1） （p1．8）冨山富山

BBTは
                  （資料1「インターネット」）

これは、JM1が自分のターンの中で「何だっけ」と言ったのに対して、

65



rベスト／ビーイング．．．」と情報を提供するために、働きかけの割り込み発

話をした例である。

 また次の例は、聞き手のコメントを伝えるタイプの働きかけの語り込みで

ある。

（25） （インターネット上で、イスラエルの首相暗殺のニュースを見た話題）

   JM1：．．．これは何かジョークかなんかかなって思って一見とったら今朝／

      新聞1（PL2）載っとった／／／狐／／／でもテレビと変わらんかもしれん

  →JM2：  1ほ一結構早いんや／／情報としては

                           （資料！「インターネット」）

と訂正の割り込み発話をしている。留学生もその訂正の働きかけを受けて、

すぐに「あ、行きたい」と言い直しをしていることが見て取れる。

 以上のような3つの働きかけの割り込み発話は、いずれも話し手の話への

支援のためのものである。

 最後に、先取りのコメントや、先取りによる唱和1コの例を挙げる。

 （27） （いろいろな本を読んでレ）るという話題）

   JF5： うん、大学に入ってから1何か／／読むようになった、高校のとき全然一

  I，JF6：            1読むようになった↑う一ん

JF5： 1よまなくて、うん

JF6： 1うん
  （25）の例では、インターネットでニュースのような情報も見られるとい

うような話をしているが、ここでJM2が「ほ一結構早いんや、情報としては」

とコメントを割り込ませている。JM1はこのコメントの割り込み発話に対し

て「うん」と応答していて、割り込み発話が働きかけとして認知されている

ことが分る。

 次は、訂正のための働きかけの例である。

（26） （留学生の夏休みの旅行の話題）

 LF2：

 JF6：

 LF2：

→JF6：

 LF2：

 JF6：

．きれいな所／／ソー、ヤー／う一ん／／広島へ／／／1たい、い、い、

                     1広島も行ったんですか↑

いったい／いったい1が／／／燃、行きたいが、う一ん／ちょっと

         ，あ、行きたい↑

（P1．1）う一ん（P1．6）たいへん1ソー／／う一ん／／京都から／金沢へ．．。

               1ちょっとたいへん？？？

                     （資料8「悲しい夏休み」）

（資料10「考古学フーム」）

（28） （大学の寮で、1年生は最初はおとなしいが、だんだん慣れてくるという話題）

  JF4： うん／だから／だんだん慣れて1一／結構どういう所か分ってくるiと一

  JF3：            1うん            1と一

JF4： 伸び伸び一／して1くるんだけど

JF3：        1そう／初めはこう横座りになり、そのうちに．．．．．

                          （資料4「寮の長老」）

（29） （留学生寮の話題）

  LM1： ．．．きれいな部屋え一／／ちょっとう一ん／／K大学の部屋え一／／／より、

      え一F大学部屋え一1／／広い／／広いです広い／あ一とてもえ一．．．

  JM6：          1広い↑

                         （資料5「金のしゃちほこ」）

  （26）は留学生が夏休みに行った旅行のことを話している場面である。こ

こまでに留学生は奈良へ行った話をしていたのだが、突然r広島」という地

名が出てくる。そこで日本語母語話者である日本人学生がまずr広島も行っ

たんですか？」と質問の働きかけを割り込ませる。しかしまだ少し日本語が

不正確な留学生がrいったい」というのを聞いて、日本人学生が「行きたい」
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 11回じ語句を複数の会話参加者が同時に発することを、菅原（1998）は「唱和」、串田（1997）

はrユニゾン」と呼んでいる。本研究では、 r唱和」という語を用いる。

 菅原（1998）はr唱和」をrいっぽうが他方の発話の文末近くでまったく同じ語句を同時に発話

すること」と定義している。

 本研究では、 「複数の会話参加者が、同一の語句の言語音や同一の意味内容の語、あるいはその

一部を、同時に発話し始めて終わること」と定義する。 （28）の例のように、語句全体を同時に言

わなくても、同じような効果を持つことがあるからである。また同一の語句を、少し遅れて別の参

加者が発話した場合、繰り返しと区別するのが難しいことがある。
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 まず（27）の例では、JM5がr大学に入ってから」と言っているときに、

聞き手であるJM6がその後に続くことばを先取りして、 r読むようになった」

と働きかけの割り込み発話を割り込ませている。

 また（28）の例では話し手のJM4がr分ってくると」のrと」の部分を予

測して話し手と聞き手が一緒に唱和している。これは単に予測して先取りす

るというより、予測して唱和することによって、話の調子を合わせる機能を

果たしている。協働してターンを作りあげていくタイプのものである。

 （29）は、話し手が日本語学習者で、あまり話が滑らかに進んでいない場

面の例である。ここでも日本語母語話者の聞き手JM5が、話し手の言おうと

していることを先取りしてr広い？」と割り込んでいる。これは調子合わせ

というより、日本語学習者がうまく話せるように、支援するようなタイプの

先取りである。

 これら3つの例は、話し手と聞き手が協力してターンを作りあげていくた

めに役割を果たしている、働きかけの割り込み発話である。

3．4．3．5 ターンの重なり

 ターンの重なりは、話し手のターンに聞き手が割り込みをするが、話し手

のターンも続き、聞き手もそのままターンを取って、ターンが同時に進行す

るタイプの割り込みである。

 話者交替システムの中で、複数の話者が同時に発話を続けることはあまり

起こらないことであるユ］。もし割り込み部分が話し手のターンと関連が薄け

れば、どちらかの話者が発話をあきらめるのが多いのではないかと思われる。

しかし、会話が弾んでいるときに、話し手と聞き手が渾然となって会話を進

めていくような場面がたまに起こることがある。このようなものもターンの

重なりである。次の例を見てみよう。

 11序論でも触れたが、木村（1995）や菅原（！998）によると、アフリカの一部の民族の人々の間

では、独立した内容の発話が長く並行して続くことがあるそうである。
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（30） （大学の理工系と人文系では単位の取り方が違うという話題）

 JF4： どこそこの実験までをクリアしてないとっていう／／1感じなのかな↑／／

 JF3：                        1はあ一一／／そっか

 JF4：

→JF3：

→JF4：

→JF3：

JF4：

JF3：

うん／／人文だとそういうの／1ないもんね／／う一ん

           1ないないないない（笑い）みんな勝手に

   1どれか選んでこれとこれとって感じだから／泌
（実レ））1何度孤、何度／だめで2度失敗したからこっち一とか／ありえる

で、工学部男の子多いからさ

よね

（資料4「寮の長老」）

 （30）の例では、まず話し手であるJF4が「人文系では、 （単位を段階的

に取っていく必要性は）ないもんね」と言っているが、そこに聞き手のJF3

が「ない」の部分を先取りして唱和するようなかたちで「ないないないない」

と割り込む。そしてそのまま「みんな勝手に（笑い）何度．．」とターンを続

ける。次にJF4は、JF3の発話に「どれか選んで．．．」と割り込んで、そのま

ま続けている。この部分では、JF3とJF4が、渾然となって共同で一つの話

を続けるような形になっている。それぞれのターンに、 「そう」とか「う一

ん、そうそう」などのあいづちも入れ込んで、互いの発話内容を支持し、補

完しながら進んでいっていることが観察できる。

3．4．4 まとめ

 以上、割り込み発話の種類とその機能などについて、例を見ながら検討し

てきた。それをまとめると、次のようになる。

 割り込み発話には、

1）早めの発話開始、2）ターン取りのための割り込み発話、3）差しはさみ、

4）働きかけの割り込み発話、5）ターンの重なり

の5つの種類がある。
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 その機能には、割り込み発話と、話し手の割り込まれた発話との関連で、

聞き手が話し手を妨害する作用を持つものと、話し手の話題への積極的な関

与、話し手への支援、話し手との協働といった機能を持つものがある。聞き

手からの働きかけがあると、話し手もターンの中でそれに応答し、話し手、

聞き手がいっしょになって会話を進ませていくことが観察される。

頭など

視線

JF3：

JF4：

視線

頭など

一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一
i斜め）一一×一一一一一一一一一一一

               ■へ一何か

の方一／は、うん／何か厳しかったと思っ1だけど、どこそこの単位

 …一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一一一一一

     〇。

3．5 非言語行動の観察

3．5．1 非言語行動の観察の方法

 本研究では、割り込み発話と非言語行動、特に視線行動との関連を探って

いくことも、大きい目的となっている。非言語行動の観察および、分析の方

法論などはまだ必ずしも確立したものではないが、これまでの研究も参考に

しながら、’本研究では、次のような観察と記述方法をとることにした。

 まず視線行動について、ターンと視線行動の関係、また話し手、聞き手と

いう立場との関係などに関心を持って観察することにした。記述方法は、慣

習になっている方法を部分的に採用し、あとは本研究独自のものである。

3．5．2 ターンと視線行動の関係

 ターンと視線行動の関係について、例で検討してみる。

 なお会話例の見方だが、全部で6行のうち、上から3行は、JF3の頭の動

きなどと視線行動、発話、同様に、下から3行はJF4の発話、視線、頭の動

きなどを示している。

 （30） （理工系と人文系では、単位の取り方が違うという話題）

   頭など

   視   （斜め）一一一一一×一一…一一一一…一一…一＿一一＿＿一一一一＿一＿一一一一

   JP3：  なるほどねじゃ学年ごとにハードルがあるんだ＝

   JP4：                      ＝確か一／工学部

   視線   一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一…（斜め）一一一一一一一

   頭など

頭など

視線

JF3：

JF4：

視線

頭など

一一一一一一一一 i斜め上）一一一×一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿一

      1えっ何か順番とかがあるわけ↑

取れてないと次に1行けないとか

×・‘．一・… 一・一一〇・一〇一一一一一一一一・一・一一一・一一一一一一’一一一一

指で示す動作

（資料4「寮の長老」）

 （31）の例で、まずJF3のはじめのターンrなるほどね．．．．．あるんだ」を

見てみよう。

 ここでJ」F3はターンを取るが、視線行動に注目すると、ターンを始めたと

きには、聞き手から視線を外している。そしてターンが安定したr学年ごと

に」の部分で、聞き手に視線を向けている。一方、聞き手であるJF4の視線

行動は、話し手の方にだいたい目を向けている。そして聞き手から話し手へ

交替する「確か．．」のところで、JF3から視線を外し、途中から聞き手に再

び視線を向けていることが分る。

 またJF3がJF4の「確か工学部の．．．」のターンの途中で「へ一句か」と差

しはさみをしている。このときも、ターンを始めるときのように視線を相手

から外しているが、差しはさみをあきらめると、また相手に視線を戻してい

る。後になってrえっ何か．．．」と、同じ割り込みをまたしている際には、や

はり相手から視線を外し、発話が安定すると、再び相手に視線を向けている

ことが観察される。
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 他の非言語行動では、JF4がr工学部の方は、うん、何か…」の「うん」

の部分で、うなずきをしていることが分る。また単位の取り方を説明してい

る部分では、指で順序などを示す動きをしている様子が観察できる。

3．5．3 働きかけの割り込み発話と視線行動との関係など

 前節で見てきた、働きかけの割り込み発話と視線行動の様子はどうだろう

か。詳しい分析は次章以降で行うこととして、ここでは、一つの例として

（32）を検討してみる。

（32） （試験会場をまちがえて、試験に遅れた話題）

   頭など

   視線  一一一一一一一一…一一一一一一（下）一一一一×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一

   JF1：

   JF2： ．．じゃああの一／あの一移動（p1．0）誘導しますからついてきてください

   視線  …一一… 一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一舳一一一．一一……一一一…’．一一一一’一’・一・一一一

   頭など

行動をしているからだとも考えられる。

 割り込み発話とは少し話がずれるかもしれないが、JF2が「あの一移動」

と言った後で、ポーズを入れている。そのときの聞き手JF1の視線を見てみ

ると、下の方を向いて、話し手を見ていないことが観察できる。そしてこの

ポーズの後、聞き手の視線が話し手に向けられると、ターンが再開され、

「誘導しますから」という先行の発話の繰り返し的な内容から話し始められ

る。2．6．1でも触れたように、Goodwin（1981）は、話し手がターンを維

持するためには聞き手の視線が不可欠なものであると述べている。 （32）の

資料でも、聞き手の視線が得られないとポーズを入れて視線を要求して、視

線が得られるとまたターンを再開しているという様子がうかがわれる。

 以上に述べてきたように、本研究では、言語行動と非言語行動、特に視線

行動の関連を観察していくことにしたい。

 頭など

 視線  一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一’一一一一‘・一一一“一一’…’’0’一’……一

 JF1：                 1もう9時半ぐらい↑そしたらノう一ん

→ JP2：って言われてついていったら／おかし1いな一ノ〃ってもう20分過ぎてる．。

 視線  一一一一一（斜め）一×一一一（時計）一一一一一一一一一一×一一…一一一一一一一一

 頭など               時計を指さす

                     （資料3r動かないエレベータ」）

 （32）の例では、JF2が話し手となって試験会場をまちがえてたいへんだっ

た話を披露しているのだが、ここで聞き手のJF1が「もう9時半ぐらい？」

と働きかけの割り込み発話をしている。ここでのJF1の視線行動は、普通の

ターン開始のときのように相手から視線を外すことはしていない。聞き手と

して話し手の話を聞いているときには、話し手へ視線を向けていることが多

いとされているが、この働きかけの割り込み発話の際にも、聞き手としての
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第4章本研究の会話資料

4．1 はじめに

 本研究では会話資料は、すべて実際に行われた会話を録音・録画したもの

を用いている。本章では、会話資料について、会話の種類や収集方法、会話

参加者の背景について述べる。

4．2 会話資料の種類

 本研究の目的は、会話の中に現れる割り込み発話の実態を調べ、会話の中

での機能を探ることである。

 割り込み発話は、序論で「黒田さんの婚約」の会話のところで見たように、

会話の会話らしさを作っている要素の一つと考えられる。しかし、割り込み

発話がどんな種類の会話にも現れるかというと、そうではない。

 たとえば、裁判や公の会議、授業などのような場では、参加者の話す順番

や役割というのが決まっていて、基本的には一人の話者の話に途中で口を挟

むことはあまりない。また「注文をする」とか「許可を得る」など目的がはっ

きり決まった会話では、注文する人とされる人、許可をもらいたい人と許可

を出す人、といった役割もはっきりしている。このようなタイプの会話でも、

語順や話の進行が明白であるために、割り込み発話があまり多く出現するこ

とはないと思われる。

 一方、日常の雑談では、参加者の語順や形式などよりも、むしろ雑談を弾

ませ続けることそのものに意味があることが多い。そのため、会話参加者が

積極的に会話に参加して会話を維持するために、割り込み発話も多くなると

考えられる。

 ところで、割り込み発話は、会話参加者同士の社会的立場の差があるよう

な場合、たとえばr教師と学生」 r上司と部下」といった上下関係が色濃く

影響する場合には、偏りが現れる。上の立場である者が下の立場の者に割り
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込むことが多く、その逆はあまりないとされている。2．7．2にも述べたが、

たとえば男性と女性との会話では、男性が女性の話に割り込むことが圧倒的

に多いということが報告されている（江原他 1984）。また、その会話に

おける会話参加者の役割と割り込み発話にも関連がある。たとえば、山田

（1993）はテレビでの対談の場面などで、番組のキャスターがゲストの話

に割り込んで、トピックのコントロールを行うことがあると述べている。ま

た初対面の人同士の会話の場合にも、あまり親しくない相手に対しては目上

の人に対するのと同じような配慮をすることが多いと考えられ、割り込みが

あまり現れないか、または偏りが出てくると思われる。

 このようなことから、本研究で割り込み発話の分析のために用いる会話は、

公式の場での会話でないこと、テレビ番組の中の対談のような会話ではない

こと、つまり日常の場でよく行われているような雑談が最適であると考える。

さらに、雑談の会話参加者は、社会的な立場や性別、年代などに差がなく、

比較的打ち解けた間柄のペアとすることにする。

4．3 会話資料の収集方法

4．3．1 会話参加者

 本研究で会話をしてもらったのは、日本語母語話者も日本語学習者も、す

べて初対面ではない、顔見知りの人々である。

 またいずれの会話でも、2人の間の会話を対象に収集した。雑談は2人以

上の参加者で行われることも多いが、2人という人数は会話の最も基本的な

人数であること、そしてビデオでの観察がしやすいということなどから、本

研究では2人の会話を収集することにした。

 会話参加者の詳細は以下の通りである。

1）日本語母語話者同士

 日本語母語話者同士の会話で話をしてもらったのは、同じ大学の学生であ

るとか、関係者であるなどの顔見知り同士8人、4組である。そのうち男性

同士が2組、女性同士が2組である。どのペアも、ほぼ同じ年代で、上下関
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係が深く関係する間柄ではない。

2）日本語母語話者と日本語学習者

 日本語母語話者と日本語学習者の会話では、日本人4人と、留学生4人、

計4組のペアに話をしてもらった。日本語学習者は、ベネゼエラ人男性、ルー

マニア人男性、マレーシア人女性、ブルガリア人女性で、資料収集当時、大

学の留学生センターの日本語研修コースで集中的に日本語を勉強していた留

学生である。

 いずれの留学生もほぼ日本語を未習の状態で来日し、この会話を収録した

のは、正味4か月間の日本語学習を経過した時期であった。この時点で、留

学生は『新日本語の基礎1n』という教科書をだいたい終了していたので、

日本語学習の基礎レベルを終えた時期と言うことができる。全員、全く同じ

日本語のコースに出席し、同じ留学生会館に住んでいたため、来日してから

の日本語をめぐる環境はほぼ同一であるといってかまわない。

 これらの留学生を会話参加者に選んだのは、日本語のインプットなどの条

件が全員そろっていて統制しやすいということと、さらにこれらの留学生た

ちは基本的な文法事項や語彙などの学習が終わっただけで、あまり運用面で

の経験を積んでいない時期であったので、この時期の日本語学習者の会話の

特徴が浮き彫りになるのではないかと考えたからである。

 また、日本語学習者の相手となった日本語母語話者は、日本語学習者が出

席している日本語学習の教室を週1回程度訪れて、話し相手になっている日

本人学生で、日頃互いに話をする間柄であった。

 収録したのは、日本語母語話者同士の会話と同じように、男性同士が2組、

女性同士が2組の会話である。また日本語学習者と日本語母語話者の年齢は、

多少離れているケースが多い。留学生の方は、大学の学部を卒業してから来

日するので、どうしても大学に在籍している日本人学生と比べて年上となる。

しかしこの場合でも、同じ大学に学ぶ学生であることには変わりなく、 r教

師と学生」といった社会的立場に違いのあるような関係のペアではない。た

だし、当然「日本人と外国人」という違いは存在すると考えられる。
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3）日本語学習者と話した日本語母語話者同士

 上の2）の組み合わせで日本語学習者と話をした日本語母語話者は、男性

2人、女性2人であるが、これらの話者が母語話者同士で話したときにどの

ような違いが出るかを比較するために、この男性同士、および女性同士で話

をしてもらったものも収録した。

 表4－1に、以上の会話の詳しい背景を示した。

表4－1 会話資料と会話参加者の背景

資料名 会話参加者 性別 年齢 母語 その他の属性

資料1 J M1 男 24 日本語 学生

インターネット
I   一   ・   一   I   ■   一   ■   一   ■   一   ’ ．   ・   一   I   一   一   ’   一 ・   一   一   ・   一   一   ■   一 ‘   一   ．   一   一   一   一   一   一   ■   ■   一   ■   一   ’   ’

        一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1

J M2 男 24 日本語 学生  ＝

資料2 J M3 男 23 日本語 学生

日本語 深夜のコンビニ
．   一   一   ■   ■   一   ‘   一 一   ■   一   一   一   一   ’   一   一   一    ．   ’   ’    L   一   ■ 一   ■   ■   一   ‘   ’   ’   ■   ’   ■   1    I   ■   I    I   一   ’    1

J M4 男 25 日本語 学生
母語話者

同士の会話 資料3 J F1 女 39 日本語 社会人学生＊ I

動かないエレベータ
■   ■   ’   一   ’   ’   一   ‘   一   一   一   一   一   一   一   ‘ ．   一   一   一   一    I   I   一   一   ■  一   一   一   ‘   ．   一   ‘   ・

J F2 女 37 日本語 日本語教師＊

資料4 J F3 女 22 日本語 学生

寮の長老
一   ■   一   一   ■   ’   ’   ‘ ．   一   一   一   I   ．   一   ‘ ．   一  一   一   一   一  一   一  一   I   一   一   ’   ’   ．   一

J F4 女 22 日本語 学生   ＝

撚雛1糞 学生J M5 男 22 日本語

一   一   ■   ■   ■   一   一   一   一   ’   一   ． 一   ・   一   一   一   I   一   ■ ’   ‘   一   ’   ．   一   一   一   ■   ■   一   ’   ’   一   一   一

一一一■■I1－I一一一一1I－1． P

LM1 男 30 スペイン語 留学生

1…噌墳1≡≡｛

揄T1…雌熱※

g講彩

J M6 男 23 日本語 学生
・   ・   一  ‘   ■   一   ’   ‘ 一   一   ・   一   ．   ・   ’   ’ ’   ・   一   一   ．   一   一   一   一   ■   一   ’   一   I   一

一一一＿一一＿一一一一一＿一＿一一一

L M2 男 29 ルーマニア語 留学生

J F5 女 21 日本語 学生
一   一   ■   一   ■   ■   ■   ．   一   一   1   一 ’   一  ・  ・   一  一   一   ■ I    一   一   一   一   ■   ’   一   一   一   ’   1   一    一   ’ 一   一   一   一   1   ■   ■   一   ．   ■   1   I   一   ■    一   』   一    L

L F1 女 28 マレー語 留学生

J F6 女 26 日本語 学生
．   ’   一   一   一   ■   ．   ’ ‘   一   一   一   ■   ・   一   ■   一   ■   一   1   ■   ‘   ．   ‘ ・   ’   』   1   1   I   －   1   1   一   ■   ■   ’   ‘   I   ・   1   I

L F2 女 27 ブルガリア語 留学生

日本語学習
資料9 J M5 男 22 日本語 学生

一   一   一   ■   一   一   一   一 一   一   一   I   ■   一   ■   一   一   ’   ．   一   一   一   一   一

者と話した
留学生のチューター

J M6 男 23 日本語 学生

母語話者同 資料10 J F5 女 21 日本語 学生

士の会話 考古学フーム
‘   一   一   I   ■   ’   一   ■   一   ’   一   一

一   I   一   一   ’   ’   ‘   ‘ 一   一   一   一   ■   一   一   ’   ’   ‘   ’   ・   I   一   ■ ’   一   ’   一   ’   一   一   一   一   一   I   一   一   一   ■   1   ‘   ’

J F6 女 26 日本語 学生

 ＊JF1とJF2は以前同じ学校で勉強をしたことのある友人同士で、この会話収録時点で

は、同じ大学でJF1が社会人学生、JF2が日本語教師という立場になっている。しかしこ

の二人は同じゼミなどに学生の立場で参加したりしていて、二人の間柄に「教師と学生」

という関係は全くない。
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4．3．2 収集の期間と場所

 会話の収録は、2回に分けて実施した。1回目は1995年11月6日で、2回

目は1996年8月26日から10月31日の間で、数回に及んだ。

 収録の行われた場所は、1回目は富山大学内の教室、2回目は金沢大学内

の教室である。

 図4－1に示したように、教室内で机をハの字のように並べ、被験者にそれ

ぞれの机に一人ずつ座ってもらった。ちょうど互いに斜め正面に向き合うよ

うな位置になる。ここで、真正面に向き合うような位置にしなかったのは、

雑談をしてもらうという設定の中で、面接のような向かい合わせの位置は不

自然だと思われたこと、また、ビデオで録画するのに好都合であるというこ

とからである。

 机の上に3台のテープレコーダー、机の前に3台のビデオカメラを置いて、

会話を録音、録画した。

会話参加者1    テレコ     会話参加者2

⑱

  ●
テレコ

● ⑱
  ●
   テレコ

  魑   ㊥
ビデオカメラ㊥ ビデオカメラ

ビデオカメラ

図4－1 会話参加者の位置

4．3．3 実施の手順

 会話参加者に部屋に入ってもらい、2，30分ほど自由に雑談をして下さ

いと指示し、テープレコーダーとビデオカメラをセツトした上で話をしても
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らった。トピックについては、こちらからは干渉しなかった。

 会話参加者には、会話収集の目的について「会話を研究している」とだけ

言ったが、割り込み発話や視線行動に特に関心を持っていることは知らせな

かった。また、この会話資料は、後に個人名などを匿名にした上で論文など

に使うことがあることを伝え、この調査に協力してくれた全参加者の了承を

得た。

4．3．4 文字化資料の作成方法

 前述のようにして収集した会話は、始めの数分をカットした残りの15分問

分を用い、テープを聞きながら素起こしをした。単に文字化するだけでなく、

ターンやあいづちの認定も行った。その後、素起こしした文字資料に、ビデ

オテープを見ながら視線行動や他の非言語行動を観察したものを書き加えて

いった。

 なお、会話資料は巻末に添付した。この会話資料では、プライバシーを配

慮して、個人名や固有名詞の」部はアルファベットなどに変えてある。

4．4 会話資料の表記法と記号

4．4．1 会話資料の表記法

 会話資料の表記法や記号については、既に各章で必要に応じて示してきた

が、本節ではあらためて、これまで触れなかったものも含めて提示すること

にする。

 まず、会話資料は、時間とともに左から右へ横に進行するようになってい

て、読みやすさと内容把握のしやすさのため、漢字・かな交じり文で記して

ある。また！列が6段からなる。上から3段が一人の会話参加者に関する記

述、下3段がもう一人の参加者に関する記述となっている。

 記述方法として、一人の話し手のターンを、ひとまとまりにして記すこと

を原則とする。ターンの前には、話し手のアルファベットと、ターン番号を

つける。話し手のアルファベットの前に＃がある場合は、そのターンが前の
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ターンに割り込まれたことを表す。また、ターンを形成しないあいづちや差

しはさみ、働きかけの割り込み発話には、話し手のアルファベットやターン

番号を付与しない。視線行動やうなずきなどの非言語行動は、各会話参加者

の言語行動の記述に並行して、文字や記号で記述する。

→

頭の縦ふり以外の他の動作はことぱで表わす。たとえば、横ふり、

首領げ、手で相手を指す など。

議論の対象になっている発話部分。

．上二と同じように、議論の対象となっている部分を表すが、→では

わかりにくいときに、この波線を用いる。

4．4．2 会話資料の記号の意味

 会話資料中に使われているすべての記号を下に提示する。

A17

＃A171

！うん

／、／／、／／／

↑

↓

？

×一一一一

×一一一一一  一  一一一一

（斜め）一一

（不明）

○、。

Aという会話参加者のターンであることを表す。17は、ターン番号。

二人以上の発話が重なっていることを表す。

Aという会話参加者のターン17が、前のターンの1の部分に割り込ん

で始められたことを表す。

あいづち「うん」が1の部分で発せられていることを表す。

ターンを形成しない割り込み発話。

ポーズの長さを、表わす。それぞれO．2，O．5，O．8秒前後を表して

いる。それ以上の場合は（P1．O）のように表記する。

資料中、読点は原則としてつけないが、意味がわかりにくくなるとこ

ろのみ打つ。ポーズではない。

ターンを取った話者の発話が、前の発話の完了点から間隔がなく発せ

られたことを表わす。

前後に発話が続いていたことを表わす。

上昇イントネーション。

下降イントネーション。

聞き取れなかった会話部分。上昇イントネーションではない。

相手に向けた視線。

ちらちら他方に視線を向けながら、基本的には相手に向けている視線。

斜めに向けた視線。 （上）一一 は上に向けた視線、 （手元）一一は

自分の手元に向けた視線、のような意味になる。

視線行動が観察できなかった部分。

頭の縦ぶりで、○の大きさはふりの大きさを表わす。
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4．4．3 凡例

 本節では、実際の会話資料を例に挙げて、資料の見方について示す。

（1）

 頭                      。。
 視  一一一一一（斜め）一一一一×一一一一一一一一＿＿一＿＿一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿一＿

 JF3 ＃F291あ一そうなんだ長老というわけでもないわけ1／かな↑

 皿4 感じが1〃なくて              ＃H301う一ん〃だからまた

 視  一…一一一…一一一一一一一一一一 一一一一一一一一（斜め）一一一一一一一一一一

 頭                          。。

頭

視

JF3

JF4

視

頭

            ○。

              1うん
そんな／同い年一で院、来た子とか一1でも留年した子とかでも結局一3，4人

一一一一一一一一
~一一一一一一一一一一一（斜め）一一一一一一一一一一×一一一一一一一一

  ○
                         （資料4「寮の長老」）

 この例（1）では、上3段がJF3（F）に関する記述、下3段がJF4（H）

に関する記述である。ここでは、F29→日30という順序で、ターンが交替

している。F29も日30も、前のターンに割り込まれたものである。F（JF3）

の「うん」はあいづちである。

 非言語行動について、F29のターンが始まるときには、それまでHに向け

られていた視線が斜め方向に外されている。またHの視線は、H29のターン

の終りの方から、F29のターンが始まってしばらくたつまでFに向けられて

いるが、日30のターンの開始の前に、Fから外されている。

 F29のターンの終りの方に、小さいうなずきが2回繰り返されている。ま

た日30のターンのrう一ん」の部分でも小さいうなずきが見られる。一方、

FはH30のターンを聞き手として聞いているときにrうん」とあいづちを打っ
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ているが、そのときに大きいうなずきをしていることがわかる。 4．4．4 会話資料からの抜粋

（2）

頭

視

JF5

JP6

視

頭

             。 。      首傾げ

一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
i横）一一一 一一一×一一一一一一一一一一一一

別に           ＃1は〃行く↑    Y59＝あたし一は歌はノ

A60あっそうですね、カラオケ1も結構行きますけど＝

一…一一
i下）一一一一×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一

O      O    O    O    O

（資料10「考古学フーム」）

頭           ○。

視 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一×一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一

JF3  1うん     1は一ん            F11＝あなるほどねr

JF4  ：デーンって感じでr／〃座っててそれはけっこう学年関係なしで一二   ＃H121うん

ネ見  一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一  一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一

頭   手を伸ばし「デーン」の様子             ○。       ○。

 （2）のJF5 （Y）の発話で、 「は（注：発音はwa）、行く↑」というの

がある。発話の冒頭に＃がついているが、これはターンでもなく、あいづち

でもなく、働きかけの割り込み発話であることを示している。差しはさみも

同じような記述になる。

 以上、いくつか例を示してきた。

 なお今後、本文で会話資料から引用する場合、非言語行動と関係のないこ

とについては、資料の読みやすさ、見やすさを考えて、非言語行動の記述の

部分を省略することがある。

 先にも述べたように、本研究で用いた会話の文字化資料はすべて巻末に会

話資料として添付したが、本節では、最後に、例として資料の一部を示す。

頭                         ○

視 …一一一一一一一一一一一……一一一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一一一一一一×一一一一一一一一一一一一一一一

JF3 千差万別             ＃F121そっか出て1くるのか一

JF4 何かその辺見てるとけっこうおもしろいな一っ1て  ＃H131う一ん〃だからあたしが

視 …一一…一一一一（斜め上）一一×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一一一一一一一

頭                   ○。   ○。。

頭

視 …一一一…一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一 （斜め）一一一×一一一一…一一一一

JF3   1うん                   ＃1かもしれない1（笑い）

JF4 ああ1いう座り方できるのも自分が学年が上だからかな一1とか／／／！う一ん

視 一一一一一一一一一一一一一一一一一一×一一一一一一一一一一一一一 一…一一一…一…

頭
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頭          あごに手をあてて考えている様子    ブリッコ風に断る

視 （斜め）一一一一（斜め横）一一一一一一一一一一一一一■■■一’’’一一一一■

JF3       F13＝そっか1年生一に（p1．9）しろって言われてもいやいいです

JF4 いうのもあるけど／うん＝        ＃うん何か

視一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一（斜め下）一一一一一一一一一一一‘’’一一一’…一一…．一……’’’0’’一

頭        O。。
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第5章
日本語母語話者同士の会話における割り込み発話

5．1 はじめに

 本章では、日本語母語話者同士の会話において割り込み発話がどのように

用いられているのか、どのような特徴があるのか、そして会話における会話

参加者の相互交流にどう寄与するのかということについて述べる。

 そのために次のような手順で考察していく。

1）割り込み発話に関連すると思われる、ターンや発話、視線行動など基本

的事項についての分析

2）割り込み発話の種類や出現数の分析

3）割り込み発話と視線行動の関係の分析

4）割り込み発話の機能の分析

5）日本語母語話者同士の会話の、割り込み発話の用いられ方から見た特徴

の考察

 本研究で分析に用いた全資料については第4章に詳しく述べたが、本章で

扱う日本語母語話者同士の会話資料は次の4つである（表5－！）。

表5－1 日本語母語話者同士の会話

資料名 会話参加者   性 別 年齢

JM1    男 24

＝  インターネット JM2    男 24

   資料21    ，1 深夜のコノピニ JM3    男 23

JM4     男 25

i 資料・ 動かないエレベータ JF1    女 39

JF2    女 37

資料4 JF3    女 22

．  寮の長老 JF4    女 22
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なお今後、日本語母語話者と母語話者と略すことがある。

5．2 割り込み発話に関連する基本的な事柄についての分析結果

5．2．1 ターンと発話

 本章で用いる4つの会話資料におけるターン数と発話数をまとめると、表

5－2のようになった。なお、ターンと発話、および、あいづちの定義につい

ては、3．3を参照されたい。

表5－2 ターン数とターン中の発話数

資料名 会話参加者 ターン数 ターン中の発話数

資料1 JM1 63 ！72

インターネット JM2 62 97

資料2 JM3 80 117

深夜のコンビニ JM4 81 188

資料3 JF1 57 124

動かないエレベータ JF2 57 171

資料4 JF3 80 173

寮の長老 JF4 79 168

平均 69．9 151．3

 ＊ターン中の発話は、発話が聞き取れないために認定ができないものがいくつかあった。

そのようなものは、この中に含めていない。

 各資料のターン数を見てみると資料ごとに違いがあるが、どの資料でも、

二人の会話参加者のターン数はだいたい同じになっている。これは、話者交

替が交互に行われていることを表していて、普通の会話であれば当然とも言

えるかもしれない1コ。

 しかし次にターン中の発話数を見てみると、それぞれの会話参加者によっ

11一人の話し手がターンを取って話したあと、次の話し手がターンを取らなかった場合、また同

じ話し手がターンを取る場合がある。このようなことは一人の会話参加者が会話に進んで参加して

いない場合に起こるが、これが何度も繰り返されると、各会話参加者のターン数に違いが生ずるこ

とになる。
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て違いがあることが分る。たとえば資料1では、どちらの話者もターン数は

63と62でほぼ同じであるが、発話数では、JM1が172，JM2が97となって

いる。これはJM1が自分のターンで長く話す傾向があり、JM2のターンは短

いものであることを示している。どちらかというと、JM1が自分の物語を披

露し、JM2がそれを聞いているという会話であることが分る。一方資料4で

は、二人の参加者の発話数もあまり変わりがないことから、どちらの参加者

も同じように語りをしたり、聞いたりしていることが見て取れる。

5．2．2 あいづち

 次に、各資料に現れるあいづちについてまとめたのが、表5－3である。

表5－3 あいづちの出現数

資料名 会話参加者 あいづち数 ユ分問の回数

資料1 JM1 20 1．3

インターネット JM2 93 6．2

資料2 JM3 59 3．9

深夜のコンビニ JM4 46 3．1

資料3 JF1 57 3．8

動かないエレベータ JF2 59 3，9

資料4 JF3 67 4．5

寮の長老 JF4 69 4．6

平 均 58．8 3．9

 各会話参加者が打つあいづちの回数は、前節で述べたターン中の発話数と

関連している。つまり、発話数が多い会話参加者は、聞き手として相手の話

を聞いているよりも話し手として話している方が多いので、あいづちの出現

数は少なくなることになる。表5－3の結果もそのようになっている。

 ところで、一般的な日本語母語話者の打つあいづち数と比べて、本結果は

どうであろうか。これまでの研究では次のような結果が報告されている。
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 まず水谷（1984）は・テレビ番組やラジオ番組の対談や身上相談の会話

に山てくるあいづちを分析している。それによると、これらの番組の会話参

加者8人のあいづち回数は、1分間に平均15回程度であるという。この調査

では会話参加者による個人差も大きく、最も多くあいづちを打つ参加者は1

分問に25．76回、最も少ない参加者はO．75回という結果が報告されている。

 また堀口（1998）でサントス（1993）の調査結果が紹介されているが、

それによると、日本人とフィリピン人上級日本語学習者との自由会話で日本

人が打ったあいづちは1分間に平均5．O回であったという。

 水谷（1984）の結果はかなり多いようにも見えるが、テレビやラジオ番

組であるため、必ずしも日常の会話と同じであるとは考えにくい。たとえば

ラジオの身上相談の番組は・互いに顔が見えないために、一つ一つの話をあ

いづちで確認しながら進んでいるような特徴があり、そのためにあいづちが

多くなっていることが考えられる。また先にも述べたように、この調査では

個人差が大きい。これは個人の話し方の違いにもよるが、この状況での立場

ということも、違いに影響していると思われる。たとえば、司会者は皆の話

にあいづちを打つ傾向があるとか、インタビューをする方は、される方より

もあいづちを多く打つだろうなどということである。

 サントス（1993）の結果は、日本語母語話者同士の会話ではないので、

簡単には比較できないが、本研究の結果と近い値が出ている。本研究でも日

本語母語話者と非母語話者との会話について分析しているので、あいづちに

ついては、’また次章で述べたい。

 あいづちは第2章でも述べたように、研究者によって定義に違いがあり、

また個人差もある可能性があるので、安易な比較はできないと考える。

5．2．3 視線行動

 第2章でも述べたが・これまで行われてきた研究によると、話者交替と視

線行動には密接な関連があると言われている。しかし、日本語の会話につい

ては・まだ詳しい研究報告はない。そこで本研究では、まず話者交替と視線
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行動の基本的な特徴について調査を行った。

5．2．3．1 ターンと視線行動

 ターンと視線行動の関係について、表5－4、表5－5のような結果が出た。

表5－4 ターン開始時における視線行動

資料名 会話参加者
ターン

@数

ターン開始時に

且閧ｩら視線を

ﾍずす（％）

ターン開始時に

且閧ﾉ視線を

?ｯる（％）

不明

  資料1
Cンターネット

JM1 63 50（79．4％） 13（21．1％）

JM2 62 45（72．6％） 17（27．4％）

 資料2
[夜のコンビニ

JM3 80 75（94．1％） 4（5．O％） 1

JM4 81 66（81，5％） 15（18．5％）

  資料3
ｮかないエレベータ

JF1 57 42（73，7％） 15（26．3％）

JF2 57 23（40．4％） 33（57．9％） 1

資料4

ｾの長老

JF3 80 61（76．3％） 19（23．8％）

JF4 79 62（78．5％） 16（20．3％） 1

平均 69．9 53（75．8％） 16．5（23．6％） 3

表5－5 ターン終了時における視線行動

資料名 会話参加者 ターン数

ターン終了時に

且閧ｩら視線を

ﾍずす（％）

ターン終了時に

@相手に視線を

?ｯている（％）

不明

  資料1

Cンターネット

JM1 63 12（19，4％） 51（80．9％）

JM2 62 17（27．4％） 45（72．6％）

  資料2

[夜のコンビニ

JM3 80 46（57．5％） 33（41．3％） 1

JM4 81 46（56．8％） 35（43．2％）

   資料3

ｮかないエレベータ

JF1 57 7（12．3％） 49（86．0％） 1

JF2 57 12（21．1％） 似（77．2％） 1

JF3 80 33（41．3％） 47（58．8％）
資料4
ｾの長老 JF4 79 22（27．8％） 56（70．9％） 1

平 均 69．9 24．4（35．0％） 45（64，4％） 4
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 まず表5－4を見ると、それまで聞き手として相手に視線を送っていた参加

者が、発言権を取り、ターンを開始する時点で視線を相手からはずすのは、

各会話参加者平均で75．8％である。これは一人の会話参加者が、聞き手とし

ては話し手に視線を送り、立場を交替して自分が話し手となるときには、か

なりの率で、それまで相手に向けていた視線をはずす傾向があることが分る。

 また表5－5にあるように、自分のターンを終了するときには、相手に視線

を向けることが多いことが分る。これは、いったん聞き手から視線をはずし

てターンを開始し、ターンが安定してくると聞き手に視線を向けるようにな

り、ターンを終了しようというときには聞き手に視線を送るということであ

る。これまで英語の会話が対象となっていた先行研究の結果が、日本語の会

話にもほぼあてはまるということが言える。

5．2．3．2 発話と視線行動

 次に、一人の話し手がターンを取っているときの視線行動はどうであろう

か（表5－6と表5－7）。

表5－6 発話開始時における視線行動

資料名
会話

Q加者

ターン

@数

ターン中

@の
ｭ話数

発話開始時に

且閧ｩら視線を

ﾍずす（％）

発話開始時に ≡  ≡

且閧ﾉ視線を 不明       一

?ｯる（％）

  資料1

Cンターネット

JM1 63 172 127（73．8％） 45（26．2％）

JM2 62 97 56（57．7％） 41（42．3％）

  資料2

[夜のコンビニ

JM3 80 117 107（91．5％） 9（7．7％） 1

JM4 81 188 156（83．O％） ．32（17．0％） 1

   資料3

ｮかないエレベータ

JF1 57 124 54（43．5％） 69（55．6％） 1

JF2 57 171 91（53，2％） 78（45．6％） 4

資料4

ｾの長老

JF3 80 173 133（76．9％） 40（23．1％）

JF4 79 168 104（61．9％） 62（36．9％） 2

平 均 69．9 151．3 103．5（68．4％） 47（31．1％）
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 これまでの研究では、一つのターンの中の区切りのところでは、いったん

聞き手から視線をはずすということが報告されている。表5－6によると発話

開始時にも、ターンの開始時と同じように、聞き手から視線を外す方が、視

線を外さないよりも多くなっていることが分る。

 また表5－7によると、発話終了時についても、ターン終了時と同じように、

聞き手に視線を送っていることが多い。

表5－7 発話終了時における視線行動

資料名
会話

Q加者

ターン

@数

ターン中

@の
ｭ話数

 発話終了時に

@相手に視線を

?ｯていない（％）

発話終了時に

且閧ﾉ視線を
ｯナている（％）

不明

JM！ 63 172 51（29．7％） 121（70．3％）
  資料1

Cンターネット JM2 62 97 28（28．9％） 69（71，1％）

JM3 80 117 78（66．7％） 49（41．9％）
  資料2

[夜のコンビニ JM4 81 188 110（58．5％） 78（41．5％）

JF1 57 124 33（26．6％） 90（72．6％） 1
   資料3

ｮかないエレベータ JF2 57 171 41（24．O％） 127（74，3％） 3

JF3 80 173 103（59．5％） 70（40．5％）
資料4

ｾの長老 JF4 79 168 68（4（）．5％） 99（58．9％） 1

平 均 69．9 151．3 64（42．3％） 87．9（58．1％）

 これらの結果から、ターンの中の発話の終りという区切りでは、話者交替

のときと同じように相手に視線を送り、そのまま発言権を維持して新たな発

話を始める場合には、いったん相手から視線を外すということが分る。

5．2．3．3 あいづちと視線行動

 さて、会話で聞き手として話し手の話を聞いているときには、話し手に視

線を送っていることが多いとされているが、あいづちの場合の視線行動はど

うだろうか。表5－8に示した。

  表5－8からは、聞き手があいづちを打つときに63．6％の割合で、話し手
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の方に視線が向けられていることが分る。池田ら（1996）の調査でも、あ

いづち時に話し手へ視線を向けている率が高いという結果が出ているが、本

研究でもそれが確かめられたと言える。

表5－8 あいづち時の視線行動

資料名

  資料1

インターネット

 資料2
深夜のコンビニ

  資料3
動かないエレベータ

資料4
寮の長老

平 均

会話

参加者

JM1

JM2

JM3

JM4

JF1

JF2

JF3

JF4

あいづち

 数

20

93

59

46

57

59

67

69

58．8

 あいづち時に

 話し手から
視線をはずす（％）

5 （25．O％）

28 （30．1％）

53 （89．9％）

25 （54．3％）

10 （17．5％）

14 （23．7％）

21 （31．3％）

10 （14．5％）

20．8 （35．4％）

 あいづち時に

 話し手に
視線を向ける（％）

12 （60．O％）

64 （68．8％）

6 （10．2％）

21 （45．7％）

46 （80．7％）

45 （76．3％）

46 （68．7％）

59 （85．5％）

37．4 （63．6％）

不明

3

！

1

 以上、割り込み発話と関連があると思われるターンや発話、またそれらと

視線行動の関係など、基本的な事柄についての結果と分析を述べた。

 次節より、日本語母語話者同士の会話に現れる割り込み発話について見て

いきたい。

5．3 日本語母語話者同士の会話に現れる割り込み発話につい

ての分析結果

5－3．1 割り込み発話の種類と出現数

 第3章でも考察したが、本研究では、日本語の会話に現れる割り込み発話

を・次の5つに分類する。1）早めの発話開始、2）ターン取りのための割り

込み発話、3）差しはさみ、4）働きかけの割り込み発話、5）ターンの重な

り、である。
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 4つの会話資料に現れた各割り込み発話の種類と出現数を、表5－9に示し

た。これによると、4つの資料に現れた割り込み発話は、総数が244で、1

分間に約4．1回割り込みが生じていることになる。

 割り込み発話の種類のうち最も多いのが、資料によって差はあるものの、

ターン取りのための割り込みである。次に多いのが早めの発話開始、そして

働きかけの割り込み、差しはさみと続く。ターンが重なったまま進むターン

の重なりは、やはりいずれの資料にもあまり出現しない。

表5－9 割り込み発話の種類と出現数

：ターン取り＝
割り込み 早めの 1

@   ＝のための
ｭ話開始1    一割り込み

差し
割り込み発話の種類

総数

1働きかけの1ターンの1
?   ：   1その他＊
♀р闕桙ﾝ ＝重なり ＝

資料1 9 13
一■1  4 I11  14

41 『：（9．8％） 一1（34．1％）

I                 ’

?              l
? l  一一1                 1

P（2．4％）1
F     1

O
インターネット C2．α遇 （31，7％）

資料2 22 l              1

F O  l
2

47
深夜のコンビニ 包6．㈱ ω．3％）

1

資料3 8
11  26

7

1             －

?             l

C                ’
G 2  11                 11                －

P（3．3％）1：               ll             l

2
60

動かないエレベータ （13．3％） Q1、跳） G．3％）

資料4 34 3 1

寮の長老
96

G5．4紗 （3．1％） （1，0％）

73 ■1  91 ．1 20 ■1  50
一                 1

P 5  1 5

総数 244
GO．α筍 （37．3％） （8．2％） （20．5％）

i

    ，
@   ，i2，O％）1
@   1

C．0％）

 ＊その他は、割り込みはあったが、発話の途中などに聞き取れない部分があって、割り

込み発話の種類の判定ができなかったものである。

5．3．2 会話参加者と割り込み発話の出現数

 会話参加者ごとの割り込みの状況について見てみたのが、表5－10である。

これによると、資料によって多少の差があるものの、それぞれの会話参加者

がだいたい半々ぐらいの割合で割り込みを行っている。これは個人の性格の

違いなどがあっても、基本的には同性の友人同士という間柄の会話であるこ

との現れであると思われる。
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 一方、出現する割り込み発話の種類について見てみると、会話参加者によっ

てだいぶばらつきがあることが分る。これは個人的な違いにもよるが、5．2

で述べたターンと発話ということとも関連すると思われる。長い話を披露し

た会話参加者と、それをどちらかというと聞き手となって聞いていた参加者

では、用いた割り込み発話にも差が出てくる。

 たとえば資料1では、JM1が発話数が多く長くターンを取っていた参加者

で、JM2の方は聞き手として合いの手を入れながら聞いていた参加者である。

用いた割り込み発話では、JM1はターン取りのための割り込み発話の比率が

高く、JM2は働きかけの割り込み発話が多くなっている。同じようなことが、

資料3にも言える。

表5－10 会話参加者と割り込み発話の出現数
「

l                   l

＜^ーン取＝
i

i

資料名
割り込 会話

の割り込
早めの発1りのため＝ 差し

み総数     ■Q加者＝ 話開始
l                l

撃ﾌ割り込1はさみ

1働きかけ1     ＝一    一ターンの：1の割り込1    1＝    ＝重なり ＝1み発話 1    ■l               l                l

その他

み発話
I

一＝み発話

Ii 18 5
JM！

コ： 4 l                l

P 2  1 1

．：幽．0％）
27．8％）

一133．3％） ■：22．脚
l                 l

?Q1．1％）： （5．6％）
O

資料1 4！

4 ＝ 7 ■1 0
1                  1
P 12  11                   1

JM2 ．；66．O％）
Q7．4％）

一1G0．4％） 」                   1

P62．2％）：
O 0

i

■ JM3 10 1  2   1
｡                   1

2
0，l GO．0％） ■l q8．醐

資料2
G7．0％） 1（7．4％）1．                  1

（7．4％）

47
11 20 11

JM4
I1 6 11 1 l                 1

P 2  1
Oi1組2．6％）

65．0％）
■l G0．0％） 11（5．0％） 1                  1

潟ｿO．0％）；
O

2
JF！

1                   』

P 9  1 1 2

資料3

11組0．O％）
（8．3％）

一1α6．7％） ■1（25，0） 1                   1

P37．5％）1
60

（4．2％） （8．3％）
1

JF2
6 一1 1

1                  －

P 6  ； 1

■160．O％）
α6．7％） 1161．1％） 一1（2．8％）

，：α6．7％）l1                  1

     1
i2．8％）：

0

JF3
，j 53 15 一1 20

l                 l

?15  1 2  ＝

一165，2％）
e8．3％）

■l G7．7％） 11（1．9％）
l                  l

?e8．3％）1
     一
i3．8％）j

O

資料4 96
20

JF4

l                  l
? 2  11                1 1

一；幽．8％）
Q6．5％）

11組1．9％） 一1（4．7％）
l                     l

戟i4．7％）1
0

（2．3％）
I

244 73 I： 91
l                l

P 50  ：    一T  r   一 5
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5．3．3 割り込み発話と視線行動

5．3．3．1 割り込み時における割り込む聞き手の視線行動

 次に、割り込み時の視線行動について見てみる。

 話し手がターンを取って話をしているとき、聞き手は話し手に視線を向け

ていることが多いとされている。聞き手はあいづちを打つ際にも、5．2－3．3

で見たように、話し手から視線を外すよりも、向けているほうが多かった。

 それでは、聞き手が話し手のターンの最中に割り込みをときには、どのよ

うな視線行動をとるのだろうか。表5－11は、聞き手が話し手のターンの間に

割り込みをしたときの視線行動をまとめたものである。

        表5－11 割り込み時の聞き手の視線行動

  割り込み時に

@割り込んだ聞き手が

bし手から視線をはずす

  割り込み時に

р闕桙�ｾ聞き手が

bし手に視線を向ける

計

早めの発話開始 57（78．1％） 16（21．9％） 73

ターン取りのための割り込み発話 61（67．O％） 30（33．O％） 91

差しはさみ 15（75．0％） 5（25，0％） 20

働きかけの割り込み発話 24（48．0％） 26（52．0％） 50

ターンの重なり 3（60．0％） 2（40．0％） 5

これをもとに、κ2検定をしてみると、次のような結果になった（表5－12）。

    表5－12 割り込み時の視線行動に関する検定の結果

早めの発話 ターン取りのため
差しはさみ

働きかけの ターンの

開始 の割り込み発話 割り込み発話 重なり

早めの発話 2．450 0，085 11．942 0．862
一

開始 （nS） （nS） （洲＊） （nS）

ターン取りのための 0．482 4．882 O．105
・ 一

割り込み発話 （nS） （＊） （nS）

4．221 0．446
差しはさみ 一 ・ 一

（＊） （nS）

働きかけの 0，262
一 i 一 一

割り込み発話 （nS）

ターンの
． 一 ・ 一 ’

重なり

＊＊＊p＜．O05、＊＊p＜．01、＊p＜．05、†p＜．10，ns有意差なし
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 表5－12によると、早めの発話開始と働きかけの割り込み発話の間で有意差

（p＜．O05）、またターン取りのための割り込み発話と働きかけの割り込み

発話の間、差しはさみと働きかけの割り込み発話の間でも有意差（P＜．05）

が見られた。つまり、働きかけの割り込み発話における視線行動は、早めの

発話開始、ターン取りのための割り込み発話、差しはさみの視線行動とは違

うということを表している。

 これは何を意味するのだろうか。聞き手が早めの発話開始をする際に、話

し手から視線をはずすのが78．1％、ターン取りのための割り込み発話では

67．O％、差しはさみで75．O％、3つの平均は73．4％である。これら3つの

割り込み発話は、言ってみればいずれも割り込んでターンを取ろうとするタ

イプのものである。通常の話者交替のときに、ターンを取ろうとしている方

が相手から視線をはずす比率が平均75．8％であったことを考えると、これら

3つの割り込み発話は、視線行動の面からも通常の話者交替と同じように、

割り込んでターンを取ろうとしている方が視線をはずしていることが分る。

 一方、働きかけの割り込み発話時に、働きかけている聞き手が話し手から

視線をはずすのは48．O％、視線を向けているのが52．O％であり、話し手に

視線を向けたまま割り込み発話をしている比率の方が高い。ここであいづち

を打つときの視線行動と比較してみよう（5．2．3．3）。あいづちを打つとき

に視線を話し手からはずすのが35．4％、視線を向けているのが63．6％であっ

た。働きかけの割り込み発話時とあいづち時の視線行動に差は見られなかっ

た（X2：1，663、有意差なし）ので、働きかけの割り込み発話時の視線行動

は、前述の早めの発話開始やターン取りのための割り込み発話、差しはさみ

のようにターンを取ろうとする視線行動ではなく、むしろ聞き手としての視

線行動に通ずるものであることが言える。

5．3．3．2 割り込み時における割り込まれる話し手の視線行動

 次に、割り込まれたときの、割り込まれた話し手の視線行動について見て

みることにする。まず例を挙げる。
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（1）（社会人入試の試験の内容についての話題）

 頭                  横ふり
 視  一…一一一一一一一…一一一 一一一一一一一一一一一一一一（横）一一’一一‘■一■■×’…一…’・一一一

→冊2                     ＃M161それと消防しょ法がどうなのか

 JF1．．理にかなってるとかあれだよね一↑（PLl）そそしたら1
 視  一…一一一一一一…一…一一一一一一…一一一一一一（横）一一一一一×一一一一一‘’’’．一… ‘’’‘’’．’“一’’’．一一一一’’’一

 頭
                        （資料3r動かないエレベータ」）

（1）では、JF1のターンの最中に「それと消防しょ法がどうなのかは」とター

ンを割り込ませている。割り込みをしたJF2の視線は、ターンを始める前に

話し手であるJF1から視線をはずしている。一方、割り込まれた方のJF1の

視線は、割り込まれる先行の発話の部分において、割り込もうとしている

JF2には視線を向けていないということが分る。これは恐らく「そそしたら」

からまだ発話を続けようとしていたことの現れかと思われる。

 しかしJF2が「それと．．」と割り込みをすると、その直後から割り込まれ

たJF1はJF2に視線を送っている。これは割り込まれた話し手であったJF1が、

発言権をJF2に譲り、聞き手となったことを表していると考えられる。

 このように、割り込まれた方の、割り込まれる先行の発話の部分と割り込

まれた直後の視線行動を調べてみたのが、表5－13から表5－16である。

またこれをもとにκ2検定をした結果が、表5－14である。

表ト14 割り込みの先行の発話における視線行動の検定結果

早めの発話

@開始

ターン取りのための

@割り込み発話
差しはさみ

働きかけの

р闕桙ﾝ発話

ターンの

dなり

早めの発話

@開始
一

0，682

inS）

0，681

inS）

0，174

inS）

O．862

inS）

ターン取りのための

@割り込み発話
一 ■

0，097

inS）

1，361

inS）

O．692

inS）

差しはさみ 一 ・ 一

1，167

inS）

O．839

inS） i

働きかけの

р闕桙ﾝ発話
一 一 一 ’

    一Z．197 1

inS）  1

ターンの

dなり
一 ． 一 ． ・

＊＊＊p＜．O05、＊＊p＜．01、＊p＜．05、†p＜．10，ns有意差なし

 これによると、割り込みの先行部分での、話し手の視線行動と割り込みの

種類に関連はないようである。この結果については、次節の各割り込み発話

の検討の部分で述べることにする。

 次に、割り込まれた話し手の、割り込まれた直後の視線についての結果は

表5－15のようになった。

表5－13割り込みの先行の発話における視線行動

  先行発話の

bし手が聞き手から

巨?�ﾍずしている

 先行発話の

bし手が聞き手に

巨?�?ｯている

不明 計

早めの発話開始 29（39．7％） 44（60．3％） 73

ターン取りのための割り込み発話 42（46．2％） 49（53．8％） 91

差しはさみ ！0（50．0％） ！0（50．O％） 20

働きかけの割り込み発話 18（36．0％） 32（64．0％） 50

ターンの重なり ！（20．0％） 3（60．0％） 1 5

表5－15 割り込み直後の話し手の発話における視線行動

割り込まれた直後に

bし手が聞き手から

巨?�ﾍずしている

割り込まれた直後に

bし手が聞き手に

巨?�?ｯている

不明 計

早めの発話開始 25（34．2％） 48（65．8％） 73

ターン取りのための割り込み発話 22（24．2％） 69（75．8％） 91

差しはさみ 10（50．0％） 10（50．0％）
20 1  ■

働きかけの割り込み発話 ！4（28．O％） 36（72．0％） 501

ターンの重なり O（O％） 5（100．O％）
  弓
T 1

またこれをもとにX2検定をした結果が、表5－16である。

96 97



表5－16 割り込み直後の話し手の発話における視線行動の検定結果

早めの発話 ターン取りのための 働きかけの ターンの

割り込み
差しはさみ

開始 割り込み 重なり

早めの発話 2．O09 1．659 O．534 2．520
‘

開始 （nS） （nS） （nS） （nS）

ターン取りのための 5．329 O．248 1．568

一 ’

割り込み発話
（ホ） （nS） （nS）

3．068 4．167
差しはさみ 一 一 ’

（↑） （＊）

働きかけの 1．878

一 一 ’ 一

割り込み発話 （nS）

ターンの
． ■ ‘ ・ 一

重なり

＊＊＊p＜．O05、＊＊p＜．01、＊p＜．05、†p＜．10，ns有意差なし

 表5－16によると、割り込まれた後の、割り込まれた話し手の視線行動につ

いて、ターン取りのための割り込み発話と差しはさみの間で有意差（p＜．

05）、働きかけの割り込み発話と差しはさみの間で有意傾向（p＜．10）、

ターンの重なりと差しはさみの間で有意差（p＜．05）があることが分る。

 聞き手による差しはさみがあった直後に、現在の話し手が聞き手を見てい

ないのが50％（20例中10例）で、他の割り込み発話では話し手が割り込ん

だ聞き手を見ていることの方が多いのとは対照的である。特にターン取りの

ための割り込み発話では75．8％の割合で、それまで話し手だった参加者が割

り込んだ相手に視線を送っていることになるのだが、これは話し手からの視

線が得られて、聞き手がターンを取って新しい話し手として認知されたこと

の現れであると思われる。逆に差しはさみは、割り込みが失敗してあきらめ

たものであるが、それは話し手からの視線が得られずに、新しい話し手とし

て認知されなかったためであると思われる。

 これらの結果については、また各割り込み発話の機能と特徴のところでも

再び検討していく。

 以上のことをまとめると、各割り込み発話を視線行動との関連から見て、

割り込んだ聞き手の視線行動は、早めの発話開始、ターン取りのための割り
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込み発話、差しはさみについては、話し手となるための視線行動を伴うこと

が多いのに対して、働きかけの割り込み発話では聞き手としての視線行動を

とっていることが分った。一方、割り込まれた方の視線行動に注目すると、

客1」り込みが成功せずにあきらめた差しはさみでは、割り込まれた話し手が割

り込んだ側に視線を送っていないことが多かった。一方、成功したターン取

りのための割り込み発話では、割り込まれた話し手が割り込んだ相手に視線

を送っており、割り込んだ相手を新しい話し手として認知していることが観

察された。

5．3．4 各割り込み発話の特徴や機能

 本節では各割り込み発話について、特徴や機能などの分析結果を述べる。

5．3．4．1 早めの発話開始

 早めの発話開始は、話し手のターンが完了する直前に発話が割り込まれて、

話者交替が行われるものである。ターンの終りの方に、倒置や付け加えのこ

とばがあったり、または、ターンの完了が予測できるような場合に起こる。

4つの会話資料では、73例の早めの発話開始が観察されたが、その多くは、

ターンの完了を見越して発話を開始させるタイプのものであった。したがっ

て先行のターンも完了し、早めではあるが、話者が通常の話者交替と同じよ

うに交替して次のターンが始まるという形をとっている。

 視線行動の面については、次のようなことが観察される。まず先にも述べ

たように、割り込んで早めに発話を開始させようとする参加者は、視線を相

手からはずすことが多い（78．1％）。また先行のターンの終了時の視線行動

について、先行のターンの話し手が、割り込もうとする聞き手に視線を送っ

ている率が60．3％であった。この様子を例（2）で見てみる。
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（2） （寮でし）ろいろ規則や仕事があって面倒だという話）

 頭                           両手でほおづえ

 視   一…一一一一一…一一一一一 一一一一一一一一一一一一（斜め）一一一一一一一一

→冊3                           ＃F501えっそんなに何／

 JP4 ．．、．．．そういうのに〃振り回されるくらいなら一人暮らしした方が1〃いい

 ネ見     一一一一一一一一一一一一一一一一一一×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

 頭

頭

視

正3

∫F4

視

頭

一一一一一一一
~一一’・・一．・・一一・・一一一一一一一一’’一一〇一一一’’一一‘一一・・’・… 一’・・’・・… ．一一一一■・・．

わい雑なの↑その／いろいろ1／いろ、寮の仕事とか

       ＃H501何かね一／〃一年生に教え込もうとする内容が／＿＿．

一一一一一一… i斜め上）一一一一一一一一一（斜め横）一一一一一一一一一一一一一

（資料4「寮の長老」）

 （2）の例では、JF4のターン「．．くらいなら一人暮らしした方がいい」の

最後の部分に、JF3がターン完了とみなして早めに自分のターン「えっそん

なに．．．」を開始している。このときの視線行動について、JF3は「えっそん

なに．．」を始めるところでは視線をJF4からはずしている。また、JF4はター

ンの途中からJF3に視線を向け、ターンの終了時にもJF3に視線を向けてい

る。このように早めの発話開始での視線行動は、先行のターン終了時の視線

についても、また先行のターンに割り込んで早めに始まるターンの開始時の

視線についても、通常の話者交替の視線行動に通ずるものがあると言える。

 さて次に、この早めの発話開始の機能ということについて考えてみる。ター

ン自体やターン前後の視線行動の点では、今も述べたように、普通の話者交

替と変わらないと考えられる。機能という点でも、普通の話者交替とそれほ

ど大きい差はないようにも思われる。しかし早めの発話開始の逆の現象とし

て、ターンのあとに長い沈黙があって、次のターンがようやく発せられたと

きのことを考えてみると、明らかになる。ターンのあとの沈黙は、現在のト

ピックがもうそれ以上展開のしようがないこと、あるいは会話参加者があま

りそのトピックに関心を示していないことなどを表す。となると、早めの発

話開始は、反対に、早めに発話を開始するほど積極的に会話に参加しようと
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している現れであると思われる。したがって、早めの発話開始の機能として

は、会話参加者が現在のトピックヘ強い関心を持っていること、会話を展開

させようとしていることなど、会話への積極的な関与の表示ということを挙

げることができる。

5．3．4．2 ターン取りのための割り込み発話

 ターン取りのための割り込み発話は、話し手のターンの最中に聞き手だっ

た会話参加者が割り込みをして、先行のターンを中断、あるいは継続できな

くしてしまい、自分がターンを取ってしまうものである。ここで取り上げた

割り込み発話の中では、最も「割り込み発話」らしいものであり、場合よっ

ては権力や自己顕示の現れと考えられるものでもある。

 今回取り上げた4つの資料中には91例あり、全体の37．3％で、各割り込

み発話のうちでは最も出現数が多いものであった。

 次に割り込み時の視線行動について述べる。例（3）を見てみよう。

（3） （コンビニの万引きの話題）

 頭                           。
 視   一一一一一一一一一一一一一一一（斜め下）一一一一一一一一一一一一一一一

 JM3                        1うん
 JM4  K31＝う一ん、まあね〃でもそれ売れる訳でもないでしょ↑1〃へえ一一〃

 視   一一一一一一一一一一（斜め下）一一一一一一一一’一一一一一■’‘一一

 頭       ○

 頭

視   一一一一一×一一一一一一一一一一一一一一一一（斜め下）一一一一一一一一一一一一一一一一一

→JM3                 ＃S301深夜はあんまり関係ないけどね一1／

JM4  そうだな、万引きとか言って〃結構〃う一ん1あれ            1うん

 視   （斜め前）一一0一一一’’一一一一’一■一一× 一一．一一一00’’’’’“……．’’一’’…’’

 頭   鼻に手                  ほおづえ

                       （資料2「深夜のコンビニ」）

 例（3）でJM4のrう一んまあね．．．．．．万引きとか言って結構う一んあれ」

のターンにJM3がr深夜は．．．」と発話を割り込ませて、ターンを取ってしま

う。ここでの視線行動は、割り込み時にJM3はそれまで相手に向けていた視
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線をはずして、ターンを始めていることが観察でき乱このようにして・ター

ン取りのための割り込み発話91例を分析すると、割り込み時に、割り込もう

とする会話参加者が現在の話し手から視線をはずすのが67－O％（61例）、

視線を向けているのが33．O％（30例）であった。これは通常の話者交替の

視線行動と同様の視線行動であると言うことができる。

 ところで、割り込まれたときの、先行のターンの話し手の視線はどうなっ

ているだろうか。例（3）では、JM4の割り込まれる直前の視線は、割り込

んだJM3を見ていないが、資料の91例中では、割り込まれたときに先行のター

ンの話し手が、割り込んだ聞き手の方を見ていなかったのが46．2％（42例）、

視線を向けていたのが53．8％（49例）であった。普通の話者交替でターン

終了時の視線行動は、ターンを終えようとしている話し手が相手を見ている

率が64．4％であるから、割り込まれたときの話し手の視線行動とあまり変わ

らないようである（κ2＝1，957、有意差なし）。

 ではそれは、話し手が聞き手に視線を向けているときの方が、ターンを取

られやすいということを意味するのであろうか。差しはさみと比較してみよ

う。差しはさみは、ターン取りのための割り込み発話と同様、先行のターン

に聞き手だった会話参加者が途中で割り込むが、ターンが譲られることがな

いまま、割り込んだ聞き手があきらめるものである。言ってみればターン取

りのための割り込み発話は、割り込みに成功したもの、差しはさみは割り込

みに失敗したものと言うことができる。このときの先行のターンの話し手の

視線行動を見てみたところ、次のような結果になった。差しはさまれた話し

手の視線について、差しはさみをした聞き手を見ていなかったのが50－O％

 （20例中10例）、視線を向けていたのが50．O％（20例中10例）であった。

 この結果を、ターン取りのための割り込み発話における先行のターンの話

し手の視線行動と比べてみたが、有意差はなかった（κ2＝O－097、有意差な

し）。これまでの研究では、話し手が自分のターンを守りたいときには相手

を見ないようにして、特に言いよどみながら話すときや、考えながら話すと

きには聞き手をあまり見ないということが言われてきたが、今回のこの結果
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からは、そのことを裏付けることはできなかった。全体の凝視量や、声の大

きさなどといったことも関わってくることが考えられる。

 しかし割り込み後の話し手の視線行動を見てみると、また別の局面が浮か

び上がってきた。表5－15によると、聞き手がターン取りのための割り込み発

話を行った直後の、話し手の視線行動を調べてみると、聞き手を見ているこ

とが多かった（75．8％）。一方、割り込みの失敗例と考えられる差しはさみ

では、割り込んだ聞き手を現在の話し手が見ている比率は50．O％で、ターン

取りのための割り込み発話の際よりも少ないことが分る（κ2＝5，329，p＜．

05）。これは、相手からの視線が得られることで、発言権を取ってターンを

始めることができ、逆に、相手からの視線が得られなければ、途中割り込ん

でもそのままターンを続けることはできないということを意味している。

 次に、ターン取りのための割り込み発話の機能ということについて考えて

みたい。3．4．3．2でも述べたように、ターン取りのための割り込み発話には、

現在の話し手のターンを中断して割り込んだ方がターンを取ってしまうとい

う、話し手のターンの妨害という作用がある。例（3）は、JM4が「万引き

とか言って、結構う一ん、あれ」とその後を続けようとしたものの、JM3の

「深夜はあんまり関係ないけどね」という割り込みのために、断念している。

しかもそれまでは万引きされやすい物について話していたのに、 r深夜は．．」

でその流れも切られてしまっている。

 しかし、ターン取りのための割り込み発話が、話し手のターンに割り込ん

でターンを中断したりそれ以上継続できなくしてしまっているからと言って、

必ずしも否定的な性格を持っているわけではない。TRPではないところで割

り込んでも、話し手のターンのトピックをそのまま継続して展開しているも

のもあるし、話し手に対して情報を提供したり求めたり、訂正したり確認し

たり、といった話し手のターンヘの支援といった側面もある。また協働して

一つのターンを作り上げることもある。

 そこで、ターン取りのための割り込み発話の機能の例を挙げた上で、出現

数を表5－17に示す。
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◇ターン取りのための割り込み発話の機能

！）話し手のターンの妨害

（4） （3と同じ例、コンビニの万引きの話）

  JM3                     1うん
  JM4  K31＝う一ん、まあね〃でもそれ売れる訳でもないでしょ↑1”／へえ一一”

 →JM3                 ＃S301深夜はあんまり関係ないけどね一1／

  JM4  そうだな、万引きとか言って〃結構ノ〃う一ん1あれ             1うん

                             （資料2「深夜のコンビニ」）

2）話し手のターンの継続
（5） （ペピースター麺というラーメン菓子の話題）

  JM3                ＃1そう ＃S771そう今70円の新しい包装の

  JM4  K78＝えリバイバル版で古いやつ↑1〃古い一袋の1やつ↑

  JM3  やつ出てるんだけど〃もう昔のまんま／記憶通りだった1〃 値段もそのままで1こんど

 →JM4                     1（笑い）そう ＃K791ベビー

JM3  食べなきゃ
JM4  スター麺っておいしかったですよね↑あれ（P1・2）あれがあの何だっけ／あれの

                           （資料2「深夜のコンビニ」）

  （5）では、JM3がリバイバル版で昔と同じベビースター麺が発売になっ

て、そのベビースター麺の話をしているターンに、JM4が割り込んでいる。

しかし内容はベビースター麺がおいしかったという話で、JM3のターンの内

容をそのまま継続し、展開したものとなっている。

3）話し手のターンヘの支援

3－1）情報の要求や提供
（6） （イスラエルの首相暗殺のニュースをいち早くインターネットで知ったという話題）

  JM1  ワズ、キルドだったかな何かそんなような〃／1暗殺されたとかって

  JM2                 ふ一ん1そ？

 JM1 書いて1あって               K㎎1そうそう出とる〃で・あっ

→JM2  ＃M281そんな新聞みたい、じょう、そういう情報も出1てる

                            （資料1「インターネット」）
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  （6）では、JM1のターンにJM2が割り込んで、JM1はそれ以上発話を続

けていない。しかしJM2が割り込んだ発話の内容は、JM1の話の内容に沿っ

た質問で、妨害ということではないと考えられる。むしろ、JM1の話に積極

的に関与しようとしたものである。

3－2）話の盛り上げ

（7） （寮の集会での座り方の話題）

JF3

JF4

→JF3

 JF4

JF3

JF4

とかっ1て言ってしまいそうだよね              F14＝あ一＝

＃H141うんそうそうそうそう何かいつもと違って小さ一い声で話すとかさ一＝

     iそっか    ＃F151家ん中であぐらかいとるけどね1（笑い）

日15＝うん1／あの辺見てくとおもし1ろいけど          1（笑い）

パジャマ著ながら1パジャマ？？だから            ！う一ん

    ＃H161そうそうそうそう何か一応何か礼一儀とかなんか1／知らない人だ

                         （資料4「寮の長老」）

  （7）では、男女一緒の寮の集会で新入生の女の子たちはおとなしく正座

している、という話をしているが、ここでJF3がJF4のターンに割り込んで、

「家の中であぐらかいとる」と言っている。これはJF4の話を盛り上げよう

とする機能がある割り込みである。

 話し手のターンヘの支援は、これらの他に、訂正や確認の割り込み、調子

合わせなどがある。

4）話し手と協働

（8） （社会人入試の英語の試験内容についての話題）

  JF2 ．、どうかな〃準1級ちょっといろいろなジャンル（p1．0）いろいろになることあるから

  JP1

→JP2      ＃M461うん〃／狭いんじゃないかな↓

 JF1  N46それよりは1幅が
（資料2「動かないエレベータ」）

  （8）は、JF1が「それよりは（試験の内容のジャンルの）幅が」と言って

いるところにJF2が割り込んでr狭いんじやないかな」とターンを取ってい

る。これはJF2のターンをJF1が妨害したというより、JF1のターンをJF2が
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完成した、と言ったほうがふさわしい。二人の会話参加者が協働して一つの

ターンを作り上げている。

 このように夕一ン取りのための割り込み発話には、大きく分けると、1）

話し手へのターンの妨害、2）話し手のターンの継続、3）話し手のターンヘ

の支援、4）話し手と協働、の4つの機能に分けられる。そこで、ターン取

りのための割り込み発話をこの機能別に分析してみると、表5－17のような結

果になった。

表5－17 ターン取りのための割り込み発話の機能と出現数

機  能

話し手のターンの妨害 15（16．5％）

話し手のターンの継続 36（39．6％）

話し手のターンヘの支援 32（35．2％）

’話し手と協働 7（7．7％）

不明 1（1．1％）

合計 91

 これを見てみると、ターン取りのための割り込み発話の中でも、話し手の

ターンを中断し、トピックの関連もないような割り込みは全体の16．5％でさ

ほど多いとは言えない。残りは話し手のターンに対して、何らかの形で支持

作業をしているタイプの割り込みである。これらのものは、話し手のターン

を妨害するのではなく、話し手の話題に積極的に関与しようとする現れであ

ると考えられる。

 したがってターン取りのための割り込み発話は、会話の中では、機能の点

で必ずしも話し手のターンを妨害するものではなく、会話を会話参加者が協

力して作り上げ盛り上げていこうとするために、積極的な作用を及ぼしてい

るということが言える。
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5．3．4．3 差しはさみ

 差しはさみは、話し手のターンの最中に発話を割り込ませるが、あきらめ

て途中で発話をやめるものである。

 差しはさみ時の視線行動について、5．3．3で述べた一般的な視線行動、ま

た前節で述べたターン取りのための割り込み発話との比較に、もう一つ加え

ておきたい。差しはさみ時の視線行動は、先にも述べたように、75．O％（全

20例のうち15例）が差しはさみ時に話し手から視線をはずし、25．O％（5

例）が話し手に視線を向けている。差しはさんだ際には、普通の話者交替の

ときの視線行動と同様に相手から視線をはずしていることが多いわけである

が、あきらめて発話をやめた際の視線行動を見てみると、ちょうど視線をは

ずした15例のうちの8例（53．3％）が視線をすぐに話し手に戻している。例

（9）でこの様子を見てみる。

（9） （大学での単位の取り方についての話題）

 頭
 視   一一一一一一一一一一一一一一……一一一一一一（斜め）一一×一一一一一一一一一（斜め上）一一一一一

→JF3             ＃1へ一句か            ＃F321えっ何か

 JF4  うん／何か厳しかったと思っ1だけど、どこそこの単位取れてないと次に1行けない

 視   一一×一一…一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一一一×一一一一一一一一一一一一…一一一一

 頭     ○。                   指で指す動作

頭

視    一一×一一一一一一一一一一一一一一一

J円   順番とかがあるわけ↑＝

JF4  とか      H33＝うん
ネ見     一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一

頭            ○。。
（資料4「寮の長老」）

 例（9）でJF3が「へ一句か」とJF4のターンに割り込もうとするが、すぐ

にいったんあきらめている。このとき、 rへ一句か」と発話を始めたときに

は視線をJF4からはずしているが、それ以上発話を続けるのをやめると、視

線をJF4に戻している。これは割り込んで話し手になろうとしたが断念して、

聞き手に戻っていることを表している。次にまたrえっ何か順番とかが．．」
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と割り込んでいるときには、JF4から視線はずしているので、そのときは聞

き手から話し手へ替わろうとする視線行動であると思われる。

 また5．3．3．2でも述べたように、割り込まれた方の視線行動について、差

しはさみでは、割り込まれた話し手が聞き手に視線を送らない比率が他の割

り込み発話より多いことが分った。例（9）でも話し手であるJF4は、JF3が

「へ一句か」と差しはさんだ後に、JF3から視線をはずしてしまっている。

そのためにJF3はそれ以上発話を続けないで、やめていると思われるのであ

る。

 次に差しはさみの機能はどうかということだが、差しはさみは割り込みを

途中であきらめて発話を中断してしまっているので、機能の判定は難しい。

ただ、ターン取りのための割り込み発話や、場合によっては次に述べる働き

かけの割り込み発話の失敗ということになると思われるので、機能もそれら

の機能に準ずることになろう。つまり差しはさみには、割り込んだ聞き手が

話し手のターンの妨害、あるいは話し手のターンヘの支持を行おうとして、

それがかなわなかったという性格があるということになる。

5．3．4．4 働きかけの割り込み発話

 働きかけの割り込み発話は、現在の話し手のターンに聞き手が割り込むが、

話し手のターンはそのまま続き、聞き手の割り込みも完了し、さらにその割

り込み発話が現在の話し手のターンに何らかの働きかけをしているもののこ

とを言う。

 今回分析した資料中には、244例中50例（20．5％）の働きかけの割り込み

発話が観察された。

 また視線行動との関連では、5．3．3でも述べたが、働きかけの割り込み発

話をする際に、割り込もうとしている聞き手が話し手に視線を向けているの

が52．O％、視線をはずしているのが48．O％であった。他の早めの発話開始、

ターン取りのための割り込み発話、差しはさみなどの視線行動が、通常の話

者交替のときの視線行動と同様のものであるgに対して、働きかけの割り込

                 108

み発話の視線行動は、どちらかと言うとあいづちのときの視線行動と似たも

のであるということが分った。この様子を例（10）で見てみることにする。

（／0）

 頭

 視
 JP3

 JF4

 視

 頭

頭

視

→JF3

JF4

視

頭

頭

視

JF3

JP4

視

頭

（大学の寮費の話題）

一一一一一一一 ~一一一一一一一一（斜め）一一一一一一一×一一一一…一…一一…

     F側二あ一そうなん1だ
上がってるのが＝    ＃H仏1うん〃よく分るから／だから何か寮も〃もっと

×一……一一一一…一一一一一一一一（斜め）一一一一一一一一一一×一一一一…一一一一

            ○。。。       ほおづえ

     こぶしを上げる様子

                 一一一一一一一一（斜め）一一一

    ＃1（笑い）安くしろつ       ＃F451でも寮は

安く暮らせる1所じゃなきゃいけないとかいう話に（笑い）1うん

○。。   ○。

○。。。

×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一

高くないんでしょ↑＝                    1うん

     H45＝寮一は、うん光熱費〃とかぐらいで済むから口1ひと月

一一一一一一一一一…一……一一一一 i斜め）一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

（資料4「寮の長老」）

 （10）でJF4が、国立大学の学費が自分たちの入学の前ぐらいからいきな

り上がっているので、せめて大学寮は安く暮らせるべきだという話をしてい

る。そこでJF3がJF4のターンの「安く暮らせる所」という部分で「安くし

ろつ」と発話を割り込ませている。しかしこの発話はその後のJF4のターン

を中断したりすることはなく、JF3もそれ以上発話を続けたりすることもな

い。これは、JF4の「寮が安く暮らせる所じゃなきゃ」という話を支持し、

さらにこぶしを上げる身振りとともに「安くしろつ」という発話を割り込ま

せることで、この話題を盛り上げていることが分る。

 このときの視線行動を見てみると、JF3はJF4に視線を向けながら話を聞

いているが、 「安くしろつ」のときもJF4に視線を向けたままである。その

あとJF3が、 「でも寮は高くないんでしょう↑」と自分のターンを取って話
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し始めるときに視線をJF4からはずしているのとは対照的である。これは

「安くしろつ」が、ターンを取るつもりで割り込まれたのではないこと、つ

まり聞き手の立場のままで割り込まれたことの現れであると考えられる。

 このように、働きかけの割り込み発話は、聞き手としての立場のまま発話

されているが、単なるあいづちと違って実質的な働きかけがなされるために、

割り込まれた側の話し手もその働きかけに対してターンの中で応答すること

がよく見られる。例（11）でその様子を見る。

（11） （大学の社会人入試の話題）

 頭                   横ふり
 視一一×一（斜め）一一一一一一一一一一一一一一一一（横）一一一×一一一一一一一（横）一

JP2

→JF1

 視

頭

頭

視

JF2

JP1

視

頭

は一は一   は一は一       M27＝その人ねノ1〃今年一しし、鰍

．．

?骼墲ﾘある種の自信はなくなっているんだわ二   ＃1どんな勉強した↑（笑い）

                    体を前にのりだす

                          ○
×一一（下）一一一一一一一一一一一一一一×一一一．一一一．…一’一一一一’…一．’’一

 撫（笑い）あのね一だ一ノ試験は去年／と今年変わってなければ

 ＃1でも何か（笑い）？？？

一一一一一
i下）一一一一一一×一一一一一一一一一一一 一一一一一一‘’一一一‘…．‘一一一一

   顔を覆う
                    （資料3「動かないエレベータ」）

 （11）は、JF1が、友人が大学の社会人入試を受けようとしていて、同じ

大学を社会人入試で入ったJF2に試験内容を聞こうとしている会話の」部分

である。ここでJF2がその質問に答えようとして「その人ね、今年＿」と話

し始めたところで、JF1が「どんな勉強した↑」と働きかけの発話を割り込

ませる。そこでJF2は即座に「私何もしなかった」と答えをターンに入れ込

んでいる。 「その人ね、今年、しし、私何もしなかった」という一見訳の分

らない発話になってしまっているが、それはJF1の働きかけに応答したから

である。このように、働きかけの割り込み発話には、話し手の交替がないま

ま、聞き手から話し手へ実質的な働きかけがなされ、それがあいづちとの違

いともなっているのである。
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 では次に、この働きかけの割り込み発話の機能について述べていく。

3．4．3．4でも分類したように、まず働きかけの割り込み発話は、話し手の交

替には影響しないで、話し手に情報を求めたり提供したりするもの、訂正や

確認をするもの、話し干のターンを盛り上げたり進行を助けたりするもの、

そして協働して一つのターンを作るものがある。それぞれの例を挙げた上で、

機能別出現数を表5－18に示す。

◇働きかけの割り込み発話の種類と例

（→は、働きかけの割り込み発話、W部分は、それに対する応答を表す）

1）情報の要求や提供

（12） （昔、駄菓子屋で売っていたラメックというラーメン菓子の話題）

 JM3             1うん
 JM4  こんぐらいじゃないですか↓1〃でラメックはこんぐらいなんですよ

 →JM3    ＃1ちっちゃいの↑

 JM4  もっと1小さい／払、それで〃それをね一あの一ノそれがね一10円だったかな一

                          （資料2「深夜のコンビニ」）

（！3） （コンビニの事務所に入るドアについての話題）

 JM3 ＿、やっ二 S40＝ほいであの一（笑い）やくざやさんのさ一／車の窓に貼ってある

 JM4  K41＝うん＝

JM3  ような1（笑い）ああいうi” あつあつ、           ’＝

→JM4     1（笑い）   ＃1マジックミラーってやつですね↑／うん K42二あすこ．．．

                         （資料2「深夜のコンビニ」）

 （12）は情報の要求、 （13）は情報の提供の例である。どちらの例でも、

働きかけの割り込みがなされるとすぐに、話し手の方がrうん」とかrそう」

と働きかけに対して応答していることも観察できる。

2）同意の要求や提供

（14） （来年、もう自分の生まれ年になってしまう話）

 →∫F3       ＃1でしょ一↑（笑い）     F741そうそうそう／そうなんだよ

 JP4  H73来年もう1そんな年なんだ（P1．8）？？え一っ1〃／あっそっか一

                            （資料4「寮の長老」）
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（15）

 JF3

 冊4

→∫F3

 JF4

（大学寮の食堂での座り方の話題）

          ＃F211ああそれは一緒なん1や
 H21う一ん何か／食事、食堂が1     ＃H221うん〃でもあれば椅子だ／から

            ＃1う一んそうかもしれない
 あんまり座り方とか関係ない1から／滅何か〃／夜／何かで〃何かのノ会議みたいなのが／

                          （資料4「寮の長老」）

 （14）ではJF3が来年年女になるという話をして、それを受けてJF4が

「来年もうそんな．．」と言っているところに、 「でしょ一↑」と割り込んだ

部分である。ここでJF3はJF4に同意を求めている。また（15）は、JF4の

「座り方とか関係ない」という発言に「そうかもしれない」と同意をしてい

る例である。

3）訂正や確認
（16） （テレビ局の略称についての話題）

 JM1                ＃1ブロードキャストカンパニー

 JM2   M48富山ブロードキャスティング1／〃カンパニーとか〃福井やったらF B C

                            （資料1「インターネット」）

 （16）の例は、JM2が「ブロードキャスティング」と誤った名称を言った

ところで、JM1が「ブロードキャストカンパニー」と訂正の割り込みをした

ものである。

4）感想や補足などのコメント

（17） （身障者の人の進学の話題）

  JF2                        そう
  正I  N20あでももともとほら中学校高校でもほら〃あの一別個に〃養護学校にしないで

 →JP2           ＃1いつから一↑って言ってもねうん

  ∫P1  普通学級にしようってい1う要望が強い〃から〃大学はもともと当然受け入れるべき

                        （資料3「動かないエレベータ」）

（17）は、JF1が身障者の人も普通学級で学ぼうという要望が強いという
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話をしているところで、JF2がrいつから一って言ってもね」とコメントを

割り込ませている例である。

5）話の盛り上げや調子合わせ

（18） （大学寮の和室で行われる集会で、行儀よく座るか座らないかの話題）

 一・JF3    1うん                 ＃1かもしれない1（笑い）

  JF4 ああiいう座り方できるのも自分が学年が上だからかな一1とか／／／1減

  JP3         F13＝そっか1年生一に（P1．9）しろって言われてもいやいいです

 JP4  いうのもあるけど／うん＝         ＃うん何か

                              （資料4「寮の長老」）

  （18）では、JF4が「寮、の集会で自分は行儀よく座らないが、それは学年

が上だからか」と言っている部分に、JF3が「かもしれない」と割り込みを

している。これはJF4の発話に対して、調子を合わせるような機能を持ち、

それがJF4のターンの支持作業につながっている。また、JF3の「かもしれ

ない」に対して、JF4はrう一ん」と応答している。

6）先取りや先取り唱和

（19） （大学寮の和室で行われる集会で、行儀よく座るか座らないかの話題）

 →JF3        1あっ        1うん  ＃1ひゃ一って感じで、うん

 JF4  ＿追いコンとか1／慣れてくるへんになると」けっこう〃1リラックスして、払

                              （資料4「寮の長老」）

（20） （大学寮の和室で行われる集会で、行儀よく座るか座らないかの話題）

 JP3      1うん                   1あぐらかく（笑い）

 JF4  だけど一1〃そういう時あたし長いスカートだったら一あぐら1かいたりして（笑い）

 →JF3                1うん   ＃jそう分んない

 JF4  っていうか長いスカートだと一1〃即座に形が1ノ分んない〃けどあと何か（p1．3）

                              （資料4「寮の長老」）

 （19）は、JF4の「慣れてくるとけっこう」のあとにくる内容を、JF3が

先取りしてrひや一って感じで」と割り込んでいる例である。また（20）も
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（19）と同じように、先取りして割り込んだことが現在の話し手であるJF4

の発したことばと同じで、唱和している例である。

 働きかけの割り込み発話の例には、他に独り言的な発話や、話し手が言い

よどんでいるときの促しなどもある。

 今回見た50例を機能別に分類すると、次のような結果になった（表5－18）。

表5－18 働きかけの割り込み発話の各機能と出現数

働きかけの割り込み発話の機能

情報の要求や提供 12（24％）

同意の要求や提供 4（8％）

訂正や確認 1（2％）

感想や補足などのコメント 13（26％）

話の盛り上げや調子合わせ 6（12％）

先取りや先取り唱和 11（22％）

その他 3（6％）

合計 50

 これを見ると、主に情報の要求や提供、感想などのコメント、先取りや先

取り唱和などの働きかけの発話を、聞き手が話し手のターンに割り込ませて

いることが分る。働きかけの発話の内容について、感想などのコメントが、

たとえば「うるさいな」とか「それ以上その話をするな」といった、話し手

のターンの内容に否定的なものであることも理論的には考えられるが、今回

の資料のような友好的な雑談に現れたのは、すべて話し手のターンに対する

支持的な内容のものであった。

 またターンの中で、割り込まれた働きかけに現在の話し手がすぐに応答し

ているものも多く観察された。これは聞き手が割り込ませた働きかけが、現

在の話し手に働きかけとして認知されていることの現れでもあると考えられ

る。
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5．3．4－5 ターンの重なり

 ターンの重なりというのは、聞き手が話し手のターンに割り込みをするが、

そのまま話し手のターンも継続し、聞き手の割り込みも続き、二つのタ＿ン

が同時に進行するものをさす。第2章、3章でも述べたように、話者交替シ

ステムの中で、二つのターンが同時に進むことはあまりないことであり、実

際に今回見た資料の中でも、ターンの重なりが生じたのは5例だけである。

 しかしこのターンの重なりは、二つのターンが独立して進行するのではな

く、話し手と聞き手が互いの発話を補完し合い、応答し合いながら進んでい

くという様相を呈している。例で見てみよう。

（21） （文系と理系の学部の単位の取り方の違いについての話題）

頭

視

JF3

JF4

視

頭

 頭

 視

JF3

→JF4

視

頭

頭

視

JF3

JF4

視

頭

 。。。            ○ ○ ○ ○顔をかく

■1■ ~一一一一一一一一一一一一（斜め）一一一一一一一一一＿＿

〃／そっか一 @        ＃F351ないないないない（笑い）みんな勝手に

なのかな↑〃うん〃人文だとそういうの／iないもんねノノう一ん

’‘’．’一’一一…’…‘一｝’’’’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 i下）一一一一一一一一×＿一．．一一．

     ◎。              笑って突っ伏す

       ○。           手振り
■一’一■一一一一 ~一一一（斜め）一一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（笑い1．1）1何度億、何度ノだめで2度失敗したからこっち一とか／ありえるよね

 ＃H351どれか選んでこれとこれとって感じだから／籔、で
一一一一一一 i斜め）一一一一一X＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一＿ ．＿＿．．＿＿＿＿＿＿＿＿

  ○。   指で選ぶ動作

 ○。

×一一一一一…一一…一一（斜め）一一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

        F36二そうだよ1ね一そっか、そのうち、そのところから
工学部男の子多いからさ一＝    1う一ん

               ○○○○
                       （資料4「寮の長老」）

 この例（21）は第3章でも取り上げたものだが、理系と違って人文系では

単位を段階的に取っていく必要はないという話をJF4がしている場面である。

JF3がJF4の発話にまず唱和するようにrないないないない」を割り込ませ、

「みんな勝手に」のあとにJF4がrどれか選んでこれとこれと．．．」と割り込
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み発話をしている。そのあとJF3とJF4は互いに「そう」や「う一んそうそ

う」とあいづちも入れ込み、互いの発話内容を支持する発話を割り込ませな

がら、揮然となってターンを協働で作り上げていることが分る。もう一つ例

を見てみよう。

（22） （入学試験に遅刻した話題）

 頭             手ぶり              。。。。

 視（斜め下）一一一一一一一一一一一×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

 JF2            ＃1向かいでよかった     うんそうそうそう

 正1  N37いやあだけど（P1．0）1え／〃9時でなくてよかったよね↑ N38最初に30分

 視   （斜め）一一一一一一一一一一一×一一一一＿一一一＿＿一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿

 頭               凝視しあう

頭

視

→JF2

JP1

視

頭

一一一一一一一一一一一
i斜め上）一一（時計）一一一一一一一一×一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一

うんそう＃M381あノ〃あでもそれだったら  1（P11） ／ に   たか’

ずれてたから1〃あれだったけど9時だったら1       ↑鰍

（資料3「動かないエレベータ」）

 例（22）は、JF2が、大学入試のときに間違って他の学部の試験会場に行っ

てしまい、自分の受験する学部の試験に遅刻したことを披露している場面だ

が、試験開始時刻のずれていた時間について、聞き手だったJF1が少し勘違

いしている部分である。そこでJF2が「あ、でもそれだったら」と訂正のた

めの割り込み発話を始め、それにJF1が「かえって分ってた↑」と応答する。

今度は、それに対してJF2が「早めに分ってたから」と答えると、JFが1

「ああそうか」とまた応答する、というようにして、二つのターンが同時に

進行している例である。

 これらの二つの例からも分るように、二つのターンが重なって進むときで

も独立したターンが同時進行するのではなく、互いの話の内容を支持するよ

うな発話を割り込ませたり、それに対する応答をしたり、またあいづちも入

れ込んで、互いのターンが密接にかみ合うようにして進んでいっている。こ

のように、ターンの重なりはあまり頻繁に会話に起こるものではないが、息
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の合った弾んだ会話には時々見られる現象である。ここでは割り込み発話が、

話し手と聞き手の協働のために、またターンの補完のために、重要な役割を

果たしていることが観察されるのである。

5．4 考察：日本語母語話者同士の会話における割り込み発話

の果たす役割

 5．3までは、日本語母語話者同士の会話資料に見られる割り込み発話やそ

れをめぐる視線行動についての分析結果について述べてきた。本節ではそれ

らの結果に基づいて、日本語母語話者同士の会話に見られる割り込み発話が

どのような役割を果たしているのかについて考察していく。

5．4．1 日本語母語話者同士の会話における割り込み発話の特徴

 割り込み発話は、割り込みがなされるターンでの位置、割り込みの機能、

そして視線行動の観点から見てみると、多様な特徴があることが分り、従来

の発言権の侵害という側面からだけでは考えられないことが明らかになった。

 まず割り込み発話には、1）早めの発話開始、2）ターン取りのための割り

込み発話、3）差しはさみ、4）働きかけの割り込み発話、5）ターンの重な

り、の5つの種類に分類できる。

 今回見たような、母語話者同士でしかも社会的立場に差がない参加者同士

の会話の場合には、会話参加者による割り込みの頻度にはそれほど違いが現

れなかった。しかし会話参加者によって、用いる割り込み発話には差があっ

た。これは会話参加者の個人的な違いにもよるが、その会話において、話し

手として参加することが多かったか、聞き手として参加することが多かった

かによっていると思われる。

 割り込み発話を視線行動の観点から分析すると、話し手の立場での割り込

み、聞き手の立場での割り込みに分けられることが明らかになった。早めの

発話開始、ターン取りのための割り込み発話、差しはさみの3つは、通常の
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話者交替のときと同じように、ターンを取って話し始めようとする参加者が

相手から視線をはずすことが多いこと、一方、働きかけの割り込み発話は、

ターンを取るための視線行動を取らず、聞き手の立場での視線行動に似てい

ることが分った。またターン取りのための割り込み発話と差しはさみは・ど

ちらも話し手のターンを途中で中断して発言権を取ろうとするものであるが、

現在の話し手が割り込んだ聞き手に視線を送らないと、割り込んだ聞き手が

そのままターンを継続することが困難になり、その結果差しはさみのように、

途中で割り込みをあきらめることになってしまう。このことはGoodwin

（1981）の、話し手は自分のターンを維持するのに聞き手の視線を必要と

するという研究結果とも一致する（2．6－2を参照）。

 次に分類した割り込み発話を、さらに機能の観点から見てみると、話し手

のターンを妨害するもの、話し手のターンを中断はしているが話し手のター

ンを支持する内容であるもの、話し手と聞き手の協働ととらえられるものな

ど、さまざまなものが含まれていることが分った。

 ターン取りのための割り込み発話には、話し手のターンの内容を中断して

ターンを奪ってしまう、話し手のターンを妨害するタイプのものが含まれる

が、このタイプのものはさほど頻度としては高くなく、むしろ話し手のター

ンを継続したり、支援したり、あるいは話し手と聞き手の協働のタイプのも

のの方が占める割合がずっと高い。

 話し手のターンを継続し展開するタイプの割り込み発話は、通常の話者交

替に比べて早すぎる交替ということになるが、これも話し手のターンの妨害

というよりは、話し手のターンヘの積極的な関与と位置づけられる。これは、

一つのターンの後に次の話し手がなかなかターンを取らない場合と比べてみ

れば、明らかである。

 働きかけの割り込み発話は、話者交替をしないで、聞き手の立場のまま話

し手のターンに働きかけをするものである。この中には、情報の要求や提供、

同意の要求や提供、訂正や確認、コメント、話の盛り上げ、先取りなど、さ

まざまな機能が含まれている。また働きかけの割り込み発話がなされると、
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現在の話し手はその働きかけに自分のターンの中で応答することが多い。

 割り込み発話がなされ、それに対して現在の話し手が応答し、ということ

が同時並行で進むのがターンの重なりである。それほど多く出現することは

ないが、ここでは、話し手と聞き手が割り込み、応答し、あいづちも打ちな

がら、澗然となってターンが進行することが観察される。会話は、話し手と

聞き手の協力によって進むということを体現しているのがこのターンの重な

りであると思われる。

5．4．2 話し手と聞き手の相互交流に割り込み発話が果たす役割

 旧本語の会話は、水谷（1984）が「共話」と呼んだように、話し手だけ

が話すのではなく、聞き手もあいづちを打って参加し、協力して進行しでいっ

ている。会話というのは、話し手と聞き手が交流を重ねながら進んでいくの

である。それでは割り込み発話は、どのように話し手と聞き手の相互交流に

作用し、役割を果たすのであろうか。

 前節で述べたように、割り込み発話には、話し手のターンを妨害する作用

もある。それをモデル図で表すと次の図5－1のようになる。

P1           0

P2   0 ○

話し手のターン    ○あいつら     P 会話参加者

割り込み発話            相互交流の流れ

図5一ユ 相互交流における話し手のターンを妨害する割り込み発話

 図5－1で見られるように、話し手と聞き手の相互交流の流れは、ターン取

りのための割り込み発話の中でも話し手のターンを妨害するタイプの割り込
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み発話で切られてしまっている。しかも割り込み発話によって、新しい流れ

が始まるために、ここまでの相互交流の流れが弱まってしまう。しかし前に

も述べたように、このタイプの割り込み発話はさほど多くなく、話し手のター

ンを支援するタイプの割り込み発話の方が多くを占めている。

 図5－2は、話し手に対する情報の要求・提供、訂正や確認、話の盛り上げ・

調子合わせ、などの機能を持つ割り込み発話を用いて、話し手のターンを支

援しているタイプでの相互交流の様子を表したものである。

P1           0
                       ブ》 ’、
P2   0

図5－2 相互交流における話し手のターンを支援する割り込み発話

 図5－2は、割り込み発話があって話し手のターンが中断されるが、話し手

のターンの内容はそのまま継続し、しかもその割り込み発話は話し手のター

ンヘの積極的関与の性格をもっているために、相互交流の流れが強化されて

いる様子である。このようなタイプの割り込み発話は、話し手と聞き手の交

流を深める役割を果たし、それが弾んだ会話を作りだしていく。

 次に図5－3は、働きかけの割り込み発話が話し手のターンに割り込まれ、

話し手がそれに対して応答をしている様子を表したものである。

P1       鰯
              ）

P2  0

図5－3 相互交流における働きかけの割り込み発話

曲
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 図5－3では、聞き手による働きかけの割り込みが話し手のターンになされ、

その働きかけに話し手が応答することで、話し手と聞き手の小さい相互交流

が生まれている。聞き手と話し手の小さい相互交流は、大きい会話の流れに

組み込まれ、それが少しずつ相互交流をより強いものにしている。

 図5－2と5－3で見てきたように、割り込み発話は、話し手のターンに影響

を与え、それが全体の話し手と聞き手の相互交流を強いものとする役割を果

たしている。これがターンの重なりでは、話し手と聞き手の協働という側面

が強く現われることになる。図5－4で見てみる。

P1

P2

図5－4 ターンの重なりでの話し手と聞き手の協働

 図5－4は、聞き手による割り込みとそれに対する応答が、それぞれのター

ンを補完し合い、相互交流の流れは一本になっている様子を表している。こ

れは割り込み発話が「共話」を作り出したことの現れである。

 以上、モデル図で見てきたように、割り込み発話は話し手と聞き手の相互

交流に重要な役割を果たしている。話し手のターンを妨害するものは、相互

交流を断ち切る作用をするが、そのほかの場合では、話し手と聞き手の相互

交流を強いものにし、会話参加者同士の関係を緊密にするために貢献してい

る。これが会話を会話らしいものにし、会話を弾ませる役割をしている。逆

に令く割り込み発話がない会話はあまり会話らしく感じられないことにもな

るのである。
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             第6章

日本語母語話者と日本語学習者の会話における
            割り込み発話

6．1 はじめに

 本章では、日本語母語話者と日本語学習者との会話に見られる割り込み発

話を分析し、その特徴について、また日本語母語話者同士の会話と比較する

とどのような違いがあるのか、特に日本語母語話者が用いる割り込み発話に

注目して、考察を行う。

 分析は、第5章での日本語母語話者同士の会話で用いたものと同じ手順で

行っていく。

 本章で用いた会話資料は、表6－1の通りである。なお、本研究全体で用い

た会話資料については、第4章に詳しく述べた。

       表6－1 日本語母語話者と日本語学習者との会話

資料名 会話参加者 性別 年齢

JM5 男 22

男 30

JM6 男 23

1l111葦1灘妻奏1111111

男 29

JF5 女 21

女 28

JF6 女 26

lll11萎萎嚢1111萎
女 27

資料9 JM5 男 22

留学生のチューター JM6 男 23

資料10 JF5 女 21

考古学プーム JF6 女 27

 表6－1で資料5から資料8までは、日本語母語話者と日本語学習者の会話で

ある。資料9と資料10は、資料5から8までの会話で日本語学習者と話した日
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本語母語話者同十の会話の組合わせであり、日本語学習者との組合わせと母

語話者同士とでは変化があるかどうかを比較するために収集したものである。

したがって資料5で話したJM5と資料6のJM6のペアでの会話が資料9となり、

資料7で話したJF5と資料8のJF6のペアでの会話が資料10となっている。

 なお、今後、日本語学習者を単に学習者と呼ぶことがある。また母語話者

同十の会話をNS－NS会話、母語話者と学習者の会話をNS－NNS会話と

略することがある。

6．2割り込み発話に関連する基本的な事柄についての分析結果

6．2．1 ターンと発話

 資料5から8までの会話におけるターン数とターンの中の発話数は、次の表

6－2の通りである。

         表6－2 ターン数とターン中の発話数

資料名      会話参加者 ターン数 発話数

47 56

46 205

76 96

77 238

108 193

112 274

67 137

67 213

平 均 75 176．5

母語話者平均 74．5 ！20．5

’淳≡簿醸輯1警ザ．一’一■■一一一一一1－I一一
一   一   一   一   ’   ■   一   I   一   一   一   一   一   ．   一   ’   ’   一 一   一  一  一   一  ’  一   ■  一  一   I  一  ’   ’  一   ■   ■  一

75．5 232，5

資料9 JM5 59 79

留学生のチューター JM6 71 181

資料10 JF5 87 190

考古学プーム JF6 88 239

平 均 76．3 172．3
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 各資料のターン数がだいたい同じなのは、第5章で見たNS－NS会話の際

にも同様であるが、ターン中の発話数を見ると、いずれの資料でも日本語学

習者の方が発話数が母語話者よりもずっと多くなっている。これは、ここで

取り上げた4つの資料の場合、学習者の方が長くターンを取って、母語話者

は一つのターンが1ないし2発話から成る短いものであることを示している。

 この原因として考えられるのは、まず母語話者は自分が長いターンを取っ

て話を披露するよりも、学習者に質問などをしてむしろ学習者に話をさせて

いることが挙げられる。また学習者の日本語力との関連も考えられる。日本

語能力が十分でないために、同じことを表現するのでも接続詞をうまく使う

とか複文を用いるなどであっさり言えることを、単文をいくつも使ったり無

用と思える繰り返しが多くなる傾向が見受けられるからである1㌧

 次に、これらを学習者と話をした母語話者同士の会話（資料9，10）と比

較してみよう。資料10では二人の会話参加者のターン数もだいたい同じで、

発話数ではJF6の方が多少多いものの、さほどの開きがない。しかし資料9で

は、JM5がJM6に比べてターン数も少なく、発話数もかなり少ないことが分

る。ターン数が少ないというのは、一人の参加者があまりターンを取らない

でいることを示す。これは話が弾んでいないとか、一人の参加者があまり会

話の展開に協力的ではないということの現れである。

 さてJM5が学習者と話した資料5で、JM5の発話数の少なさは他の資料に

比較しても著しいが、これはJM5が非母語話者と話したために少なくなった

のではなく、母語話者同士でも同じような傾向があることが資料9の様子か

ら分り、個人的な特徴であることが考えられる。一方、JM6，JF5，JF6が

学習者と話して発話数が少なくなっているのは、個人的な特徴であるとは言

えない。

llズク＿タリデス（。9・・）は、日本語のフォーリナー・卜一クに見られる特徴をいくつか挙げて

いるが、その中に、非常に短い文やキーとなる語の繰り返しについて述べている。

                 124

6．2．2 あいづち

 次に各資料のあいづち数を、表6－3にまとめた。

表6－3 あいづちの出現数

資料名      会話参加者 あいづち数 1分間の回数

15 1．0

1 0．1

74 4．9

9 0．6

37 2．5

36 2．4

39 2，6

26 1．7

平 均 29．6 2．0

母語話者平均 41．3 2．8

■  ’  ・  一  ■  一  ’  ’  一  ‘  ’  ’  ．  一  一  一  一  ’ 一  一  ’  一  ‘  一  一  ’  ’  ’  一  ■  一  ’  ’  一  ．  一  一  ■  一

18．O 1．2

資料9 JM5 12 0．8

留学生のチューター ∫M6 32 2．1

資料10
JF5 83 5．5

考古学フーム JF6 66 4．4

平 均 48．3 3．2

 第5章のNS－NS会話では、あいづちの数は、ターン中の発話数とある程

度関連があった。ターン中の発話数が多いということは話し手として長く話

をしていることを示すので、反対に聞き手としてのあいづちは少なくなる。

本章で見た4つのNS－NNS会話ではどうであろうか。表6－2から分るよう

に、4つの会話はすべて学習者の方がターン中の発話数が多かった。そして

表6－3のあいづち数を見てみると、資料5と資料6では、圧倒的に学習者の方

があいづち数が少なく、これら二つの資料ほどではないが資料7と資料8でも
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学習者の方があいづち数が少ない。

 堀口（1998）は、上級日本語学習者同士の日本語会話に見られるあいづ

ちについて研究をしているが、それによると7つの上級日本語学習者同士の

会話資料1］では1分間に平均3．1回のあいづちが観察されるという（このうち

二人の学習者（いずれも韓国人）は、ほとんどあいづちを打っていない）。

堀口は、この値は日本語母語話者同士の会話におけるあいづちに比較して少

ないと述べている。あいづちの定義や話し手と聞き手の定義が違うので安易

な比較はできないが、本研究で取り上げた日本語母語話者同士の会話では1

分間に平均3．9回のあいづちが打たれていたので（第5章、表5－3）、この結

果と比較しても、学習者は母語話者に比べてあいづちを打たないと言えるよ

うである。

 さて、表6－3に見られるように、本章で取り上げたNS－NNS会話では、

学習者のあいづちが1分間で平均1．2回、母語話者のあいづちが2．8回しか打

たれていないことが分る。これについては、どう考えたらよいのだろうか。

 まず母語話者のあいづちについて、資料5から8までが1分間に平均2－8回、

同じ母語話者同士が話した資料9と10では平均3．2回であった。どの母語話

者も、母語話者同士で話した会話の方が、学習者と話した会話よりあいづち

が多くなっている。また資料1から4のNS－NS会話では、平均3－9回のあい

づちが見られた。これはやはりNS－NS会話の方が話者交替がスムーズに頻

繁に行われていること、そして学習者と話すよりも、話し手があいづちを打

つきっかけをうまく作って話しているために、あいづちが打ちやすいという

 ことが理由として挙げられるであろう。

  また後に割り込み発話の分析でも明らかになるが、学習者との会話で母語

話者はあいづちを打つことによって聞き手としての役割を果たすのではなく、

 学習者の日本語力の不十分なところを補うために、あいづちよりももっと積

極的な機能を持つ働きかけの割り込み発話を利用して、聞き手としての役割

を果たそうとしていることが観察される。そのために、相対的に普通のあい

づちは少なくなっていると思われる。

 次に本研究の資料では、学習者は平均1．2回しかあいづちを打っていない

が、上に述べた堀口（1998）の平均3．1回という結果よりも、だいぶ少ない

値となっている。本研究の資料では、表6－2でも見たように学習者の方が話

し手となって話していたケースが多かったので、聞き手としてあいづちを打

つ機会が少なかったというのが、この違いの大きい原因であろうと思われる。

 しかしもう一つ、原因として考えに入れるべきであろうと思われることが

ある。それは堀口の調査の学習者は上級の学習者であること、本研究の学習

者は初級段階を終えたばかりのレベルの学習者であることである。むろん本

研究では母語話者と学習者の会話であるし、堀口の調査では学習者同士の会

話であるので、それなりの調査結果の相違が出たのであろう。しかし、あい

づちは文法事項や語彙などを学習することによって身に付くことではなく、

日本語の会話の運用面に関わることである。したがってあいづちは運用に関

する知識と経験を積むことによって習得できるものであり1］、本研究の学習

者はまだそのような運用面の習得は十分ではなかった。そのためにあまりあ

いづちが観察されなかったのではないかと考えられる。

6．2．3 視線行動

6．2．3．1 ターンと視線行動

 資料5から10までの資料において、ターンと視線行動の関係について調べ

た。表6－4がターン開始時の視線行動、6－5がターン終了時の視線行動、6－7

がターン開始時と終了時の視線行動をNS－NS会話とNS－NNS会話で比

較したものの結果である。

1】7つの会話資料の会話参加者とその組み合わせは次の通りである。

男性同士の会話：韓国一韓国、台湾一韓国、韓国一エジプト

女性同士の会話：韓国一タイ、台湾一韓国、台湾一韓国、韓国一台湾
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1］あいづちの使用には、文法や語彙の習得とは多少違う側面がある。日本語のあいづちについて、

知識や練習の経験はあっても、実際には使わないという信念を持っている学習者もいる。
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表6－4 ターン開始時の視線行動

ターン開始時に ターン開始時に

資料名 会話参加者 ターン数 相手から視線を 相手に視線を 不明

はずす（％） 向ける（％）

JM5 47 17（36．2％） 30（63．8％）

1，l1≡1磁糞≡…≡lll

46 26（56．5％） 20（43，5％）

JM6 76 28（36．8％） 47（61．8％） 1

ll111111≡醸1〆
77 38（49．4％） 39（50．6％）

JF5 108 42（38．9％） 63（58．3％） 3

112 50（幽．6％） 61（54．5％） 1

JF6 67 14（20．9％） 53（79．1％）

1萎1111醸1111111
67 42（62．7％） 25（37．3％）

平 均 75 32．1（42．8％） 42．3（56．4％）

母語話者平均 74．5 25．3（34．O％） 48．3（64．8％）

一  一  ’  一  一  I  ．  一  一  ’ ．  1  一  ■  ．  一  ■  ■
一  1  ‘  I  －  1  ’  ・  一  ． 一  一  ■  ．  ’  一  一  1  ’  ‘ 一   一   一   ■   一   ’   ’

薫≡簿轟轟耳
＝■一．一’一一■■一一．．

一   ．   ‘   ．    一   ’   ‘   ‘   一   一   ■

75．5 39（51．7％） 36．3（48．1％）

JM5 59 40（67．8％） 19（32．2％）
   資料9

ｯ学生のチューター JM6 71 60（84．5％） 11（15．5％）

JF5 87 44（50．6％） 43（49．4％）
 資料10
l古学フーム JF6 88 48（54．5％） 40（45．5％）

平 均 76．3 48（62．9％） 28．3（37．1％）

 ターン開始時に、ターンを始めようとする話し手は、これまでの研究では

相手から視線をはずすという結果が出ており、第5章で見たNS－NS会話で

もそのことが裏付けられた。しかし表6－4に見られるようにNS－NNS会話

では、その結果とはかなり違う結果が出ている。

 まず資料5から8までのNS－NNS会話において、母語話者の平均と学習

者の平均を比較してみると視線行動に違いがある（κ2：4．57，p＜一01）。

母語話者が自分のターンを開始する際に視線をはずすのは34－O％に過ぎず、

学習者に多く視線を向けたままターンを開始していることが分る。学習者は

ターン開始の際に視線をはずすのが51．7％で、視線を母語話者に向けている
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よりもはずす方が多い。

 また学習者と話した母語話者JM5，JM6，JF5，JF6について見てみると、

学習者と話したときと母語話者同士で話したときとでは、JF5以外では視線

行動に差が出ている（JM5：π2＝10．53，p＜．O05，JM6：κ2＝33．90，

p＜．O05，JF5：κ2＝2．15、有意差なし、JF6：κ2＝17．95，p＜．O05）。

JF5を除いては、学習者と話したときの方が、母語話者同士で話したときよ

りもターンを開始するときにも相手から視線をはずしていないことが分る。

 次にターン終了時の視線行動はどうだろうか。表6－5に示した。

表6－5 ターン終了時の視線行動

資料名 会話参加者 ターン数

ターン終了時に

且閧ｩら視線を

ﾍずす（％）

ターン終了時に

@相手に視線を

?ｯている（％）

不明

JM5 47 4（8．5％） 43（91．5％）

11≡：111111蟻11111111

46 14（30．4％） 32（69．6％）

JM6 76 6（7．9％） 69（90．8％） 1

≡…l11鄭糞111≡≡11111

77 16（20．8％） 61（79．2％）

1≡11濠雛111 JF5 108 6（5．6％） 99（91．7％） 3

：11…≡11≡1：醸111111111

112 22（19．6％） 88（78．6％） 2

JF6 67 3（4．5％） 64（95．5％）

≡1妻111嬢鱗
67 18（26．9％） 49（73．1％）

平 均 75 11．1（14．8％） 63．1（84．1％）

  母語話者平均

黶f一一一■■I一一 ?I一■■一｝・一一〒一． 1

�P111麹鱗繊1：ll1111…l11
’    ■   I   一    ■   1   －    I   ’   1   ’   ■   ．

 74．5

@75．5

4．7（6．3％）

e   一  ’  一   ．  ■  一   一  一  ・   ’  ’  ■   一  ■  I   ．  一  ’

P7．5（23．2％）

68．8（92．3％）

? 一  ‘  ‘ ’  1  ■  一  ．  一  ‘  ‘  ■  ■  ■  一  一  ’  ’  ’  ．

T7．5（76．2％）

‘   ’   一   一   一   ・   一

   資料9

ｯ学生のチューター

JM5 59 6（10．2％） 53（89．8％）

JM6 71 26（36．6％） 45（63．4％）

 資料10
l古学フーム

JF5 87 8（9．2％） 79（90．8％）

JF6 88 14（15．9％） 74（84．1％）

平 均 76．3 13．5（17．7％） 62．8（82．3％）
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 これまでの研究ではターンの終了時には話し手は聞き手に視線を送るとい

うことが分っているが、本章の会話資料でも同様に、平均で84－1％がターン

終了時に相手に視線を送っている。

 一方、このNS－NNS会話での母語話者と学習者との間の差について調べ

てみると、X2＝8．46，p＜．O05となり、違いがあると言える。母語話者が

ターン終了時に相手に視線を送るのが92－3％、学習者が視線を送るのが

76．2％であるので、母語話者の方が視線を送る率が高いことが分る。

 また学習者と話した母語話者JM5，JM6，JF5，JF6について見てみると、

学習者と話したときと母語話者同士で話したときとでは、JM5：κ2＝O．08、

有意差なし、JM6：X2＝17．46，p＜．005，JF5：κ2＝O－85、有意差なし、

JF6：X2＝5．09，p＜．05、という結果となり、ターン開始時ほどの差は出

ていない。つまり母語話者は、母語話者と話すときも学習者と話すときも、

どちらも同じようにターン終了時に視線を相手に向ける傾向があるというこ

とである。

 次に、ターン開始時と終了時の視線行動について、NS－NS会話と

NS－NNS会話との違いについて、まとめて表6－6に示した。

表6－6 ターン開始時と終了時の視線行動

 NS－NS会話とNS－NNS会話の違い
ターン開始時に ターン開始時に ターン終了時に ターン終了時に

ターン
相手から視線を 相手に視線を 相手に視線を 相手に視線を

数
はずす（％） 向ける（％） 向けていない（％） 向けている（％）

NS－NS会話
69．9 53．0（75．8％） 16．5（23．6％） 24．4（35．0％） 45（64．4％）

（資料1－4）平均

75 32．1（42．8％） 42．3（56．4％） 11．1（14．8％） 63．1（84．1％）

母語話者平均 74．5 25．3（34．O％） 48．3（64．8％） 4．7（6．3％） 68．8（92．3％）

一 ． ・ 一 一 I ・ 一 ’ 一 ■ ． 一 一 ． 一 一 ・ ．’． 一’ ’ 一一 ‘ 一一’ ’ 一 ■ 一一一 一 一 一
． 一  一  一 一  一  一 一 一  ■  一  一  一  ■  一  一  ■

一衛1三1王1三1三1郡1；1三1葦照1…1…砺1新111
一  ’  ．  一  ’  一  一  一  ’ 一 一 一 一 一 ’ ‘ 一 ’ 一 一 一 ■ 1 一 一 一

75．5 39（51．7％） 36．3（48．1％） 17．5（23．2％） 57．5（76．2％）

表6－6によると、NS－NNS会話で相手に視線を向けたままターンを開始
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するのは・平均で56－4％、母語話者で64．8％、学習者で48．1％だった。こ

こで、NS－NNS会話の母語話者の視線行動は、NS－NS会話の視線行動と

比較して有意差がある。 （NS－NS会話の平均とNS－NNS会話での母語

話者の平均の問：π2：25．11，p＜．O05）。

 またターン終了時についてNS－NS会話とNS－NNS会話を比較してみ

ると、NS－NNS会話での母語話者はNS－NS会話のときよりも、多く相手

（この場合は学習者）に視線を向けているようである（NS－NS会話の平均

とNS－NNS会話での母語話者との間：κ2＝18．22，p＜．O05）。

 以上のことをまとめると、重要なのは次のことである。通常の会話ではター

ン開始時には相手から視線をはずすのが一般的であるが、NS－NNS会話の

母語話者は、NS－NS会話のときよりも相手（学習者）に視線を送っている

ことが多い。また、ターン終了時では一般的に相手に視線を送るということ

が言われていて・本研究の資料にもそれがあてはまるが、その中でも特に、

NS－NNS会話の母語話者は、NS－NS会話と比較して多く相手に視線を送っ

ていることが明らかになった。

6．2．3．2 発話と視線行動

 ターン開始時の視線行動は、ターンを開始する際に通常では相手から目を

そらすと言われていたのが、 NS－NNS会話では互いに視線を向けている

比率が高くなっていることを前節で見てきた。ターンの中の区切りとも言え

る発話を開始する際にはどうだろうか。表6－7から6－9にその結果を示す。

 表6－7を見てみると、NS－NNS会話の母語話者と学習者とでは視線行動

に差がある（κ2＝13．43，P＜．O05）。母語話者では発話開始時に相手か

ら視線をはずすよりも、視線を向けている方が多くなっているが（67．6％）、

学習者では相手から視線をはずす方が多い（52．3％）ことが分る。これはタ＿

ン開始時の行動の結果とも一致する。また同じ母語話者が母語話者同士で話

した際と学習者と話した際を比較してみると、いずれの母語話者も、学習者

と話したときの方が視線を向ける率が増えていることが分る。
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表6－7 発話開始時における視線行動

ターン中 発話開始時に 発話開始時に
1 会話 ターン

資料名 の 相手から視線を 相手に視線を 不明

参加者 数
発話数 はずす（％） 向ける（％）

JM5 47 56 19（33．9％） 37（66．1％）

1111萎籔籔 46 205 128（62．4％） 77（37．6％）

JM6 76 96 33（34．4％） 62（64．6％） 1

l11萎1醸1111 77 238 116（48．7％） 122（51．3％）

JF5 108 193 68（35．2％） 122（63．2％） 3

妻1妻1醸1111 112 274 112（40．9％） 161（58．8％） 1

JF6 67 137 32（23．4％） 105（76．6％）

1萎婁醸11111 67 213 130（61．0％） 83（39．0％）

平 均 75 176．5 79．8（45．2％） 96．1（54．4％）

母語話者平均 74．5 120．5 38（31．5％） 81．5（67．6％）

一  ■  ■  一 一  ． ■ 一  I  ■ ． I ． 1  一 一 ■  ■
‘ ・ 一 ’ 一 I ’ 一 一  一 1 ． ’ 一 一 ． 一 一 一 一

I   一   ．   ‘   ■   ’    1

一   ’   1   一   ⊥   I   ．   一
■   ‘   ■   ’   ‘   一   ‘  一 一  一  ’  一  ■  1  ’  一  ■  ’  ■

■一一一＾一＾ ，．■一＾一■＾・一1’ ，＾・．一

75．5 232．5 12！．5（52．3％） 110．8（47．7％）

資料9 JM5 59 79 51（64．6％） 28（35．4％）

留学生のチューター JM6 71 181 137（75．7％） 44（24．3％）

資料10
JF5 87 190 76（40．0％） 14（60．O％）

考古学フーム JF6 88 239 124（51．9％） 115（48．1％）

平 均 76．3 172．3 97（56．3％） 75．3（43．7％）

 次に発話終了時の視線行動について述べる。結果は表6－8の通りである。

 これによると、NS－NNS会話で発話終了時に相手に視線を向けているの

が平均で72．5％、視線を相手からはずしているのが27－O％で、相手に視線

を向けていることの方が向けていないことよりも多いことが分る。これもター

ン終了時の結果と同様である。また各母語話者が母語話者同士で話したとき

と、学習者と話したときとを比べると、LF5を除いて、学習者と話したと

きの方が視線を送っている率が高いことが観察される。
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表6－8 発話終了時における視線行動

資料名
会話

Q加者

ターン

@数

ターン中

@の
ｭ話数

発話開始時に

且閧ｩら視線を

ﾍずす（％）

発話開始時に

且閧ﾉ視線を

?ｯる（％）

  ；  一  i

s明

11111111濠≡鯵111 JM5 47 56 3（5．4％） 53（94．6％）

桑醜11…111 46 205 92（44．9％） 1！3（55．1％）

JM6 76 96 6（6．3％） 89（92，7％） 1

1≡11糞雛…111111

77 238 72（30．3％） 166（69．7％）

JF5 108 193 29（15．0％） 161（83．4％） 3

1111111111籔11111111

！！2 274 77（28．1％） 194（70．8％） 3

JF6 67 137 ！4（10．2％） 123（89．8％）

lll1111鞍幸1ミ÷111

67 213 88（41．3％） 125（58．7％）

平 均 75 176．5 47．6（27．0％） 128（72．5％）

 母語話者平均

謦燻I紬㍗1㍗

74．5

鼈鼈黶Q＿＿一一

V5．5

 120．5

@232．5

13（10．8％）

W2．3（35．4％）

106．5（88．4％）

?  ‘   一   一   ’   ．   ■   一   一   ■   ■   ■   一   一   一   一   I   一   一   ．

P49．5（64．3％）

   資料9

ｯ学生のチューター

JM5 59 79 18（22．8％） 61（77．2％）

JM6 71 181 81（幽．8％） 99（54．7％） 1

 資料10
l古学フーム

JF5 87 190 23（12．1％） 167（87．9％）

JF6 88 239 60（25．1％） 179（74．9％）

平 均 76．3 172．3 45．5（26．4％） ！26．5（73．4％）

 次に、表6－9に発話開始時と終了時の視線行動について、NS－NS会話と

NS－NNS会話との違いをまとめて示した。

 表6－9から、まず発話開始時について、NS－NS会話とNS－NNS会話の

母語話者について比較してみる。NS－NS会話とNS－NNS会話の母語話

者の視線行動には違いが見られた（X2＝36．64，P＜．O05）。NS－NS会

話で発話開始時に視線を相手に向けるのが31．1％、NS－NNS会話の母語

話者は67．6％となっていて、NS－NNS会話での方が発話開始時に相手

（学習者）に視線を向ける比率が多くなっていることが観察される。

 また発話終了時についても、NS－NNS会話の母語話者は母語話者同士で
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話をするときに比べて、学習者と話すときに多く視線を向けていることが分っ

た（X2＝32．1，p＜．O05）。

表6－9 発話開始時と終了時の視線行動：

 NS－NS会話とNS－NNS会話の違い

ターン
ターン 発話開始時に 発話開始時に 発話終了時に 発話終了時に

数
中の 相手から視線を 相手に視線を 相手に視線を 相手に視線を

発話数 はずす（％） 向ける（％） 前プていない（％） 前ナている（％）

NS－NS会話
（資料1－4）平均

69．9 151．3 103．5（68．4％） 47（31．1％） 64（42．3％） 87．9（58．1％）

75 176．5 79．8（45．2％） 96．1（54，4％） 47．6（27．0％） 128（72，5％）

母語話者平均 74．5 120．5 38（31．5％） 81．5（67．6％） 13（1O．8％） 106．5（88．4％）

“ h H 片庁 〒 、 ｝ ｝ f f 1 ＾｝ 【 、｝ 、

75．5 232．5 121．5（52．3％） 110，8組7．7％） 82．3（35．4％） 149．5（64．3％）

 以上のように、発話と視線行動の関係を見てみると、基本的にはターンと

視線行動の関係と同じような傾向があることが明らかになった。

6．2．3．3 あいづちと視線行動

 この節では、あいづちと視線行動の関連について調べてみる。表6－10と

6－11にあいづち時の視線行動の結果を示す。

 表6－10によると、NS－NNS会話であいづちを打つ際には全般的に話し

手に視線を向けていることが分り、やはり聞き手としての立場であいづちが

打たれていることと対応していると考えられる。学習者については、あいづ

ち数があまり多くないので断定はできないが、それでもあいづちを打つとき

には話し手を見ながら行われていることが言えそうである。

 同じ母語話者が学習者と話したときと、母語話者同士で話したときとを比

較したが、JM6以外は結果に有意差はなかった。JM6については、母語話者

同士で話したときの方が、あいづち時に視線を向ける比率が少なくなってい

る。
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表6－10 あいづち時の視線行動

資料名
会話

Q加者

あいづち

@数

 あいづち時に

@話し手から
巨?�ﾍずす（％）

 あいづち時に

bし手に視線を

?ｯている（％）

不明

JM5 ！5 2（13．3％） 13（86．7％）

≡11111…1鋤‡≡1≡11≡1

1 O 1（100．O％）

11111111鍛章111≡1≡1111 JM6 74 9（12．2％） 65（87．8％）

1111111鋤奏11111111

9 1（11．1％） 8（88．9％）

JF5 37 3（8．1％） 32（86．5％） 2

1111111111籔111…1…1

36 2（5．6％） 29（80．6％） 5

JF6 39 O 39（100．O％）

1111111111醸111111≡1

26 8（30．8％） 18（69．2％）

平 均 29．6 3．1（10．5％） 25．6（86．5％）

 母語話者平均

P111≡111111轟轟紬、：l117……

 41．3

@18．0

 3．5（8．5％）

?  一   一   一   一   一   ．   ■   一   一   I   一   ■   一   I   一   ’   一   一   一   一

Q．8（15．6％）

37．3（90．3％）

@14（77．8％）

   資料9

ｯ学生のチューター

JM5 12 2（16．7％） 10（83．3％）

JM6 32 14（43．8％） 18（56．2％）

 資料10
l古学フーム

JF5 83 4（4．8％） 79（95．2％）

JF6 66 4（6．1％） 62（93．9％）

平 均 48．3 6（12，4％） 42．3（87．6％）

次に表6－11にNS－NS会話とNS－NNS会話との比較した結果を示した。

表6－11 あいづちと視線行動：NS－NS会話とNS－NNS会話の違い

あいづち あいづち時に話し手 あいづち時に話し手に

数 から視線をはずす（％） 視線を向ける（％）

NS－NS会話
58．5 20．8（35．4％） 37．4（63．6％）

（資料1－4）平均

29．6 3．1（10．5％） 25．6（86．5％）

母語話者平均 41．3 3．5（8．5％） 37．3（90．3％）

I  －  I  ■  一 ■ I  ＿ I ．  I  I 一 ’ ’ 一 ． ． I  一 ． ‘  I 一 ’ ’ 一 ． ．

．1＝珊瑚珊：…汀三1郡1㍗1流ξ1流1？・榊1
‘   ■   ‘    ■   ■   o   ■   ’   ■   I   一

18．0 2．75（15．3％） 14（77．8％）
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 表6－11によると、NS－NNS会話の母語話者は、NS－NS会話に比べて、

相手に視線を向けている（X2＝9．55，p＜．O05）。つまり、あいづちを打

っ際には一般的に話し手に視線を向けることが多いと言われているのだが、

特にNS－NNS会話での母語話者は、普通以上に学習者に多くの視線を向け

ていることが分る。

6．2．3．4 視線行動についてのまとめ

 以上、ターンと視線行動、発話と視線行動、あいづちと視線行動について

調査してきた。ここで重要なのは、NS－NNS会話における母語話者は、母

語話者同士のときよりも、相手（ここでは学習者）に多く視線を注いでいる

ということが観察されることである。

 この原因として考えられることとして、二つのことが挙げられる。まず一

つは、母語話者の学習者に対するモニタリングということである。母語話者

同士の会話と違って、相手が非母語話者であり、しかも日本語能力がさほど

高くないために、より多くのモニタリングが必要となっているのではないか

ということである。

 橋本ら（1993）が、異文化コミュニケーション状況では会話の際に、話

し手が「異文化間状況では理解が成立しにくい」と意識することで過剰に相

手をモニタリングをするために、話し手の凝視量が増加することを報告して

いることはすでに述べた。本章では凝視量については調査していないが、橋

本らの報告と同様に、話者交替をするタイミングや、相手が自分の話を理解

しているのか、新たなターンを始めていいのかなどの確認、または相手の話

に対する質問や確認などについて、学習者を注意深くモニタリングしながら

進めているために、 NS－NNS会話では視線を送りながらターンを始める

ケースが多くなるのではないかと考えられる。

 もう一つの原因は、会話の中でその参加者がどのような役割を主に果たし

ているかということである。今回用いた資料では、学習者の方が長いターン

を取って話し、母語話者はどちらかというと聞き手となって学習者からいろ
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いろな話を聞くというタイプの会話が多かった。したがって母語話者は自分

が母君吾話者であるという役割の自覚と、さらに学習者から話を引きたそうと

する聞き子としての役割が強かったために、学習者に視線を多く注いだ結果

につながったのではないかと思われる。

6．3 日本語母語話者と日本語学習者との会話に現れる割り込

み発話についての分析結果

6．3．1 割り込み発話の種類と出現数

 資料5から8、および資料9と10の会話に現れた割り込み発話の種類と出現

数を表6－12に示した。

         表6－12 割り込み発話の種類と出現数

割り込み 早めの ．ターン取りの I

割り込み発話の種類
差し

総数 発話開始＝    i ための割り込み1 はさみ

l                   l               l

F働きかけの＝ターンの．
?    l    ＝その他＊
P割り込み 1重なり 1

潔晦㌻ 37
11 ．   8

P （21・6％）

一1  15

e9．7％）
一1（5．4％） 一1（40．5％） ．：e．7％）

79
16 25

②O．跳）
一1（5．1％） I’（41．8％） ll Q．3％）

106
46 36

包3．4％）
一： （34．0％） 一：（3．8％） ■＝（14．2％） 一1（3．8％） ’10．9％）

1

90
21 27

e3、跳）
’1（3．3％） ’＝（35．6％） ■1（4．4％） ’：G．3％）

I

312
94 96 ，： 95

総数
GO．1％）

一； （30．8％） ll（4．2％） ．；（30．4％） 一1（2．6％） 一1Q．9％）

1

資料9    一P1 1 26
1               ，

P 1 1 5 i

仏
1

留学生のチューター
    ＝e5．O％）

（59，1％）
1               ’

P（2．3％）1 （11．4％）

O  l   ．   ■

e．3％）
I

資料10 135
   一V0 1 37 27

O

l             l

P 1  1
    ，
U1．9％）： （20．O％）

，                一

P（O．7％）1
O

考古学フーム （27．4％）
1 1

   ’81 l            l

? 1  l
I1  1

63 32 1

総数 179 1

組5、跳） （35．2％）
l O．6％）＝1               コ

（17．9％）
＝（O．6％）：I                一

O．6％）

 表6－12，13の資料5から8までの結果を概観すると、 NS－NNS会話に現

れた割り込み発話は総数312で、そのうち母語話者が割り込んだものが197

例、学習者が割り込んだものが115例であった。平均すると、！分間に約
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5．2回の割り込みが起こっていることになる。また資料9と10では179例の割

り込み発話が観察される。

 割り込み発話の種類について、NS－NS会話 （第5章 表5－9）のときと

同じように早めの発話開始とターン取りのための割り込み発話の占める割合

が多いが、さらに働きかけの割り込み発話の占める割合も多くなっている。

このことについて、会話参加者と用いる割り込み発話と何か関連があるのか、

次に詳しく見ていく。

6．3．2 会話参加者と割り込み発話の出現数

 次に会話参加者ごとの割り込み発話の出現数を、表6－13にまとめた。

 これを見てみると、まず割り込みをした会話参加者はNS－NNS会話中で、

どの資料でも学習者より母語話者の方が多くなっていることが分る。第4章

で述べたように、これらの資料は会話参加者同士は社会的な立場や男女とい

う点では差のないペアの会話である。しかし学習者にとって日本語という相

手言語での会話であるために、またこの資料での学習者は日本語の基本的な

知識を身に付けただけの段階であるために、母語話者の方の割り込みが多く

なっているものと思われる。

 では、母語話者はどのような割り込み発話を用いているのだろうか。割り

込み発話の種類を詳しく見てみると、次のようなことが明らかになる。

NS－NNS会話で母語話者が用いた割り込み発話の種類は、一番多いのが働

きかけの割り込み発話（197例のうち44．7％）で、次にターン取りのための

割り込み発話（24．9％）、早めの発話開始（23．9％）と続く。

 第5章で見たNS－NS会話での出現数は（表5－9）、ターン取りのための

割り込み発話（37．3％）、早めの発話開始（30．O％）、次に働きかけの割

り込み発話（20．5％）という結果になっている。資料9と10では、早めの発

話開始（45．3％）、ターン取りのための割り込み発話（35－2％）と順番が

入れ替わってはいるが、働きかけの割り込み発話はやはり3番目で17－9％で

ある。このことから、NS－NNS会話では、母語話者は働きかけの割り込み

                 138

発話を多く用いて学習者と会話をしているということが明らかになる。

      表6－13 会話参加者と割り込み発話の出現数

割り込 会話
資料名

み総数 参加者
■＝の割り込
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 NS－NNS会話で、働きかけの割り込み発話が多く観察された原因として

考えられるのは次のようなことである。まず会話のターン数と発話数との関

連で、母語話者が聞き手となって学習者の長い話を開くようなタイプの会話

部分が多かったことが挙げられる。それに加えて、亜要なのは、学習者の日

本語力の十分でない点を、母語話者が働きかけの割り込み発話を用いて補い

ながら聞いているのではないかということが考えられる。NS－NNS会話で

の働きかけの割り込み発話の機能については、後に詳しく見ていくこととす

る。

 一方、NS－NNS会話で学習者が用いた割り込み発話については、本研究

の目的が母語話者の用いた割り込み発話について考察することであるため、

ここでは記述に留めることにするが、一番多いのは、早めの発話開始とター

ン取りのための割り込み発話（ともに全115例のうち47例ずつ）で、全体の

47．O％を占めている。次に差しはさみと働きかけの割り込み発話、ターンの

重なりと続くが、いずれも10％に満たない割合で、あまり数は多くなかった。

 各割り込み発話の機能や特徴などについては、また後に詳しく見ていくこ

とにする。

6．3．3 割り込み発話と視線行動

 この節では、割り込み発話と視線行動について見ていく。まずNS－NS会

話で、割り込み発話と視線行動の関連について明らかになったのは、次のよ

うな2点である。

1）割り込んだ聞き手の視線行動

・早めの発話開始、ターン取りのための割り込み発話、差しはさみについて

は、話し手となるための視線行動（話を始めるときに相手から視線をはずす）

を伴うことが多い。

・働きかけの割り込み発話では、話し手となるための視線行動をあまり伴わ

ずに、聞き手としての視線行動を伴うことの比率が高い。

2）割り込まれた話し手の視線行動
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・聞き手の割り込みが成功してターンを取った場合、割り込まれた方が視線

を送っていることが多い。

・聞き手の割り込みが失敗してターンを取らなかった差しはさみの場合、割

り込まれた方が視線を送る比率が低くなる。つまり、割り込みが継続できる

ためには、相手からの視線が必要となる。

 これらのことについて、資料5から8までのNS－NNS会話ではどのよう

な結果であるか、次に述べていく。

6．3．3．1 割り込み時に割り込む聞き手の視線行動

 まず割り込み時の聞き手の視線行動について、表6－14のような結果になっ

た。またこれらの結果（各割り込みの平均値）をもとに、割り込み時の母語

話者の視線行動についてκ2検定をしたものが、表6一ユ5である。

        表6－14 割り込み時の聞き手の視線行動

  割り込み時に

@割り込んだ聞き手が

bし手から視線をはずす

  割り込み時に

р闕桙�ｾ聞き手が

bし手に視線を向ける

 計

i）内

ﾍ不明

平均 45（47．9％） 48（5！．1％）

早めの
@．    母語話者（47）発話開始

@    ’戦榊帆w藤 @ 28（60．9％） @ 18（39．1％）

94
i1）

ターン取りの    平均 38（39．6％） 58（60．4％）

ための   母語話者（49）

@ 21（44．7％） @ 26（55．3％）

96

平均 6（46．2％） 7（53．8％）

差しはさみ  母語話者（6）

@ 4（57．1％）

  4（66．7％）’  一  ‘  ．  ’  一  ■  一  一  一  ’  ’  一  一  一  一  ■  一  一  一  ’  一  ‘  ‘  】  一  ■

@ 3（42．9％）

13

平均 11（11．6％） 83（87．4％）
働きかけの  ．     一 母語話者（88）割り込み発話

@      一町舳榊濃 @ 1（14．3％）

  77（87．5％）’  ■  一  ■  ・  一  一  ・  一  一  ‘  ■  ■   一  一  ■   I  ■  一  一  1  ‘  ■  ■  一   一  一

@ 6（85．7％）

95
i1）

平均 2（25．0％） 6（75，O％）

夕一ンの
@     母語話者（4）重なり

@     洲榊榊漆 @ ！（25．O％）

  3（75．O％）一   一   一   一   一   一   ‘   ’   ■   ■   一   一   一   I   ’   一    一   ’   ．    一   ■   1   ’   ‘   一   ．   ．

@ 3（75．O％）

8
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表6－15 母語話者の割り込み時の視線行動に関する検定結果

早めの発話
ターン取りの

働きかけの ターンの

開始
ための 差しはさみ

割り込み允話 重なり
割り込み発話

早めの発話 0．022 0．018 11．548 O．201

開始 一
（nS） （nS） （榊＊） （nS）

ターン取りのための 0．004 10．602 0．154

割り込み発話 ■ 一
（nS） （淋＊） （nS）

2．382 O，079
差しはさみ 一 一 一

（nS） （nS）

働きかけの O．656
’ 一 ’ ‘

割り込み発話 （nS）

ターンの
． 一 ・ 一 ■

重なり

＊＊＊p＜．O05， ns有意差なし

  表6－15によると、NS－NNS会話の母語話者が割り込み発話をする際

の視線行動について、早めの発話開始と働きかけの割り込みの間、ターン取

りのための割り込み発話と働きかけの割り込み発話の間で、いずれも有意差

（p＜．O05）があった。第5章で見たNS－NS会話においてと同様、働き

かけの割り込み発話は、割り込みをする際に相手から視線を向けたままでな

されることが多いということが分る。なお、差しはさみと働きかけの割り込

み発話の間では、有意差が見られなかったが、差しはさみの出現数が少なかっ

たためかと思われる。

 さて次に、割り込み時の視線行動をNS－NS会話とNS－NNS会話とで

比較するとどのような結果になるだろうか。表6－16に示した。
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表6－16 割り込み時の聞き手の視線行動：

 NS－NS会話とNS－NNS会話の比較

L

  割り込み時に

@割り込んだ聞き手が

bし手から視線をはずす

  割り込線こ．」1、割り込んだ聞き手が」＝計話し手に視線を向ける；           ！1

1

NS－NS会話 57（78．1％） 16（21．9％） 173
早めの

ｭ話開始

N幸二邸11緯11綿織111111一一一’ ’’’I’一一’u’⊥一⊥ ’ 」 ’’’・一⊥一一’NS－NNSの母語話者

  45（47．9％）一   ■   一   ’   I   ■   一   一   一   一   一   一   一   I   I   ■   1   I   ’   I   ．   ■   ．   ■   一   一   一   一   I

@  17（36．2％）

  48（51．！％） 1193           ＝一  一  一  一  一  I  0  －  1  0  L  I  I  1  1  ’  一  ■  一  一  」  一  一  I  一  一  一  一  I  O  1  ■  1  皿  ⊥  ＿ 一

@ ・・（・・…）1≡・・

30（33．O％）  ≡ターン取り．  NS－NS会話 6！（67．O％）
．；

91

≡のための

ﾟ割り込み

?発話

㌻蝉詩興熟ミI

mS－NNSの母語話者

  38 （39．6％）          58（60．4％）    ．： 96．．．．．．．．．．．．．．．．．、．、、．．．．．．．．。．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．止、一．．．」．．．、．．．．．

@ 17 （34．7％）        32 （65，3％）    三 49

l       NS－NS会話 15（75．O％） 5（25．0％） 20 ；

差しはさみ ㌻輔諦三ミ1熟1NS－NNSの母語話者
．、．．．．．？．㍗㍗．．．．．．．．．！．．．．．㍗㍗．．、．．．I   2（33．3％）     4（66．7％）

 13 1   一…一一I■1「 6 ；

NS－NS会話 24（48．O％） 26（52．O％） 50一働きかけの

｡割り込み

@ 発話

k

一岬瞭教鞭111NS－NNSの母語話者   ！1（11．6％）1   一   一   ’   I   ■  ■   1   －   I   一   ‘  一   ．  ．  ■   一   ■  一   I   ’  ．   ⊥  ’   ’   ■   ■   1   ．

@ 10（11．4％）

941111“．■．一「 88

NS－NS会話 3（60．0％） 2（40・O％） 」’5；             一

ターンの

dなり
岬線勢蹄∴NS－NNSの母語話者    2（25．0％）I   一   一  ■   ‘  ’   ．   一  ■   I   ■  一   ‘   1  I   ‘   ‘   ‘  ‘   一  ’  一  ’  ■  I   ．  ■  一   一

@  1（25．O％）

．．、．叩㍗．．．．．、．！．．、、．．1  3（75．O％） ヨ14、           」

」
 表6－16によると、いずれの割り込み発話についても、NS－NNS会話で

の方が割り込み時に相手に視線を向ける比率が高くなっていることが分る。

特にNS－NNS会話の母語話者について、 NS－NS会話との間でX2検定を

したところ、ターンの重なりを除いた割り込み発話について有意差、あるい

は有意傾向が認められた（早めの発話開始：X2：21，246，P＜．O05、ター

ン取りのための割り込み発話：デ＝13，500，P＜．O05、差しはさみ：ズ

：3，540，p＜．10（有意傾向）、働きかけの割り込み発話：X2＝2，679，

P＜こ．O05） 。

 なお学習者と話した母語話者同十の会話の結果は、表6－17のようになった。

 表6－17によると、資料1から4のNS－NS会話と比べて全体的に視線を相
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手に向ける比率が多くなっていて、NS－NNS会話での母語話者の視線行動

と比較すると、早めの発話開始、ターン取りのための割り込み発話、働きか

けの割り込み発話の3つ1］で、学習者と話をしたNS－NNS会話での方が、

母語話者同士で話した資料よりもいずれも視線を向ける比率が上がっている

ことが分る。

        表6－17 割り込み発話時の聞き手の視線行動：

           学習者と話した母語話者同士の会話

割り込み時に 割り込み時に

割り込んだ聞き手が 割り込んだ

聞き手が話し手に

計；

話し手から

視線をはずす 視線を向ける

早めの 資料9＆10 37（45．6％） 44（54．3％） 81

一 一 ■  ■  ■ ‘ ‘ 一 一  一 一 一 ． ‘ ．  ．  ・ 一 一 一 一 一  ． ・ 一 一
一   ■  ’   ’   一   一   ’  一   ■   一   一   一   ‘  ．   一   一  一  I   ■  ‘   ’   ’   ’

一   ■   ■   ‘   一   一   一   一   一  1   ■   一   1   一   ’   ’  一   一   一  ■   ．  ’   ■

発話開始 17（36．2％） 30（63．8％） 47

ターン取りのため
資料9＆10 30（47．6％） 33（52．4％） 63 1

l11簿轟1煽轟
一  一  一  一  一  一  一  ■  ．  一  一  ’   一  一  ・  ‘  一  ‘  ．  一  I  ．  一  ’ 一  I   一   一   ’   一  ■  一   ．  一  一   一  一   ■   ■  一  ‘   一   一   一   一   一   I

の割り込み発話 17（34．7％） 32（65．3％） 49

資料9＆！0 O 1（100．0％） 1 1

差しはさみ ’  一  ．  一  一  一 ・ ・ I  一  ・ 一 一  一  一  一  一  ■ ’  一 ’  ・  ・ 一 ■
■  一   ’   一  一   一   ‘  一  ■   一  一   ■   ‘  ．  一   1   一  ■   一  一   ‘  一  一  一 一  ’  ‘  一  ‘  一  一  一  一  一  ■  一  一  ‘   ’  ・  一  一  ’  一  ’  一  一 I．．一．．．、、

P

2（33．3％） 4（66．7％）
  16 i

1

働きかけの
資料9＆10 11（34．4％） 21（65．6％） 321

’  ‘  一  一  一  ■  ■  ’  ．  L  一  一  一  I  ■  ．  ’  一  ．  一  ’  ’ ・  一   一  一   一   ’   ’  ‘   一  一  一   一  一  一   一   ’  一   一  一  ‘   一   一  I    ヨ[ 一 一 一 一 ‘ ‘ 一 一1

割り込み発話
．．一 鼈鼈

0（！1．4％）� 7（87．5％）�
 『32 1�

ーンの� 料9＆10� � （100．0％）�  『�

  ■  一  1  ．  ．  I  ■  ■  一  ■  一  1  ユ  1  I  一  ‘  ‘  一�   I   ．  」  ＿   L  1  一   ■  ■  ’  ．  ・  I   一  ’  ．  ’  一  一  一  ‘�

なり�
．三’、7－1－1・1・1�

（25．O％）� （75．O％）� �

以上のことから、少なくとも、早めの発話開始とターン取りのための割り

み発話では、通常のNS－NS会話では割り込む際に相手から視線をはずす

とが多いのであるが、NS－NNS会話の母語話者は視線を相手（ここでは

習者）に向けたまま割り込みをしている、と言うことができる。また働き

けの割り込み発話についても、通常のNS－NS会話では、他の割り込み発

と違って聞き手が話し手に視線を向けたまま割り込むことが多かったが、

S－NNS会話の母語話者は、より一層、相手に視線を向けて働きかけの割

】差しはさみとターンの重なりは、資料9と10はともに一例しかないために、比較はできない。
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込みを行っている、 いうことが明らかになった。

－3．3－2 割り込み時における割り込まれる話し手の視線行動

まず割り込まれる話し手の先行の発話での視線行動、さらに第5章で見た

料1から4のNS－NS会話での結果もあわせると、表6－18のようになった。

6－18 り込みの先行の発話における視線行動

�

行発話の話し手が割

闕桙ﾞ聞き手から 

巨?�ﾍずす�

行発話の話し手が割

闕桙ﾞ聞き手に視

?�?ｯている�

計（

j内は

s明�
S－NNS会話平均� 6（17．O％）� 8（83．O％）�

語話者＊（47）々

�h砺㍗1、�

  1（2．1％）I  一  一  ■  ‘  I  1   ．  o  一  ’   ．  1   I  ■  一   ‘  ’  ．   ■  1  ＿   ’  ■  ．  ■  ■  一 

@15（31．9％）�

 46（97．9％）一  ‘  ’  ．  一  I  一  一  ．  一  ■  一   一  ’  ’  ．  ■  ■  ■   ‘  ’  ’  ■  一   I  －  I 

@32（68．1％）�

4�

S－NS会話平均� 9（39．7％）� 4（60．3％）� 3�

S－NNS会話平均� 4（25．0％）� 1（74．0％）�
！ターンー 取りの 

ｽめの割

闕桙ﾝ 

@発話�

母語話者（47）㌻

h榊榊簿�
 5（10．6％）一  一  ■  1  一  一  ‘  一  ■  ・  ‘  ’  一  一  一  一  ‘  ．  ．  ’  ■  一  I  一  一  ’  一  一 

@19（38．8％）�

 41（87．2％）一  ‘  ’  ’  ■  一   一  I  －  I  ’  ■  ■  一  一  ■  一  一  ‘  ■  一  一  ■  ・  ‘  ’  一 

@30（61．2％）�

6（

I）�

S－NS会話平均� 2（46．2％）� 9（53．8％）� 1�

S－NNS会話平均� （30．8％）� （69．2％）�

しは

ｳみ�

母語話者（7）汀

z寮1爾；；ξ；≡；…l1�

  ！（14．3％）一  一  一  一  一  一  1  ．  I  一  ’  一  ‘  ’  一  一  1  一 一  ．  一  ’  一  一  一  一  一  一 

@3（50．O％）�

 6（85．7％）一  ’  一  ■  一  ■  1  一  一  1 一  一  ’  ’  ’  一  一  ■  一  一  一  ‘  ■  一  一  一  ． 

@3（50．O％）�

3�

S－NS会話平均� 0（50．O％）� 0（50．O％）� 0�

S－NNS会話平均� 2（33．7％）� 3（66．3％）�
きかけ 

ﾌ割
闕桙ﾝ 

ｭ話�

母語話者（7）一  一 ■  一  ’  一  一  一  一 一  ・ 一  ・  ‘ ．  I  一  一  一  一  一  一 一�
  1（14，3％）‘  ’  ‘  ．  一  一  ．   一  ’  一  一  一  一  ‘  一  一  ．  ■  ■  ■  一  一  ‘  ‘  ．  ■  ’  一 

@31（35．2％）�

 6（85．7％）’  ’  一  ．  ■  ■  ■  ’  ‘  ■  一  一   I  』  L  一  ’  1  一  一  一  I  一  ’   ’  I  1 

@57（64．8％）�

5�

S－NS会話平均� 8（36．0％）� 2（64．O％）� 0�

S－NNS会話平均� （25．0％）� （75．O％）�

ーンの 

�ﾈり」

�

徴語話者（4）榊

h｝榊琢�
  ！（25．O％）■

@  一  ‘  ’   ’  I  ■  ⊥  ’  ’   ．  ■  一   一  一  ．  ‘  ’  ■   1  ■  」  ■  ’  ’  ‘  ■  ． 

@ 1（25．0％）�

 3（75．O％）■

@ I  ‘   I  ’  ’   ．   ■  1  一  ’  ’  ’  ■  ■  ■  一  ■  一  ■  ’   一  1  ．   ■  L  ⊥ 

@3（75．0％）�

�

S－NS会話平均� （20．0％）� （60．O％）� �

＊ここで母語話者というのは、学習者に割り込まれる前の母語話者の発話部分での視線行

・また学習者というのは母語話者に割り込まれる前の学習者の視線行動をさす。
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 まずNS－NNS会話中で母語話者と学習者の視線行動について見てみると、

いずれの割り込み発話の場合でも、母語話者は学習者に比べて多くの視線を

相手に向けていることが分る。つまり学習者に割り込まれる前の母語話者は、

母語話者に割り込まれる前の学習者よりも、多く視線を相手に向けている。

またNS－NS会話とNS－NNS会話の母語話者とで比べて見ると、ここでも

NS－NS会話に比べてNS－NNS会話の母語話者の方が、どの場合でも割り

込まれる側が割り込まれる前に相手を見ているということになる。

 このことから、割り込まれる前の母語話者は、学習者を見ていて、そこに

割り込まれるということになる。

 次に割り込まれた直後の割り込まれた側の視線行動を表6－19に示した。こ

こで母語話者というのは、学習者に割り込まれた後の母語話者の視線行動を

表し、また学習者というのは、母語話者に割り込まれた後の学習者の視線行

動を表している。

 ここでもまずNS－NNS会話において、学習者に割り込まれた母語話者の

方が、母語話者に割り込まれた学習者よりも多く視線を相手（ここでは学習

者）に注いでいることが分る。またNS－NS会話とNS－NNS会話の母語

話者との比較では、働きかけの割り込み発話を除いて、NS－NNS会話の母

語話者の方が割り込まれた後に相手を見ている比率が高くなっている。働き

かけの割り込み発話については、学習者が働きかけの割り込み発話を用いた

数が少ないので、ここでははっきりしたことは述べられないと考えられる。

 なお、5．3．3．3で差しはさみは、早めの発話開始やターン取りのための割

り込み発話と違って、差しはさんだ直後に相手から視線が得られていない傾

向が見られたことを述べたが、本章でのNS－NNS会話での差しはさみはあ

まり数が多くないこともあり、明白にそれを検証することはできなかった。
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表6－19 割り込み直後の、割り込まれた側の視線行動

割り込み直後に

р闕桙ﾜれた側が

@視線をはずす

割り込み直後に、割り

ｱまれた側が割り込んだ

且閧ﾉ視線を向ける

 計

i）内．
ﾍ不明1    ■

NS－NNS会話平均 14（14．9％） 80（85．1％）

早めの  母語話者榊（47）     ｝T『 F［［H・［、．τ， 一f ，f［H－11τf†発話開始，一率習資㍗移7）、≡、＝、   2 （4．3％）         45 （95．7％）■  一  I  ．  一  1  止  ．  I  ■  」  L  I  ’  一  一  I  止  一  I  ■  一  1  ’     ．  ユ  ＾  1  L  一  ⊥  一  ■  I  一  一  1  L  ‘  ■  ’  一  ■  一  I  ⊥  ＿  ＿  ’  1  I  1  L  ＿

@！2 （25．5％）        35 （74．5％）

   ！94 1   ■   ，   一

NS－NS会話平均 25（34．2％） 48（65．8％） 73

11（11．5％） 84（87．5％）ターン  NS－NNS会話平均
謔閧ﾌ      母語話者（47）ための     ’＝㍗w・㍗w㍗㍗＝＝㍗’＝㍗㍗一；割り込み」

ｭ話 i

  4（8．5％）■  ．  ’  1  1  ‘  ’  一  ．  ‘  ‘  ．  ■  ■  I  I  ．  ‘  一  ■  1

@ 7（14．3％）

    42（89，4％）一  ‘  ‘      ’  一  ■  一  ‘  ’  ’  ■  ’  一  ・  ’  ‘  ■  I  ■  一  ‘  一  ■  ■  一  一  一  ‘  一  一  ■  一  ．

@   42（85．7％）

96
i！）

NS－NS会話平均 22（24．2％） 69（75．8％） 91

NS－NNS会話平均 ！（7．7％） 12（92．3％）

差し

ﾍさみ

 母語話者（7）

C㌻鏑幾頂1桑撃

    O
e  一  一  一  一  一  一  一  一  I  ‘  一  ‘  ’  一  ■  ・  一  一  一  一  ■  一  一

@ 1（！6．7％）

   7（100．0％）’  ■  一  一  ■  一  ’  ■  ■  一  一  ‘  ‘  一  一  一  一  一  ’  ’  ■  一  ■  一  ’  一  ’  ■  I  －

@  5（83．3％）

   」

I3

！0（50，O％） 10（50．O％） 20

NS－NNS会話平均 29（30．5％） 66（69．5％）
≡1働きかけ，一 の  1

р闕桙ﾝ

@ 発話

 母語話者（7）
A一・鼈黶ｧ㍗＝T－I「㌃㍗一一丁・T 黶≠P

  2（28．6％）一  一  一  ．  一  一  一  一  ’  ■  一  一  ．  一  1  ■  一  一  一  一  ‘  ‘  ‘  ’

@27（30．7％）

   5（71．4％）■  一  ■  ．  ’  ．  一  ■  一  I  一  ‘  ■  ■  一  ■  ■  ．   一  ■  ■  一  ■  一  一  ■  ’   ■  一  1

@  61（69．3％）

95
i1）

NS－NS会話平均 14（28．O％） 36（72．O％） 50

NS－NNS会話平均 2（25．O％） 6（75．O％）

ターンの

dなり  母語話者（4）
P■、一、一．，’，：丁：＝7＝一、τ．一一、一：＝’■，I一丁、一＝・■・＝

    O
?  ■   一   1   ’   ■   1   一   一   ．   1   ’   ’   一   ．    一   ■   I

@ 2（50．O％）

   4（100．0％）

? I  一  ’  L  一  ’  一  一  一  ’  ‘  一  一  ■  一  ・  ’   ’  一  一  1  ■  ■   一  一  ■  ．  一  I

@  2（50．O％）

8

NS－NS会話平均 O 5（100，O％） 5

＊＊ここで母語話者というのは、学習者に割り込まれた後のの母語話者の視線行動、学習者

というのは母語話者に割り込まれた後の学習者の視線行動をさす。

 以上ここまで、NS－NNS会話での各割り込み発話と視線行動について見

てきた。それをまとめると、次のようなことが言える。

 著しい特徴として、割り込み発話をめぐっても全般的に母語話者が相手

（学習者）に視線を送る比率が高くなっているということが挙げられる。

NS－NS会話では早めの発話開始やターン取りのための割り込み発話の場合、
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普通の話者交替と同じように割り込んでターンを取ろうとする参加者が視線

を相手からはずす傾向が見られたが、NS－NNS会話では、この二つの割り

込みの場合でも、母語話者は相手に視線を向けたまま行っていることが明ら

かになった。また働きかけの割り込み発話の場合は、NS－NS会話でも聞き

手としての視線行動と同じで相手に視線を向けたまま割り込まれることが多

かったが、NS－NNS会話の母語話者の場合では、その比率がさらに高くなっ

ていることが観察された。

 また同じ母語話者が母語話者同士で話した場合と学習者と話した場合とを

比べると、学習者と話した場合の方が、各割り込みでも視線を向ける比率が

多くなっていることが明らかになった。

6．3．4 NS－NNS会話における各割り込み発話の特徴や機能

 この節では、各割り込み発話がNS－NNS会話ではどのように現れるか、

その特徴や機能について述べていく。

6．3．4．1 早めの発話開始

 早めの発話開始は、ターンが完了する直前に、完了することを見越して新

たなターンを割り込ませるものである。倒置や付け加えのことばなどがある

場合や、ターンの完了が予測できる場合に起こる。

 NS－NNS会話での用いられ方は、母語話者では働きかけの割り込み発話、

ターン取りのための割り込み発話に次いで第3番目、学習者ではターン取り

のための割り込み発話と並んで第1番目という結果になっている。

 NS－NS会話においては、この早めの発話開始はターンの完了を見越して

新しいターンを開始させるタイプのものが多く、また視線行動の面からは、

通常の話者交替と同じように、割り込んで新しいターンを始めようとしてい

る会話参加者が相手から視線をはずす、ということが観察された。

 NS－NNS会話においては、母語話者も学習者もほとんどがターン完了の

予測ができるような場合の発話開始が多かった。
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 視線行動について、母語話者は、新しいターンを割り込ませる場合でも相

手（学習者）から視線をはずさないケースが目立ったのが特徴である。例

（1）でその様子を見てみる。

（1） （学習者が夏休みは悲しかったと述べている会話）

頭

視

→JF6

LF2

視

 頭

頭

視

JF6

→LP2

視

 頭

 確認するような手ぶり  ○。           。。。

わかりまし／わかったんです1よね↑      ウ＃Y16 あ、わかりません

       ＃P151うん〃わかっノわかりませんでし；た

           首の横ふ り

         ○○                  ○。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 i斜め）一一一×一一一一一一一一一一一一

でした ノわからないけど悲し1かった                  ；あっ

  1うん    ＃P16！うん〃はい（p1．5）そ一私のボーイフレンドは1ノ

ー一＿一一＿一＿＿一一＿＿＿＿一一一一一 i斜め下）一一’一一’一一一一一一一一一．一

   〇

                     （資料8「悲しい夏休み」）

 例（1）では学習者が「夏休みは悲しかった」と述べたのに対し、母語話

者が何故か、その理由はわかっているのかと質問している部分である。その

質問に学習者は言い間違えなどをしたために、わかっているかわかっていな

いかはっきりしなくなっている。そこで母語話者がここまでのやり取りをま

とめるように「あ、わかりませんでした、わからないけど悲しかった」と発

話を割り込ませている。このときJF6の視線はずっと学習者に向けたままで、

学習者の言おうとしていることを何とかくみ取ろうとしているようである。

 学習者の側は、同じように早めの発話開始をする際に、通常の話者交替と

同様に、相手に視線を向けるよりもはずす方が多かった。例（2）にその様

子を示す。
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（2） （料理を自炊するかどうかの話題）

 頭

視    （斜め）一一一×一一一一一一一一＿＿＿＿一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿

冊5 A94＝う一ん／えっ自分で一ノ作ることが多いんです1か↑／ごはんを

→LF1                   ．＃B981そういつも自分で作るとこです

視一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一×一一一一一一一一一一

頭
                          o
                      （資料7「マレーシアのカレー」）

 （2）ではJF5が「自分で作ることが多いんですか↑ごはんを」と言って

質問している。このとき「ごはんを」の部分は倒置されたことばであるため

に、学習者のターンが早めに割り込まれている。このときの学習者の視線行

動は、普通の視線行動と同じように、いったん相手から視線をはずしている

ことが分る。

 早めの発話開始の機能としては、母語話者同士の会話でも述べたように、

会話参加者の積極的な関与と言うことができる。

6．3－4．2 ターン取りのための割り込み発話

 ターン取りのための割り込み発話は、NS－NNS会話で母語話者も学習者

も比較的多く用いている（母語話者が197例のうち49例、学習者が115例の

うち47例） （表6－13参照）。

 ターン取りのための割り込み発話での視線行動は、NS－NS会話では通常

の話者交替に近いものがあったが、今回見たNS－NNS会話では、母語話者

も学習者も、割り込んでターンを始める際に相手から視線をはずさない方が

多かった（母語話者は65．3％、学習者は55．3％）。TRPではないところで、

相手の発言権を取って新しいターンを始めるような場合でも、視線を相手に

合わせながら行っている様子が見て取れる。この様子を実際の例で見てみよ

う。

（3） （日本人σ）男子学生はボーイフレンドとしてどうかという話題）

頭

視

→JF6

 LF2

視

 頭

頭

視

JF6

LF2

視

頭

   相手と自分をさす    。。。     。     横ふり

、． р烽ﾋ26才です              うん＃Y211好きじゃない↑二
 ．．〃うんそうです、え一日本人のお、男の人ノえ一学生の／ 日本人1

一一一… i前）一一一一一一一一一一一一一×一一一一一一一一一一一一一（前）一一一一一一

 首実き出し○             手でさす     手ぶり

        手で下の方をさす      。

         ＃1うんでも年が下↑

P21＝noあっOK好きです1うん〃11、じゅ、じゅつ、no
 一一一一×一一一一（前）一一一一一一一×一一一（前）一一一一一一

  手ぶり     手ぶり        手ぶり

                     （資料8「悲しい夏休み」）

 （3）の例では学習者LF2が「日本人の男の人、え一学生の日本人」と言っ

て日本人の学生について何か言おうとしているのだがなかなかうまく言えな

いでいるところに、母語話者が助け船を出すような先取りで「好きじゃない

↑」と割り込んでいる。ここでの母語話者は、じっと学習者に視線を向けた

ままである。学習者の方の視線行動は「．．学生の日本人」と言ったところで

視線を相手からはずしているので、おそらくまだ発話を続けようとしていた

のだろうことが窺われる。

 また後に割り込みの機能のところでも触れるが、NS－NNS会話では（3）

のように、ターン取りのための割り込み発話であっても、母語話者が学習者

を助けるような形でなされる先取りや確認、質問などが多く見られた。この

ようなものでは、視線行動も学習者に視線を向け、反応や表情を確認しなが

らなされていることが観察されるのである。

 しかし、同じターン取りのための割り込みでも（3）のように母語話者が

学習者の発話を補うタイプのものとは違って、次の（4）の話し手のターン

の妨害の割り込みの場合は、相手から視線をはずしている。
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（4） （LF1の友人が東京へ行っているという話題）

 頭    ○。        ○。
 視  一一一…一一…一一（斜め）一一×一一一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一× 一一一一一一一一一一

→JF5       ＃1あ一東京へ↑〃う一ん    うん A53110月からはまた金沢

 LF1 ．．昨日あさ一〃1うん友達とあの一約東あるですから、うん1ぼっ

 視  一一一×一一一一一一……一一一一一一一一一一一一一一一一…（斜め）一一一一×一一一一一一一一一

 頭                          ぶつかったところで凝視しあう

頭

視

A
B

視

頭

大学にいるんですか↑／l Bさんは   A54＝はい

          ＃B54110月から↑／私↑＝

（資料7「マレーシアのカレー」）

 例（4）では、ここまでに二人はLF1の友人の留学生Rのことを話題にし

ていて、昨日の朝Rは東京へ行っていて今は部屋にいないという話をしてい

る部分である。LF1が「．．．友達とあの一約束あるですから、うん、ぼっ」

と何かを言いかけているところに、JF5が「10月からはまた金沢大学にいる

んですか↑Bさんは」と、それまでの話題と関連のない発話を割り込ませた

ために、LF1は自分のターンを断念している。

 ここでの視線行動はまずLF1が「．．．約束あるですから、うん、．．」と言っ

たあたりでそれまで母語話者に向けていた視線をはずしているので、ここか

らまだ何かを言おうとしていた可能性がある。そこに割り込んだJF5の視線

は、いったん学習者から視線をはずして、そして割り込んでいることが分る。

 次に、ターン取りのための割り込み発話の機能について調べていく。

 第5章で述べたように、ターン取りのための割り込み発話の機能には、1）

話し手のターンの妨害、2）話し手のターンの継続、3）話し手のターンヘの

支援（情報の要求や提供、訂正や確認、調子合わせなど）、4）話し手と協

働、の4つがある。NS－NNS会話でのこれらの機能と出現数を、表6－20

に示す。

 これによると、NS－NS会話では話し手のターンの継続（39．6％）と話
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し手のターンヘの支援（35．2％）が多く、話し手のターンの妨害（16．5％）

は少なかった。一方、NS－NNS会話で最も多かったのは話し手のターンの

継続で、母語話者、学習者平均で57．3％、学習者のみでは80．9％にものぼ

る。また母語話者だけを見ると、学習者のターンを支援するタイプの機能が

多く観察された（57．1％）。話し手のターンを妨害するものは8．3％と少な

かった。

   表6－20 ターン取りのための割り込み発話の機能と出現数：

          NS－NNS会話とNS－NS会話
機  能 NS－NS会話

総数（96） 8（8．3％）

話し手のターンの妨害 母1吾話者（49） 4（8．2％） 15（16．5％）
1・1τ：τ1－1？？1三：葺■＝；＝一・一・了・τ：■・： 一   ‘   ’   ’   ‘   一   ■   ■   一   一   一   一   一   一   ‘   一

4（8．5％）

総数（96） 55（57．3％）

話し手のターンの継続 溺吾話者（49） 17（34．7％） 36（39．6％）

榊榊榊
P1 ’   一   一   I   一   一   一  一   一   一   一   一   一   一   ’   一

38（80．9％）

総数（96） 32（33．3％）

話し手のターンヘの支援 鵠香話者μ9） 28（57．1％） 32（35．2％）

， ＾ ＾ ＾ ・ 一 ． ‘ ＾ ・ 一  ．  一一

4（8．5％）

総数（96） O

話し手と協働 母；吾話者（49） O 7（7．7％）

片片 守、 、 ｝ 一 一 ＾、¶ n ｝π

0

不明 1（学習者） 1（1．1％）

総数（96） 96

合計 母1吾話者（49） 49 91

47

 表6－20によると、母語話者は話し手のターンヘの支援の割り込み発話を多

く用いていた。学習者のターンに対して、情報を提供したり、確認したり、

先取りしたりする割り込み発話で支援するのは、上に述べた例（1）や（3）

にも見られるもので、母語話者が母語話者としての役割を果たそうとする現

れかと思われる。
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 一方学習者の方は、話し手のターンの継続の機能が多く用いられていたが、

このタイプの割り込み発話は、話し手のターンの内容を継続し展開するタイ

プのもので、通常の話者交替に比べると言ってみれば早すぎる発話開始、と

呼べるものである。学習者のこのタイプの割り込み発話の用い方を例（5）

で見てみよう。

（5） （留学生の指導教官とどのように話をしているかについての話題）

 頭         ○。。                 「互い」の手ぶり

 視一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿．．．．＿．

 JM6    ＃T591うん、そのC大の先生とは1〃どのくらいコミュニケー1ション

→LM2話せますか↑1〃オーケー        （吸気）      N601あ一との

 視  ×一一…一 一一一一一一一一一一一一一（斜め前）一一一一（正面）一一一一

 頭      。。。。

 頭
 視  一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一（手元）一一×一一一一一…一一．．．．一．．

 JM6               1うん         1うん
 LM2 ぐらい、そうです、あの一／〃あ一C大学1で一〃えい（p L2）C大学へ1〃

 視一一一一一一一一一一一一一一（手元）一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

 頭         首倒ナ             。
                      （資料6「能登へのドライブ」）

 例（5）では学習者の日本語がまだ必ずしも十分でないために、C大学の

指導教官とはどのように研究の話などをしているのかということについて話

している。ここで母語話者であるJM6が「そのC大の先生とはどのくらいコ

ミュニケーション」と言っている途中で学習者LM2が「あ一どのくらい、

そうです、あの一＿」とターンを取って話し始めている。母語話者はたぶん

「どのくらいコミュニケーションできるんですか」などと質問しようとして

いるのだと思われるが、学習者はターンの完了を予測して割り込むことがで

きたというよりは、 「どのくらい」という部分にのみ反応して自分のターン

を開始していると考えられる。このように学習者のターン取りのための割り

込み発話には、ターンの完了を見越した割り込みというより、学習者にとっ

て捉えやすかった発話の部分に反応して、早すぎるターンの開始をしたよう

な割り込みが目立ったことが一つの特徴である。
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6．3．4．3 差しはさみ

 本章で扱うNS－NNS会話で、差しはさみの例はあまり多く見られなかっ

た。割り込み発話合312例のうち差しはさみは13例（4．2％）で、母語話者

によるものが6例、学習者によるものが7例であった。したがってここでは、

NS－NNS会話での差しはさみに見られる特徴といったことはあまり指摘す

ることができない。

 また視線行動についても、NS－NS会話に見られたような、差しはさみで

は割り込まれた側が他の割り込み発話に比べて視線を送っていないというよ

うな現象は確認できなかった。

6－3－4．4 働きかけの割り込み発話

 働きかけの割り込み発話は、聞き手が話し手のターンに発話を割り込ませ

るが、ターンを取ることはなく、そのまま現在の話し手が話を続ける。また

割り込まれた働きかけの割り込み発話は、話し手のターンに対してあいづち

と違って実質的な働きかけをする、というものを指す。またNS－NS会話で

は働きかけの割り込み発話に対して、話し手がターンの中で何らかの応答を

することが多く見られた。

 本章のNS－NNS会話では、312例のうち95例観察され、母語話者が用い

たものが88例、学習者が用いたものが7例と、圧倒的にほとんど母語話者が

用いていることが分る。この理由として考えられるのは、6．3．2でも述べた

ようにNS－NNS会話の資料では学習者が長いターンを取って、母語話者の

方が聞き手となって聞いているような会話が多かったことが挙げられる。し

かしさらに、学習者の日本語能力の不十分さを、働きかけの割り込み発話で

補いながら聞いている可能性がある。この点について、ここで用いられた働

きかけの割り込み発話の機能を分析することで、検証していきたい。

 働きかけの割り込み発話の機能としては、1）情報の要求や提供、2）同意

の要求や提供、3）訂正や確認、4）感想や補足などのコメント、5）話の盛

り上げや調子合わせ、6）先取りや先取り唱和、6）その他（独り言や促しな
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ど）、が挙げられる。これらの機能の出現数を、表6－21に示す。

表6－21 NS－NNS会話での働きかけの割り込み発話の機能と出現数

働きかけの割り込み発話の機能 NS－NS会話

総数（95） 32（33．7％）

情報の要求や提供 母語話者（88） 27（30．7％） 12（24％）

，，，H・ 斤“〒，一，干．，一．1■．、・ 一   ‘   一   ■   ■   I   一   一   一   ’   一   ■   一   一   一   一   ．

5（71．4％）

総数（95） 3（3．2％）

同意の要求や提供 母語話者（88） 1（1．1％） 4（8％）

1・三1無：ξ＝一＝番＝τ；？：？ξ1王1｛烹：■・r・”・。：

2（28．6％）

総数（95） 33（34．7％）

訂正や確認 母語話者（88） 33（37．5％） 1（2％）

．、．，， ｝i甲一一 ・ 一一一一・ 一 一   一   ‘   一   ．   ’   一   ’   ・   ・   ■   ‘   ■   ’   ■   一   一

0

総数（95） 9（9．5％）

感想や補足などのコメント 母語話者（88） 9（10．2％） 13（26％）
。＝3書：7？1榊1汀ヌ・＝・珊・，・㍗得マ1■1－1・． ■   一   ．   一   一  一   一   一  一   一   一   一   一   一   ’   一   ’

0

総数（95） 1（1．0％）

話の盛り上げや調子合わせ 母語話者（88） 1（1．1） 6（12％）

，一一一・ “一一一一 ・一一〒干w，
■   ■   一   一   1   ■   一   一   一   I   一   一   ■   一   I   一   一

0

総数（95） 16（16．8％）

先取りや先取り唱和 母語話者（88） 16（18．2％） 11（22％）

1＾■■一I＾＾＾＾ ， ＾＾＾＾＾ ＾
・   一   ‘   一   一  ・   一   ・   ・   一   一   ’   ’   ‘  ．   ■  一

O

総数（95） 0

その他 母語話者（88） 0 3（6％）

0

総数 95

合計 母語話者 88（不1） 50
・：τ：τ：τξ：洲1㍗：洲・？・那・7：■：韓τ：三1：一 一   一   ・   ’   ・   一   1   ’   ■   一   一   一   一   ・   一   一   一

7

 表6－21によると、NS－NNS会話で働きかけの割り込み発話で母語話者

が用いた88例のうち、最も多かったのが訂正や確認の機能をもつものである

（37．5％）。次に情報の要求や提供（30．7％）、そして先取りや先取り唱

和（16．8％）の順になる。学習者が用いた働きかけの割り込み発話は、数が
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7例と少なく、その中では情報の要求や提供が5例（71．4％）となっている。

 一方NS－NS会話で多く用いられていたのは情報の要求や提供、感想や補

足などのコメント、先取りや先取り唱和の3つである。NS－NNS会話の母

語話者が多く用いた言下正や確認の機能をもつものは多くない。

 これをまとめると、NS－NNS会話で母語話者は学習者の話に訂正や確認、

情報の要求や提供、あるいは先取りをしながら聞き、学習者の方は情報の要

求や提供をしながら相手の話を聞いているということになる。この様子を、

例で見てみることにする。

 まずNS－NNS会話の母語話者が多く用いていた訂正や確認の働きかけの

割り込み発話を用いた会話の例を（6）に示す。

（6） （学習者が夏休みの旅行で広島へ行きたかったとレ）う話題）

（舳は話し手の応答部分）

頭

視

JF6

LF2

視

頭

 頭

 視

→JF6

 LP2

 視

 頭

自分をさす  髪に手      ○。

（斜め）一一×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一×一一一一一．

私も行ったことありま1す（笑い）う一ん

      ＃P621あ、あ一〃とてもきれいな所〃ソー、ヤー／う一ん〃広島へ

×一一一一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿

           。  横ふり

 首実き出し             ○。。

＃i広島も行ったんですか↑  ＃1あ、行きたい↑

〃ノiたい、い、い、いったい／いったい1が〃あ、鰍、行きたいが、う一ん

一一 ~一一一一一一（斜め）一一一一一一×一一一一一（斜め下）一一一一（斜め）一一

                     ○       ○
                     （資料8「悲しい夏休み」）

 この例では学習者が夏休みにいろいろな所へ車で旅行したが、広島へは行

きたかったが疲れたので行かなかったという話をしている。ここで学習者が

「（広島へ）たい、い、い、いったい．．．」と発話しているが、母語話者は

「あ・行きたい」と働きかけの割り込みをして、正しい言い方にさりげなく

訂正している。また学習者の方もそれに応答して、 「あ、行きたい」と言い

直している。またこのときの視線行動に注目すると、働きかけの割り込み発
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話をした母語話者はじっと学習者の方に視線を向けたまま発話しているし、

また割り込まれた方の学習者も母語話者からはずしていた視線を、母語話者

の働きかけの割り込み発話がなされたところで、母語話者の方に向けている。

 もう一つ例を見てみよう。

（7） （学習者の配属先の大学寮の方が部屋が広いという話題）

頭

視             一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一  一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

JM5

LM1．．．とても新しいです／え一つとう一ん／きれいな部屋え一〃ちょっとう一ん〃B大学の

視  一一一一一一一一一一一一一一一一一×一一一一下一一一一一一一一一一一×一一一一一一一一

頭                    ○。        留学生会館を指さす

頭

視  一一一一一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一一

JM5                 ＃1広い↑

LM1部屋え一／〃え一／よりえ一C大学部屋え一1〃鮒／広いです広い／あ一とてもえ、＿

視  一一一一一一（斜め）一一一一一×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一（斜め）一一一×…

頭                    ○。。
                      （資料5「金のしゃちほこ」）

 例（7）は学習者LM1が自分の配属先の大学の寮の方が、今の寮より新し

くて広いという話をしているところである。しかしこの学習者の話は語彙が

思い出せなかったり、繰り返しなどが多くてなかなか進まない。そこで母語

話者であるJM5が、LM1のrC大学部屋え一．．．」というところに先取りす

るように「広い↑」と働きかけの割り込み発話を割り込ませている。これに

よって学習者の話が展開し、また母語話者が学習者の話に参加していること

も表されている。ここでの視線行動は、互いに視線を合わせている。

 また学習者の方がこの働きかけの割り込み発話をうまく使って、会話を弾

ませていることもある。例（8）に示す。

 例（8）では母語話者の方が自分の夏休みの話をしていて、これから行く

予定のペルー旅行は代金が高いという話をしている。そこにLF1が「うん、

何日↑」と質問の働きかけを行い、それに母語話者が応答している部分であ

る。これにより、学習者はただ母語話者の話を一方的に聞くのではなく、積
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極的に関与したことになる。ここでの学習者は、視線を母語話者に向けて、

働きかけの割り込みを行っている。

（8） （母語話者が夏休みにペルーに旅行に行く話題）

 頭

 視

JP5

→LP1

視

 頭

頭

視

JP5

LF1

視

頭

一一…一一一一一 i斜め）一一一×一一一（斜め）一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一一一

A37二全部で40万ね一1〃 飛行機〃 うんと、代も含めて飛行機代と／宿泊代

        ＃1うん／何日↑うん            うん  そう

○          ○    ○

               ○。
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 i斜め）×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿＿＿

泊まる／お金も全部入れて40万で顯＝  A38＝10日間↓＝
 うんうん   そう       B38＝10日間↑＝

’’’…‘一一’一一0…’‘’一一一一…一一一…一一一一一一一一一一一一一一一…一 i斜め）一一一一一一

（資料7「マレーシアのカレー」）

 今回見た資料には出てこなかったが、ことばの意味を学習者が働きかけの

割り込み発話で質問し、それに母語話者が応答する、というようなものもあ

る。このような働きかけの割り込み発話は、学習者の日本語力の不十分さを

補って、かつ会話を活性化させる働きをするのである。

 ところで上に述べてきたのは、働きかけの割り込みが行われその働きかけ

に対して応答が返されている例である。しかし働きかけがなされてもうまく

投げ返さないために、働きかけの割り込み発話の効果がうまく現れずに、会

話が活性化しない場合もある。例（9）に示す。

（9） （大学の寮の部屋の設備についての話題）

 頭

視

→JM5

LM1
視

頭

         口を動かす    口に手をあてる

                 ＃1あります↑〃あ一
．． Lいです広い／あ一とてもえ一テレビ〃テレビ／と一1え一／／はいテレビ／テレビと

一一…一一…一一一一一 i斜め）一一一×一一一一一一一一一…一一一一（斜め）一一一一一

                     ○。。
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頭           ○。
ネ見   一一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

JM5           うん     ＃1キッチン↑   1エアコン↓あ一
LM1／お手洗いノと一／う一んお風呂〃と一う一ん〃／何↑1〃エアコン↑エア1コン．．．．

視  一一一一一一一一一×一一一一一（斜め）一一一一×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

頭           ○。。  数え上げる動作

                      （資料5「金のしゃちほこ」）

 頭

 視

→JF6

 LF2

視

 頭

○。     ○。

     ＃1まで一（p1．5）賦（p1．3）で一／／車を／で帰ってきました、あ一

ここから舞鶴へ1〃 電車で／行った↑〃え一車で／〃帰りました〃うん

戻る手ぶり   ○。

     （資料8「悲しい夏休み」）

 例（9）では、学習者LM1が、大学の寮の設備について数え上げるように

して母語話者に説明している部分である。学習者が「テレビ、テレビ」と繰

り返すので、母語話者が話題を促進しようと「あります↑」と働きかけの発

話を割り込ませた。しかし学習者はそれに対して「はい」とは応答している

が、その後もずっと一つ一つの設備を数え上げ続けている。

 この例は、働きかけの割り込み発話の投げ返し方によってはもう少し会話

の展開が違ってきたのではないかとも思われるものであり、あまり母語話者

の割り込み発話が学習者のターンの支援には役立たなかった例である。

6．3．4．5 ターンの重なり

 ターンの重なりは、二つのターンが同時進行するタイプの割り込みである

が、独立して進むのではなく、話し手と聞き手がそれぞれ互いに発話を補完

し合いながら展開するものである。NS－NS会話にもそう多く現れなかった

が、NS－NNS会話でも8例だけであった。

 まずは例を示そう。

（10） （学習者の夏休みの旅行についての話題）

頭

視

JF6

LF2

視

頭

。    。。   ○     ○

         うん ＃1うん、と、あ〃舞鶴で  ＃1あ、あ、あった、うん

P67うん（p1．O）車は1〃私の 1友達と〃舞鶴で〃ありました1〃／ソー私は

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 i手元）一一×一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…

                手で一点を示す
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 （10）の前の部分の会話は内容が複雑で、学習者LF2が車で友人と関西

方面に旅行に出たが、疲れたので自分だけいったん電車で帰宅し、また舞鶴

で友人と落ち合って車で帰ってきたという話である。ここではまず母語話者

JF6が「（舞鶴）まで一」と先取りの働きかけのような割り込みをし、その

あと学習者の方が「（舞鶴へ）行った↑」と上昇イントネーションで発話し

ている。これはたぶんこの言い方でいいか尋ねるようなつもりの発話で、そ

れに対して母語話者が「行って」と言い直し、さらに学習者が発話を続けた

部分を、また母語話者がまとめる、というようにターンが進んでいる。ここ

での視線行動は、ずっと互いに視線を合わせている。

 この例は、NS－NS会話に見られたような互いの発話を補完し合うという

形ではなく、母語話者が学習者の発話を側面から支えるような形で進んでい

ることが分る。ここでも母語話者が割り込み発話を用いて、母語話者として

学習者のターンを支援していこうとする姿勢が窺われる。

6．4 考察：日本語母語話者と日本語学習者の会話における

割り込み発話の果たす役割

 ここまでは日本語母語話者と日本語学習者との会話において、各割り込み

発話はどのように現れるのか、また視線行動との関連や特徴はどうか、どの

ような機能が多く用いられているのかなどについて、主に母語話者の割り込

み発話に注目して見てきた。本節では、割り込み発話というものが、日本語

母語話者と日本語学習者という、異なる母語話者同士で、しかも母語話者か

ら見ると、日本語という自分の言語で話をする際に、どのように会話の中で

機能しているのかについて考えていきたい。
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6．4．1 日本語母語話者と日本語学習者の会話における割り込み発話の特徴

 NS－NNS会話に現れる割り込み発話の特徴としてまず挙げられるのは、

割り込むのは母語話者の方が学習者より多いということである。これまでも、

割り込み発話が会話参加者間で社会的な立場や性に差がある場合には、割り

込む側と割り込まれる側の比率に差が出ることが報告されてきた。今回の資

料は、社会的な立場の差や性差は取り除いたものではあるが、日本語学習者

にとって日本語という相手言語による会話であること、また学習者の言語能

力がまだ必ずしも十分でない時期であることなどが、母語話者が割り込む比

率の高さにつながったと考えられる。

 次に割り込み発話と視線行動の関連という点について、NS－NS会話では

通常の話者交替の視線行動に近い結果が出た早めの発話開始やターン取りの

ための割り込み発話についても、NS－NNS会話の母語話者は相手（学習者）

に視線を向けたままであることが多かった。また働きかけの割り込み発話で

は、もともと割り込んだ聞き手が視線を向けたままでいることが多いもので

あるのだが、NS－NNS会話ではさらに視線を向ける比率が高くなっていた。

 これも上に述べたことと重なるが、まず母語話者と学習者は母語が違うと

いうこと、また学習者にとって相手言語での会話であるので理解が難しいと

いう認識が互いにあり、そのためにモニタリングをしながら、ターンを取っ

て話したり割り込んだりするのであろうと考えられる。そして母語話者の方

が学習者よりも相手を見る比率が高いのは、母語話者であるが故に一層学習

者のモニタリングをする必要があるという自覚によるものと思われる。この

ことについて、さらに割り込み発話の機能面から検証していく。

 割り込み発話の機能面から、今回見たNS－NNS会話にはどのような特徴

が浮かび上がるのだろうか。これまで割り込み発話と立場の差や性差の関連

で語られてきたのは、会話の支配ということである。しかしNS－NNS会話

に見られた割り込み発話は、割り込んだ比率は母語話者の方が高かったもの

の、機能面では話し手のターンを妨害するようなタイプのものはほんのわず

かしか見られなかった。ターン取りのための割り込み発話の機能でも、学習
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者の発話に情報を提供したり確認したり先取りしたりといった、学習者のター

ンを支援するタイプのものが圧倒的に多かった。

 またNS－NNS会話で働きかけの割り込み発話が多く用いられているのも

特徴の一つだが、そこでも訂正や確認、情報の提供、先取りといった機能が

多く見られ、学習者のターンヘの支持作業をしていることが分った。

 ということは、NS－NNS会話の会話参加者は日本語の能力という点で差

がある訳だが、そこで用いられる割り込み発話は、会話の支配を目的とする

ものではなく、会話において母語話者と学習者との差を埋めるもの、つなぐ

ものとして用いられているのではないだろうか。この点をもう少し考えてみ

る。

6．4．2 日本語母語話者と日本語学習者の会話で割り込み発話が果たす役割

 NS－NS会話で割り込み発話が果たす役割は、割り込みが話し手のターン

に対して聞き手側の積極的な関与を示したり、また聞き手による働きかけで

あったりすることで、それが話し手と聞き手の相互交流の流れを強化し、会

話を弾ませていくことを既に述べた。

 ここまで分析してきたようにNS－NNS会話では、割り込み発話は、学習

者の日本語力が不十分であることなどのために弱くなりがちな相互交流の流

れを、支援して補強するために用いられている。これをモデル図で示すと、

図6－1のようになる。

L1     ，

J2   0 ○

      話し手のターン Oあいづち L学習者J母語話者
       割り込み発話
               →相互交流の流れ

図6－1 母語話者による、学習者のターンを支援する割り込み発話
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 図6－1は、学習者のターンの中で、分かりにくいところや間違っているよ

うな弱い部分を補強するような形で、割り込みがなされる例である。これに

よって、途切れそうになる相互交流の流れを維持しているのである。

また図6－2は、前節で見たターンの重なりのモデル図である。

L1

J2

図6－2 NS－NNS会話におけるターンの重なり

○

 図6－2では、母語話者が学習者のターンのところどころに割り込みをして、

側面から支えている様子を表している。

 このようにNS－NNS会話で用いられる割り込み発話は、会話の支配といっ

た権力的なものではなく、会話において母語話者と学習者との差を埋めるも

の、つなぐものとして重要な役割を果たしていると言うことができるのであ

る。
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第7章 結論

 本研究の目的は、日本語の会話の中に現れる割り込み発話の実態を調査し、

割り込み発話を通して、日本語の会話での会話参加者同士の相互交流がどの

ようなものであるかを明らかにすること、および、日本語母語話者同士の会

話と比較したときの、日本語母語話者と日本語学習者との会話での割り込み

発話の用いられ方の違いから、日本語母語話者と学習者のコミュニケーショ

ンの特徴を明らかにすることであった。

 割り込みは、これまでの会話分析の研究からは、1）話者交替システムに

おいて、現在の話し手が次の話し手を選ばなかったためにある会話参加者が

自己選択で話し手になって、先行の話し手のターンの最後の部分に割り込ん

だ場合、2）会話を支配するために、権力的な手段として割り込んだ場合、

に生ずるとされてきた。また、積極的な会話へ参加の手段として割り込みが

行われるとも指摘されている。しかし日本語の会話において、割り込み発話

の全体を取り上げて、割り込み発話にはどのような種類があるか、またコミュ

ニケーション上どのような機能を果たすのかについては、あまりまだ研究さ

れてこなかった。そこで本研究では、実際の日本語の会話資料を言語行動の

分析と、視線行動などの非言語行動の観察も加えて分析したところ、いくつ

かこれまでに言われてこなかったことが明らかになった。

 まず、日頃行われている会話の中では、さまざまなタイプの割り込み発話

が現れるということである。 「さまざまな」と言うのには、三つの局面があ

る。割り込みの位置、割り込みを行う立場、そして、割り込みの機能という

局面である。

 割り込みの位置の局面というのは、現在の話し手のターンのどの位置で割

り込むのかということである。割り込みを行う立場の局面というのは、割り

込みをして聞き手から話し手になるのか、または割り込みをしても聞き手と

いう立場は変わらないのかということである。そして割り込みの機能の局面
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というのは、聞き手が行った割り込みが、現在の話し手にとってどのような

機能を担ったのかということである。またこれに加えて、割り込みをする側、

割り込まれる側の視線行動の観察も重要な要素となる。これら3つの局面と

視線行動の観察を合わせて割り込み発話というものを考えることで、初めて

多様な割り込み発話の特徴を捉えることが可能になる。

 さて、このような考え方で割り込み発話を分類したところ、次の5つに分

類できることがわかった。1）早めの発話開始、2）ターン取りのための割り

込み発話、3）差しはさみ、4）働きかけの割り込み発話、5）ターンの重な

り、である。

 1）早めの発話開始は、現在の話し手のターンの完了直前の部分に割り込

むもので、割り込んだ聞き手が話し手になる。2）のターン取りの割り込み

発話は、現在の話し手のTRP以外の場所で割り込むもので、割り込んだ聞き

手が話し手となる。それに対して、3）はターン取りの割り込み発話が成功

しなかったもので、割り込んだ聞き手は話し手になろうとするものの聞き手

のままである。1）、2）、3）については通常の話者交替と同じように、ター

ンを取ろうとするときに相手から視線をはずすという視線行動が観察された。

 一方、話し手の交替がないまま、話し手に対して質問やコメントなどの割

り込みを行うのが4）の働きかけの割り込み発話で、相手に視線を向けたま

までこの割り込みがなされることが多い。また5）のターンの重なりは、割

り込みが起こったあと話し手と聞き手の区別が曖昧になり、入り組んで一つ

のターンを形成するものである。

 割り込み発話の機能の局面ということから各割り込み発話を見ると、現在

の話し手のターンを妨害するような割り込み発話もあるし、逆にそのような

意図がなく会話への積極的な関与のためになされる割り込み発話もある。し

かしその出現数からは、妨害的な割り込み発話というのはそれほど多くなく、

現在の話し手のターンの内容を継続するものや積極的に関与するするための

もの、話し手のターンを支援するものが多いということが分る。

 割り込み発話が、話し手と聞き手との相互交流に果たしている役割として、
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ターンを妨害するようなものは相互交流の流れを断ち切ってしまうマイナス

の作用がある。ターンの妨害のタイプの割り込み発話が繰り返されると、相

互交流の流れが何度も断ち切られることになるので、相互交流の流れが弱く

細いものとなってしまう。

 ところがそれに対して、ターン取りの割り込み発話であってもその機能が

話し手のターンを支援するタイプのものであると、いったん相互交流の流れ

を中断するように感じるが、割り込み発話が話し手のターンの内容を継続し、

しかも支援する役割があるために、相互交流の流れは少しずつ強くなってい

く。働きかけの割り込み発話ではこの特徴がもっとはっきりと現れる。働き

かけの割り込み発話がなされると、割り込まれた話し手は働きかけに対して

何らかの応答をすることが多く、大きい相互交流の流れの中にさらに小さい

局部的な相互交流が生まれる。これが大きい相互交流の流れをもっと強くし

ていく。

 このように、割り込み発話は相互交流を断ち切るものとしてイメージされ

てきたが、むしろ場合によっては相互交流を堅固なものにすることもあると

いうことが明らかになった。割り込み発話は、会話参加者同士のコミュニケー

ションの中で、話し手と聞き手を、つまり会話参加者同士を、より強くつな

ぐ仕組みとして機能しているというこ’とである。

 次に、日本語母語話者と日本語学習者との会話では、この割り込み発話は

どのような役割を果たしているのだろうか。日本語母語話者同士で会話をし

ているときと比べて、母語話者はどのような割り込み発話を用いて学習者と

コミュニケーションをしているのか、その割り込み発話にはどのような機能

があるのか、母語話者同士の会話のときと違いがあるのか、そういったこと

に焦点をあてて分析してみると下記のようなことがわかった。

 まず母語話者と学習者との会話では、母語話者の方が割り込みを多くして

おり、特に、働きかけの割り込み発話の出現数が母語話者同士の会話のとき

に比較して多く現れていた。これは、母語話者が学習者の日本語力の不十分

な点を・働きかけの割り込み発話で補いながら聞いている現れであると考え
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られる。また、母語話者の用いた割り込み発話の機能について、母語話者が

学習者のターンを妨害するようなものはほとんど見られなかった。学習者の

ターンに対して、情報を提供したり、確認したり、先取りしたり、または学

習者の誤りをさりげなく訂正するような、学習者を支援する機能を持つもの

が圧倒的であった。これは、母語話者として学習者を支援する役割を果たそ

うとしていることを反映していると思われる。

 またもう一つ重要な現象として挙げられるのは、母語話者と学習者との会

話では、母語話者同士の会話と比べて、ターンや発話の開始時、割り込み発

話時に母語話者が学習者に視線を向けていることが多かったことである。こ

れは学習者の言語能力の不足によってコミュニケーションが滞らぬよう、注

意深くモニタリングすることで補おうとしている現れであると言える。

 したがって母語話者と学習者との会話では、母語話者は学習者に視線を向

けて学習者の意図をモニタリングしつつ、割り込み発話を用いて学習者のター

ンを支援し補強しながらコミュニケーションを進めていることがわかる。

 以上のように、日本語の会話において、割り込み発話は、人と人との関係

をより強くつなぐための機能として作用していることが明らかになった。特

に母語話者と学習者との会話では、学習者の日本語力が十分でないために、

母語話者と学習者の間の相互交流がともすると弱くなったり途切れたりしが

ちになることがあるが、割り込み発話はその部分をつないだり、側面から支

えたりする役割を果たしていることが判明し、日本人と外国人とのコミュニ

ケーション上、重要な役割を果たしていると考えられる。
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おわりに

 本研究は、人と人とのコミュニケーションを緊密にするという意味におい

て・割り込み発話が重要な役割を担っていることを明らかにした。もちろん、

割り込み発話は、場合によっては人と人との関係を断ち切ることもあるが、

会話を会話らしくしている要素の一つであることは確かである。 ところが、

日本語教育で用いられているテキストや視聴覚教材などで、割り込み発話が

取り上げられるのはほとんど皆無である。日本語教材の中の会話は、ある程

度理想化され単純化されていることが必要であることは理解できる。しかし

割り込み発話が人と人とをつなぐのに重要な仕組みであるなら、日本語母語

話者と学習者との円滑なコミュニケーションにとっても重要な情報であると

思われる。

 日本語母語話者と学習者との会話で、母語話者は割り込み発話を頻繁に用

いて、学習者とのコミュニケーションを維持しようとしていることが観察さ

れた。しかし、学習者にとって母語話者の割り込み発話はうるさく感じられ

たり、さらには、日本人との会話に対する誤解につながることもあり得る。

逆に、学習者の側がこの割り込み発話を利用して、日本人との会話を弾ませ

ることもできる。したがって日本語教育の中では、まず日本語の会話におけ

る割り込み発話の役割を、教授者、学習者双方に意識化させることが必要と

なってく乱ひいては、それが異文化間コミュニケーション理解にも結びつ

くことになる。

 日本語教育の会話教材や教授法の開発には、従来のような会話の文型や語

彙表現といった面だけではなく、割り込み発話など人との関係をつくるため

の機能の面も取り入れることが求められていくであろう。その意味でも、本

研究で・割り込み発話を通して、母語話者同士のコミュニケーションの特徴、

および、母語話者と学習者とのコミュニケーションの特徴が明確になったこ

とは重要な成果であると思われる。
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